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　心と心は繋つながる。

　我々はそれを知っている。経験的に知っている。そして物理的に証明されるだろう。



　心──意識が量子的な波動の産物であるならば、量子もつれ（エンタングルメント）によって、心と心は瞬しゆん時じに情報をやり取りしているはずだ。そしていずれはそのネットワークが、その集合無意識が、その姿なき実相が“〝我々”〟に示される事だろう。

　しかし──だとすれば量子『もつれ』とは、なんとも言いえて妙みようである。

　たとえ心と心が繋がっても、人の絆きずなはいつか縺もつれ、解ほつれ──消失デコヒーレンスする。

（《量子化される心クオンタム・マインド》より抜ばつ粋すい）







Prologue

　　───序章








　──寂さびしい。

　痛みよりも、

　熱さよりも、

　怒いかりよりも、

　苦しみよりも、

　ただ──寂しいと思った。

　涙なみだが流れる。その事を確かめる術すべはない。すでに、躯からだの感覚がない。揺ゆれる視界と、心の奥おく底そこから湧わき出る感情が、涙が流れたのだろうと辛かろうじて知らせている。躯が十全の状態だったら、どれほどの涙が流れたのだろうか。

「──ヤっ！　カズ──！　カズヤ！──っ！」

　目の端はしに、綺き麗れいな少女が映り込んだ。長く黒い髪かみに、切れ長の眼め。切れそうなほど繊せん細さいな輪りん郭かくの、隙すきのない顔立ち。普ふ段だんならば淡たん白ぱくな表情をしている彼女の顔は、今はこの世の終わりみたいな表情をしていた。

「ミオ」

　僕はそう呼んだ。呼んだ気がした。けど口が開き、声が発したとは思えなかった。少なくても西にし周あまねミオに、僕の声は届いていないようだった。彼女は必死になって僕の名を呼び続けている。まるで──今生の別れのように。

　──そう、か。

　理解した。僕の心をすっからかんにして吹ふき荒すさぶ、圧あつ倒とう的てきな『寂しさ』の正体を。

　終わりなのだ。もう、僕は別れなければならない。

　家族と。

　友人と。

　世界と。

　──大切な女ひ性ととも、もう、決して逢あえないのだ。

　だから寂しいのだ。悲しさを通り越こしてひたすら寂しいと思うのは、その別れに納得してしまっているからなのだ。

「──い……ごめんな、さ──ごめ──」

　彼女の涙と共に漏もれだす謝罪の言葉が、わずかに僕の耳に滑すべり込んできた。鼓こ膜まくなんて破は裂れつしたと思ったが、まだ往おう生じよう際ぎわ悪く機能していたらしい。

「…………」

　泣かないでくれ。謝らないでくれ。

　そう言おうと思うのに、唇くちびるは動かず、声帯は震ふるえず、呼吸さえどんどんか細くなっていく。嘆たん息そくしたかった。けれどそれさえ叶かなわない。ミオを、慰なぐさめる事も叶わない。その事が無性に申し訳なく──そしてやっぱり寂しかった。

　──どうしてこうなったんだろう……？

　そう思った途と端たん、寂しさを吹き飛ばすくらいに強きよう烈れつに、これまでの記き憶おくが駆かけ巡めぐった。これまで経験した、どんな瞬しゆん間かんよりも鮮せん明めいに、次々と記憶が蘇よみがえる。

　──やめてくれ。

　無む駄だだと知りつつ、僕は願った。

　こんなのやめてくれ。これではまるで──死に際の人間が見る、走馬灯みたいじゃないか……








1st Cut

　　───常景
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　ほとんどすべての十六歳さいの少年がそうであるように──いくらかの例外はあるだろうが──僕は思春期特有の病に罹かかっていた。

　本当の意味での病ではない。それははっきりしている。ただ、ある種の病であることは確かだった。心と体、形けい而じ上じよう下の区別なく、僕という存在の一部を乗っ取り、居座り、どんどんと侵しん食しよくしてゆく。そうである以上、『これ』はある種の病であり呪のろいであるのに相そう違いなかった。日々病は進行し、僕の細さい胞ぼうをゆっくりと変質させてゆく。僕はその一連の現象を、とてもありありと実感できた。

　静かな部屋で本を読んでいる時、あるいはぼんやりとベッドに寝ねそべっている時、どうしようもない衝しよう動どうが身体を乗っ取ろうとする。その発作がいつ訪れるのか、まったく予想がつかない。夕立のような唐とう突とつさでやってくるのだ。僕は奇き妙みような痛みを訴うつたえる心臓を、なんとか肋ろつ骨こつと肺の間に押おし込めようと抑おさえ付ける。そうやって僕は、嵐あらしみたいな荒あら々あらしいうねりが去るのを、目を閉じながらじっと待つのだ。

　そしてこの病のもっとも恐おそろしいところは、その造り換かえられていく自分や、その予想もつかない激しい発作を、むしろ積極的に望んでいるという事だった。始末におえないと溜ため息いきをつきながら、始末におえない自分自身を楽しんでいるのだ。

　……この病の名を、いまさら言う必要もないだろう。

　こうして僕は何とも落ち着きのない自分自身を抱かかえながら、西にし周あまねミオに逢うのを心待ちにするのだ。



「……暑い」

　結けつ露ろでびっしょりと濡ぬれたコップを額に当てて嘆息したが、出てきた言葉もすぐに干からびてしまいそうだった。

　キッチンもダイニングも居間も、家中の窓という窓を開けっ放しにしたものの、むしろ状じよう況きようは悪化してるのではないかと思った。少しでも風を入れようと網あみ戸どまで開け放していたが、風なんて少しも吹いていない。今年は冷夏などと誰が言ったのか。この時期になって、前半をひっくり返すみたいな暑い日々が続いていた。熱された空気が熱力学第二法則にしたがって、我が家の隅すみ々ずみまで侵食してくる。さらには大量の蚊かまでやってくる。おかげで何ど処こも彼処かしこも蚊か取とり線せん香こうの煙けむりばかりで、息苦しさに拍はく車しやが掛かかっていた。

　いつまでもこんな所にいられない。僕はコップの中の麦茶を飲み干してお盆ぼんに戻もどすと、すでに乗っかっていたコップとペットボトルと共に持ち上げ、線せん香こう臭くさいキッチンを後にした。

　階段を昇のぼる時、ほんの少しだけ気温が和やわらいだ。こんな所が一番まともだなんて、とんでもない皮肉のように思えた。

　二階に上がって僕の部屋──を通り過ぎ、妹の部屋をノックした。

「どーぞー」

　ドアを開け、素早く閉める。冷気を逃にがさないようにする為ための反射的な行動だった。

　持って来たお盆を置こうとして部屋の中を見回し……僕は溜息をつきたくなった。

「……良りよ雨う？」

　ベッドの上で胡坐あぐらをかき、膝ひざの上に乗せた子こ猫ねこの喉のどをくすぐっている妹に問い掛けると、彼女は「何よ？」と口を尖とがらせた。

「……そんな事してる暇ひまがあるのか？」

「休きゆう憩けいを入れた方が効率いいと思うのよね。それにスーくんが暇そうにしていたから、遊んであげなくちゃ可哀かわい想そうじゃない？　猫ねこは愛情がないと死んじゃうのよ？」

　良雨はそう言って、茶色い猫を持ち上げて「ねぇ？」と問い掛けると、スーくんと呼ばれた雄おす猫ねこが元気に「にゃあ」と鳴いた。

　さびしいと死んでしまうのは猫じゃなくて兎うさぎのはずだが、まぁ、いいかと思った。どうせ困るのは彼女自身だ。

「にぃ」

　僕の足元に、白い雌めす猫ねこが擦すり寄ってきた。

「ごめんよ、アマテラス。ちょっと離はなれていてくれな」

　僕がそう言うと、彼女はちゃんと僕の意を汲くみ取って離れてくれた。けれどじっと僕を見上げ、「遊んで遊んで」と目を輝かがやかせていた。テーブルの上に広げられたノートや参考書を掻かき分けてお盆を置いて座ると、白い子猫はさっと僕の膝に飛び乗り、シャツに爪つめを立てて昇ってこようとした。

「こらこら」

　彼女の前足に手を差し込んで持ち上げると、アマテラスはご機き嫌げんそうに喉を鳴らし、僕の指を嘗なめ始めた。床ゆかに降ろしてやると、彼女は僕の膝に背中をこすって、ほんの傍かたわらで小さな毛玉に早変わりした。生まれてからさほど経たっていないその毛玉は、触さわるととても温かかった。そんなに悪い気はしない。さっきまでのキッチンでならとにかく、クーラーの利きいた部屋ならば心も寛かん容ようになる。

「ほーら。何だかんだ言って、兄さんも遊んでるじゃない」

「僕の課題は終わってるからな。お前はまだ読書感想文と数学の問題集が丸々残ってるじゃないか」

「う、うるさいわね。だからこうして、兄さんたちの力を借りてるんじゃない」

　兄さんたち、ね。二人も助すけっ人とがいるから、良雨の気も緩ゆるむのだろうか。

　僕は部屋の隅すみで、抱え上げた黒い子猫と見み詰つめ合う、長い黒くろ髪かみの少女に目を向けた。

　癖くせのない長ちよう髪はつは腰こしまで届き、烏からすの濡れ羽ば色いろという表現がぴったりだった。夏真っ盛りの季節に似合わず、彼女の肌はだは驚おどろくほど白い。色素そのものが少ないから、日焼けで沈ちん着ちやくする事もないのだろう。そのせいで肌が傷付きやすい為、海に行った時などは肌焼け対策を念入りにしていた。

　シャープな面おも立だちをしていて一見クールに見えるが、切れ長の目が見詰めるのは、黒猫の金色の瞳ひとみだった。やけに真しん剣けんに見詰める彼女とは裏腹に、黒猫の方はのんびりとした表情だった。

　僕は笑いを必死に堪こらえた。一ヶ月前の彼女には、考えられない光景だった。

「──ミオ」

　彼女ははっとして振ふり向いた。そしてバツが悪そうな顔で、黒い子猫を顔の前に掲かかげた。黒猫のツクヨミが、間延びしたのんきそうな鳴き声を上げた。

「すっかりお気に入りだね」

「……名付け親だから」

　ぼそぼそっとミオが答えた。

　白、黒、茶の子猫を良雨が拾ってきたのは二週間ほど前の事だ。いろいろあって飼う事になったのだが、その際の名付け親がミオだった。順番に『アマテラス』、『ツクヨミ』、『スサノオ』というやたらに偉えらそうな名前だったが、全会一いつ致ちで受け入れられた（ちなみに、母と良雨は脊せき髄ずい反射で『シロ』、『クロ』、『ブラウン』。父は連想の果てに『白石』、『黒木』、『加か藤とう』だった）。

　それから彼女は三日おきにはやってきて、彼らと遊ぶのが日課になっていた。

　西周ミオといえば学校でも有名な冷たい女クール・ビユーテイーの代名詞だったが、僕の前で黒い子猫を抱だき締しめる彼女を見ていると、自然に頬ほおが緩んでくる。僕の胸の奥おくがほんわかと温かくなる。自分の意思とは無関係に湧わき上がるその感覚が、とても大切なものに思えた。

「あーあ、あついあつい。クーラー利いてないのかな？」

　良雨がいつの間にかテーブルの前に座り、下した敷じきでぱたぱたと自分を仰あおいでいた。

　僕とミオは顔を見合わせて苦く笑しようし、良雨を挟はさんで座り直した。

「さぁ、どんどんお願いね。わたしの部屋のクーラーレンタル代は高いんだから」

　そう。それがこの何ともいえない状じよう況きようの理由だ。僕と、僕の彼女──うん、付き合っているのだから“〝彼女”〟の筈はずだ──と、僕の妹が一堂に会する状況の。

　急に僕の部屋のクーラーが壊こわれたのは十日ほど前。修理に出したときは一週間もあれば戻もどってくるはずだったのだが、急激な残暑で修理依い頼らいが殺さつ到とうし、たちまちの内に修理日程が長くなった。おかげでこうして、妹の部屋に間借りをするハメとなってしまった。彼女の宿題を手伝う事になったのは、そういう事情からだった。

「──違ちがうわ。その代数は、この公式を利用して出した答えを──そう。そうね」

　僕が原げん稿こう用紙に向かい合っている先で、ミオが良雨に数学を教えていた。

　なんだか、背中がむずむずしてくる光景だった。自分のガール・フレンドが自分の妹と一いつ緒しよにいる光景が、こんなにも落ち着かなくなるものだとは思わなかった。けれど、そのむず痒がゆさは、それほど悪い感覚ではなかった。

「──なに？」

　僕の視線に気付き、ミオがノートから僕へと視線を移した。かるく首を傾かしげると、さらりと髪かみが流れる。その横髪を留める赤い華はなをあしらった髪かみ留どめが目に入って、僕はにっこりと──心から──笑って「なんでもないよ」と首を振った。

「もうっ。兄さん、ちゃんとやってよね。綺き麗れいな彼女を見てデレデレするのはいいけど、いまはわたしの勉強をやってるんだから」

「そこまで勉強熱心だったら、この感想文もお前に返すよ。どうぞ、がんばって書いてくれ」

「うっ……それはちょっと……」

　良雨は目を背そむけ、横で遊んでもらいたくてうずうずしていたアマテラスとスサノオを指先でいじった。子こ猫ねこたちは喉のどや耳の後ろを撫なでられて気持ち良さそうに鳴いた。

「……まったく」

　手元にあったピンク色のソフトボールを投げると、二匹ひきの猫は一目散にボールを追っていった。部屋の隅で丸まっていたツクヨミが、そんな姉と弟を冷ややかに眺ながめて欠伸あくびをした。

「だいたい、自分が読みきれない本を選せん択たくするんじゃない」

「なによ。その本だったら兄さんが持ってたから、いちいち買う必要がないと思ったのよ」

　良雨はそう言って、僕の原稿用紙の横に置かれた本を指差した。

　良雨の読書感想文の課題本、《ライ麦畑でつかまえて》だ。

「名作だって言うから読んだけど、さっぱりつまらなかったし。ミオさんもそう思うでしょう？」

　興味深そうに僕と良雨のやり取りを眺めていたミオは、急に話題を振られて切れ長の眼めをちょっと見開き、「そうね」と微笑ほほえんで相あい槌づちをうった。

「学校を飛び出した男の子が不平不満をさらけ出して──『なにをうだうだ言っているんだとむかむかして』くるかもね？」

「そうなんですよ！　もうホント、ひたすらその繰くり返しでしょう？　読んでて退たい屈くつしてくるんですよ。もっと波乱にとんだストーリーなら……宝の地図を見つけてそれを探して旅をするとか、そういう話ならもっとすんなり読めるんですけど……」

「だったらそういう本にすれば良かったじゃないか」

「他の本も似たり寄ったりよ。《吾わが輩はいは猫である》とか《人間失格》とか。読んでて眠ねむくなってくるし。料理のレシピを見るほうがよっぽど面白いと思うのよね」

　全国の読書狂ビブリオ・マニアに八つ裂ざきにされそうな意見だ。現代日本の女子中学生らしいといえばらしい意見だが。

「けれど、良雨さんも何か心に残った場面があるのじゃない？　何な故ぜか分からないけど、奇き妙みように頭にこびりついたシーンが」

　ミオが言うと、良雨は目をぱちくりさせ、胡坐あぐらをかいた足を抱かかえて身体を揺ゆらし、天井を見上げながら考え込んだ。

「……主人公がタクシーに乗ってて、冬に凍こおった池の魚はどうしているのかって運転手に質問するところ、かな？　何故かそのシーンだけが、急に頭に浮うかびました」

「何でだと思う？」

「何でって言われても……そうですね。そんな事を考えられる主人公が、やけに幼く思えて……それをわざわざ質問するところなんてさらに幼くて……そんな主人公が、とっても身近に思えたんですよ。うまく言えませんけど」

「ほら。ひとつ書ける事が出来たわ。たぶんね、面白いだけが読書じゃないのよ。そういう一寸ちよつとしたシーンを取とっ掛かかりにして、少しずつ物語をこっちに引っ張ってくるのが──読書の楽しみ方のひとつなのよ」

「うーん、言ってる事は分かるんですけど……わたしにはそこまでの我が慢まん強づよさはないです」

「そうね。私にもないわ」

「……へ？」

「受け売り」

　ミオは語ご尾びを笑いで霞かすませて、問い掛けるような視線を僕に向けた。僕は何気ない風を装って原げん稿こう用紙に集中したが、対面から良雨のニヤニヤとした浮うわついた空気が漂ただよってきた。

「さ、がんばりましょう。明日の夏休み最終日まで持ち越こすのは嫌いやでしょう？」

　ミオが窘たしなめるように言うと、良雨は素直に「は～い」と返事をした。



　　　２



　八月三十一日。

「暑い」という言葉すら霞むくらいの陽炎かげろうに、ベンチの隣となりに座る良雨はもちろん、道行く人々も皆みなが皆うんざりした顔をしていた。それでも多くの人が行きつ戻もどりつしているのは、やっぱり夏休み最後の一日だからだろう。

「あつぅ……まだ九時だっていうのに、なんでこんなに暑いんだろ……」

「夏だからだろうな」

「まっとうな意見ありがとう、お兄様」

　木こ陰かげのベンチにもたれた良雨が、いかにもおざなりな返事をした。買ってきた缶かんジュースを渡わたすと、すぐさまプルを開け、ごくごくと喉のどを鳴らして飲み干していった。

「ふぅ。生き返る～」

「そんなに暑いなら、こんな時間から来ることもなかったのじゃないか？　まだ約束の時間まで一時間あるが……」

「甘あまい。甘すぎるわよ、兄さん」

　良雨は立ち上がると、ずいっと顔を近づけて僕を叱しつ咤たした。

「本当の待ち合わせっていうのはね、約束の時刻より一時間から三十分前の事を言うの。とくにミオさんみたいな女ひ性となら、ぜったい一時間は早く待ち合わせ場所に来るわ」

　僕は、かつてミオと待ち合わせをした時の事を思い出した。たしかに、彼女はあのときも一時間早く待ち合わせ場所、つまりはこの公園に到とう着ちやくしていたが……

「こんなに暑いのに、か？」

　僕は周りを見回した。

　駅前繁はん華か街がいの真ん中に設しつらえた、それこそ待ち合わせ専用とも思える公園だ。小さな噴ふん水すいがあって、植木があってベンチがある、とても普ふ通つうの公園だった。特に意味のない彫ちよう像ぞうが飾かざられ、ごくごく当然のポール時計が九時五分前を示している。

「天候は関係ないの。いい？　女の子にとって、デートは勝負の舞ぶ台たいなの。男の人以上にね。たぶん、ミオさんは昨日の夜は相坂家ウチから帰った後九時には寝ねて、朝の五時に起きてシャワーを浴びて、取って置きのレースの下着を身に着けて化け粧しよう台だいの前に立って、前日に考え抜ぬいた服を着て、出かける前にもう一度自分の姿を鏡に映して緊きん張ちようした面おも持もちで確認して、八時半には家を出ているはずよ。女の子を待たせるなんて、絶対にしちゃいけないわ」

「それは分かるが──だったら何でこんな奥おくまった、互たがいの姿が見えにくいような位置に居るんだ？」

「馬ば鹿かねぇ。女の子を待たせるのは男として失格だけど、女の子の気持ちを察せない男も最悪よ。いい？　待ち合わせに早く来たのが男の方だったら、女の子は申し訳なく思うでしょ？　早く来といて、彼女が現れたところでいかにも今来たみたいに出て行くの。女の甲か斐い性しようをたてるのが、男の甲斐性ってもんよ」

　僕やミオより二歳さいも幼い良雨の言葉が、なんだか僕らよりもよっぽど大人びて聞こえた。

「……一応、念のために聞いておきたいんだが、それは知識として知ってるだけだよな？」

　僕が問うと、良雨は歳とし相応の稚ち気きにあふれた笑えみを浮かべた。

「女の子の秘密に突っ込まないのも、男の甲斐性よ」

「……」

　つくづく妹というのは、兄には理解不能な生き物だと実感した。

「あ。噂うわさをすれば」

　植え込みやらの向こうに、硬かたい面持ちで歩いてくるミオの姿が目に入った。公園の時計を見ると、ちょうど長針が『12』を指したところだった。

「じゃ、一回公園の外に出て、さり気なく行きましょう」

　良雨は僕の腕うでを引っ張って、公園の植木を掻かき分けて歩道に出、ぐるりと回って公園の入り口へと向かった。そうして、噴水の手前で自分の腕うで時ど計けいと公園の時計を見比べるミオへ、何てことない様に声を掛かけた。

「おはようございます、ミオさん」

「……おはよう」

　僕らが声を掛けると、ミオは落ち着いた面持ちで「おはよう」と返事したが、肩かたに掛けたトートバックのベルトをそわそわといじったり、ミュールのつま先を上げたり下げたりしていた。

「──その服、よく似合ってるね」

　良雨に散々言われたとおり、ミオの服装を褒ほめた（「一番初めに服装を褒めるのは基本中の基本」なんだそうだ）。だからといって、別にお世辞なワケではない。純じゆん粋すいにそう思い、自然と口をついて出たのだ。

　ミオは、長なが袖そでだがゆったりとして涼すずしげな凝こった作りのチュニックワンピースを着て、七しち分ぶ丈たけくらいの黒いパンツをはいていた。長い髪かみも、今日は結い上げて纏まとめられている。際きわ立だった派手さはないが、元が元なだけに十二分に魅み力りよく的てきだった。

　僕が褒めると、ミオは顔を俯うつむけがちに「あ、ありがとう……」とぼそぼそっと呟つぶやいた。そんなミオの反応がうれしくて僕が笑うと、彼女は完全に顔を俯けてしまった。組み合わせた指が、複雑な印を結ぶ僧そう侶りよのように目まぐるしく動いていた。

「はいはい。ごちそうさま。じゃ行きましょ、ミオさん。今日はちゃんと荷物持ちが居るんだから、たっぷりと買い物しましょう」

　良雨は満面の笑みで俯くミオの手を取って、スキップしながら引き摺ずっていった。ミオは転ばないように慌あわてながら良雨について行く。

　中の良い姉妹みたいな二人の後を、僕も小走りで追って行った。



　　　※　※　※



　始まりは、昨日の夕ゆう御ご飯はんの後だった。

「兄さんとミオさんは、明日なにか予定があるんですか？」

　食後のお茶で一服しながら雑談していると、何気ない風を装った良雨が、興きよう味み津しん々しんとした瞳ひとみで僕らに問い掛けた。

「うん。一応、一いつ緒しよに図書館に行こうかと思ってるけど……」

　長期休きゆう暇かに入って、僕とミオはよく連れ立って図書館に通っていた。課題を消化する意味もあったが、課題が終わった後は隣となり同どう士しで座り、のんびりと読書をしていた。図書館のすぐ近くにこじんまりとした居い心ごこ地ちの良い喫きつ茶さ店てんがあって、時にはそこで本の感想を言い合い、互いに読んだ本を交こう換かんしたりしていた。

「……読書ですか」

「うん。読書だね」

「ええ。読書です」

　僕とミオの簡潔な答えに、良雨はわざとらしく「ズズッ……」と音を立てて緑茶を啜すすり、「ドンっ」と飲み終えた湯ゆ呑のみをテーブルに叩たたき付けた。

「なってない！」

　良雨のセリフに顔を見合わせた僕とミオに、興奮した妹はさらに口撃を重ねてゆく。

「明日が何の日か分かってる？　夏休み最後の日なの！　ちょっとは特別な思い出を作ろうとか思わないわけ？」

「そうは言っても……もう十分に夏休みは堪たん能のうしたよ。遅おくれも取り戻もどせたし、最後だからと気負う事もないじゃないか？」

「それに、そんなにつまらない事ではないわ。ごく普ふ通つうに隣となり合って本を読むというのは、十分に特別だと思うのだけど？」

　良雨は理解不能と言いたげな顔を僕らに向け、大おお仰ぎようにダイニングのベージュ色の天てん井じようを仰あおいだ。絶望に喘あえぐオペラのヒロインみたいに右手を頭上高く掲かかげ、左手は苦しむ心臓を押おさえるようにしてささやかな胸を掴つかんでいる。そのうち何ど処こかからスポットライトで照らし出されそうな、実に堂に入った演技だった。

「ああ、神様。ここに、憐あわれな子羊たちが居ます。なんて言うか変わり者で変人で珍ちん奇きで珍ちん妙みようで、そこらのバカップルなんか比じゃないくらいデレデレなのに、けど恋こい人びと同士として大事なものが欠けてる子羊たちが！」

　腹式呼吸も完かん璧ぺきだった。夏休みの合宿訓練も頑がん張ばっていたのだろう。そういえば今度の演劇は、主役をやると言っていたような気がする。

　そんな我わが妹を、ミオは興味深げにお茶を飲みながら見守っていた。

「ああ、わたしは今悟さとりました。わたしの使命は、この憐れな子羊たちの背中を押おしてやることなんですね！」

　恍こう惚こつとした顔を地上に向けた途と端たん、良雨は一切の反論を許さない、厳げん粛しゆくな魔ま女じよ狩がり時代の神父みたいな表情をして、

「明日は朝の十時から遊び倒たおします！　本当は二人だけで行かせたいけど、しょうがないからわたしも行きます！　二人ともイイわね！」

　背中を押すというより崖がけから突つき落としかねない剣けん幕まくに、僕もミオも、黙だまって頷うなずいた。



　　　※　※　※



　公園を出た僕らは、そのまま駅方面まで歩いていって、駅のロータリーでバスに乗り、去年オープンしたばかりのショッピングモールへと向かった。

　はっきり言って、ショッピングモールとかデパートとか、そういう物が僕も、ミオもあまり好きではなかった。

　僕の抱かかえていた悩なやみ。

　ミオに刻まれた傷。

　それらは概がいして、人との付き合いに一定の距きよ離りを置かせた。だから人が大勢集まるところは、息が詰つまってしょうがない。考えも求めるものもばらばらな人間が集まって広いのが取り得の駐ちゆう車しや場じようを満まん杯ぱいにするのが、ときにひどく不可解な物に思えた。それこそ図書館かひっそりとした喫茶店で本を読むほうが、よっぽど心も落ち着くしリラックスできた。人が多くても大だい丈じよう夫ぶなのは──少なくとも僕は──映画館か大型書店くらいのものだ。少なくともそこに来る人たちは、映画を観みる、本を見ることを中心目的にして集まっている。

　だからオープンしたばかりでやたらに広大な敷しき地ちのモールの、巨きよ大だいな豆とう腐ふを斑まだらに染め上げたような建物が見えてきた時、すこしばかり暗あん鬱うつな気分になったりした。

　けれど着いてみれば、僕もミオも、悩む暇ひまなんてありはしなかった。

「──ああ、これもイイ。けどこっちも良いですよねぇ。ミオさん、何でも似合うから、かえって見立てが大変ですよねぇ……」

　大量の服をとっかえひっかえミオにあてがう良雨の表情は、どう見ても「しょうがない」なんて言葉とは無む縁えんだった。逆さにして振ふったって、「しょうがない」の「し」の文字すら落っこちはしないだろう。

「あの、良雨さん？　もうちょっと落ち着いて、ゆっくりと──」

「ああ！　これ可愛かわいい。もういっそ、とことんゴスロリ系でいっても似合うかも。ああ、けど、やっぱ元を引き立たせる方向で──」

　ミオはおずおずと良雨に呼びかけたが、良雨はまったく聞いていない。次から次へと何らかの衣類を抜ぬき出しては、その勢いに呆ぼう然ぜんとしているミオの身体に押し当てていた。

　僕はそんな彼女らを、幾いく分ぶん肩かたを落としながら見守っていた。いま居るのが女性服売り場のど真ん中だとか、僕のすぐ後ろにランジェリー・コーナーがあるとか、そういうことに対する羞しゆう恥ち心しんも何ど処こかに置き忘れた。まだ僕の手には何の荷物も握にぎられていないが、肩かたにはずっしりと不可視の米俵が圧おし掛かかっていた。ちなみに、米俵一俵の重さは約六〇キログラムだ。僕の気苦労を換かん算さんすれば、おおむねそれくらいになると思われた。

「ねぇ、兄さんはどう思う？」

　フリルのついたフェミニンなワンピースを見立てられたミオの肩を押し、良雨が悪戯いたずら好きの猫ねこみたいな表情で訊きいてきた。服を押し付けられたミオも、戸と惑まどいながらもじっと僕を窺うかがっていて、縁えん側がわの下から外を窺う子猫みたいに見えた。

「……似合うんじゃないかな。ただ、僕はもっとシンプルなデザインの方がいいんじゃないかと思うよ」

　なるべくおざなりにならないように意見を述べた。ここら辺の機き微びはそれなりに分かる。家族をさんざん連れまわした母親と、疲つかれた顔をしながらもかいがいしい父親を観察してきた経験からだ。どんなに短くても、感想を一つ入れるか入れないかが全てを分かつのだ。

「う～ん……そうよねぇ。元が元だけに、下手な装そう飾しよくはかえって邪じや魔まかも……うん。じゃ、つぎ行きましょう！」

　言うが早いか、良雨は着せ替かえ人形と化したミオを引き摺ずっていく。ミオは助けを求めるような視線を僕に向けたが、僕は首を振って肩を竦すくめた。

　はしゃいだ妹をなだめるなんて、兄という肩書きを持った人間には荷が勝ちすぎるのだ。



「……この時間からカラオケ？」

　紙かみ袋ぶくろやビニール袋をぶら下げ、辟へき易えき気味に僕が尋たずねると、

「この時間だから、よ。夕方からだと高いでしょ？」

　良雨は言い聞かせるように僕に言い放った。散々ショッピングモールを歩き回って、また駅前まで戻もどってきたが、本人は疲れなんて感じていないようだ。その隣となりのミオは、散々連れまわされてげっそりと肩を落としていた。

「はいはーい、いきましょー」

　良雨はおずおずと進むミオの背中を押おし、ずんずんと店内に進んでいった。手早く受付を済ませて部屋に着くと、うきうきしながら新曲をチェックしだした。

「あ、ミオさんもどうぞ。はい、これ」

　と分厚い曲目リストをミオの膝ひざに置いた。

　僕は手にした買かい物もの袋ぶくろを慎しん重ちように壁かべに立てかけ、ミオの横に腰こしを下ろした。

　良雨は早速曲を入れ、マイクを持ってわくわくしながら待っていたが、表示された一曲目の題目に、僕は堅かたいソファからずり落ちそうになった。

「……良雨。一つ聞いていいか？」

「なに？」

「なんで一番初めから、『スーパーロボット・ハイパーシャウトメドレー』なんてヘヴィなものを予約するんだ？」

「何言ってるの？　一番初めだからこそ、叫さけんで盛り上げないといけないんじゃない。カラオケのいろはが分かってないわねぇ、兄さん」

　良雨は人差し指を「ちっちっちっ」と振り、無意味にマイクを振り回して立ち上がった。

「相あい坂さか良雨、いきまーす！」

　良雨はノリノリで、鉄くろがねの城のテーマを歌い始めた。盛り上げるのはいいが、中学生の女の子が歌う曲目としてどうなんだろうかと思った。

「……大丈夫か？」

　良雨が未知の宇宙線をエネルギー源にする元祖合体変形ロボのテーマを熱唱している横で、ミオは分厚いガイドブックを開いて固まっている。凍こおりついた彼女の体の中で、瞳ひとみだけがぐるぐると目まぐるしく動いていた。

「……ミオ？」

「え、ええ、ちょっと待って。今選ぶから」

「……このタイプのカラオケは、そのリモコンの画面で検けん索さくも出来るから、そこから選ぶといいよ」

　おろおろとするミオに、検索リモコンとタッチペンを渡わたす。

　良雨の歌うメドレーは、大人気ロボットアニメの、ＴＶアニメシリーズの三作品目のＯＰに移っていた……あれはリアルロボットアニメじゃなくてスーパーの方なのか……

「……もしかして、ミオ……」

　あることに思い当たって問い掛けると、ミオはびくっと身を震ふるわせ、恐おそる恐る僕の方を向いた。

「……持ち歌がないのか？」

　ミオは雷かみなりに打たれたように表情を強こわ張ばらせ、白い顔が徐じよ々じよに赤く染まっていった。

「ヅェエエッットゥ！……ふぅ。やっぱり水木○郎は基本よね──って、あれ？　二人とも歌わないの？」

　雄お叫たけびソングの熱から冷めた良雨が、微び妙みように気まずい雰ふん囲い気きの僕らを見て疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。

「ごめんなさい」

　僕が何か言う前に、ミオが本当に申し訳なさそうに謝った。

「こういうところで何を歌えばいいのか、よく分からなくて」

「こういうところって……」















　良雨はなんと言うべきか迷うような表情をしたが、すぐにいつもの人ひと懐なつっこい笑顔に戻って、ミオの横でリモコンを操作しだした。

「いいんですよ、なんだって。そりゃ、わたしだって場の雰囲気に合わせることはありますけど、このメンバーでそんな気負う事ありませんよ。そりゃ、もしかしたらミオさんは兄さんやわたしに変と思われたくないって思ってるのかも知れませんけど──」

　良雨はいったん言葉を置くと、安心させるように笑顔をミオへと向けた。

「兄さんは、たぶんミオさんが何を歌っても気にしませんよ。たとえミオさんが音おん痴ちでも、兄さんがとてつもない音痴だから大だい丈じよう夫ぶです。それにわたしも、ミオさんが素敵な女ひ性とだって知ってます。いまさら歌の一つや二つで、その評価は変わりません。だってわたし、ミオさんが好きですもん」

　ミオは少しだけ身を強張らせ、ゆるゆると止めていた息を吐はくと、「ありがとう」と小さな声で言った。ほんの少しだけ、語ご尾びが擦かすれていた。

「どういたしまして……あ、ミオさん。これは歌えません？」

　良雨が何かいい曲を見つけたらしい。問い掛かけられたミオは、「たぶん……」と自信なさげに、けれどちゃんと聞こえる声で答えた。

「じゃあ、一いつ緒しよに歌いましょう。わたし、この映画好きなんですよ」

　良雨がミオにマイクを渡し、ささっと選曲する。やがてイントロが流れ始めた。なかなか渋しぶい選曲だなと思った。

　アニメ映画《耳をすませば》のテーマ曲、《カントリーロード》だった。《故郷にTake Me Home,帰りたい Country Roads》というアメリカのヒットソングを、主人公が日本語詞をつけたという設定で、劇中やエンディングでも歌われていた。

　良雨が足あし踏ぶみをしてリズムを取る。ミオがおっかなびっくりとそれに続く。

　デュエットが始まった。



　　　３



　フリータイムが終わってカラオケ店を出ると、すでに街灯が灯ともっていた。空は紅あかい光が徐々に徐々に遠とお退のいて、変わって夜の暗幕がゆるゆると下がって行く。

「んん～。歌った歌った」

　先頭を、良雨が満足の溜ため息いきを吐きながら進んで行く。確かに、よく歌った。妹とカラオケに行くなんて初めてのことだったが、普ふ段だん歌えなかった曲を歌えて、僕もまぁまぁ満足だった。

　隣となりを歩くミオに目を向ける。彼女にもまた、そこはかとない満足感が見え隠かくれしていた。実際歌ってみれば、ミオが音痴なんてことはなかった。最初に歌った《カントリーロード》も、なかなか叙じよ情じよう的てきに歌っていた。そして一度歌えてしまえば、後は彼女も自分から選曲をして、短くも楽しい時間を過ごす事ができた。

「それじゃあ、今日はありがとうございました」

　駅前のロータリーに到とう着ちやくすると、良雨はミオに向き直ってそう言い、僕の左手に握にぎられた自分の分の買かい物もの袋ぶくろを奪うばい取とった。

「わたしは先に帰ります。帰りは不ふ肖しようの兄がエスコートしますので、ご心配なく」

　僕とミオが突とつ然ぜんの決定に目をぱちくりすると、良雨は至し極ごく真しん剣けんな顔をして、

「兄さん。一つだけ忠告しとくけど、送おくり狼おおかみに──なってもいいけど手順はちゃんと守るのよ？」

　とんでもない事を言われて固まる僕らに背を向け、良雨はちょうど来たバスに飛び乗った。バスの乗降口が閉まって走り出すまで、僕は漫まん然ぜんと眺ながめるままだった。

「……」

「…………」

　ちらちらと、互たがいを意識する僕とミオ。なんだか結局、ミオも僕も、今日は一日中ずっと良雨に振ふり回されていた気がする。

「……変な事を言う妹ですまないね」

「い、いえ、そんな事ないわ。単なるジョークなんだろうし……」

　ジョーク。ジョークか。彼女のさっきの言葉の、いったい何ど処こから何処までがジョークだったのだろうか？　あんなに瞳ひとみを輝かがやかせて、どうにもジョークですまされないような気がするが。

「まぁ、送っていくのは僕もやぶさかじゃないし。けっこう荷物もあるからね」

　僕は手にした荷物を持ち替かえ、右手をミオに差し出した。手を繋つなぐ時は僕が右手、ミオが左手というのが、いつの間にか決まった僕らの法則だった。

「──行こうか」

「──ん」

　折りしも目的のバスが来たところだった。客が多かったが、何とか隣となり合って座れた。ミオを窓側に座らせ、荷物を膝ひざの上に置くと、バスがゆるゆると動き出した。

「今日は楽しかった？」

「ええ。本当に楽しかった」

　ミオは静かに頷うなずいた。

「誰かと服やら小物やらを買いに行くなんて、なんだか、普ふ通つうの女の子みたいで、ちょっとした冗じよう談だんみたい。カラオケに行くなんて、想像もしなかった」

「なかなか上手く歌ってたね。最初の《カントリーロード》なんて特に」

「あの映画は、私も大好きだったの。テレビで見て勢い余って、原作も買ってしまったぐらいに」

「僕は原作を見たことはないんだけどね。けど、意外だね」

「漫まん画がとかアニメ映画に興味を持っている私が？」

「うん。けど、ちょっとうれしいよ」

「？」

「新しい“〝ミオ”〟が見れて」

「……ばか」

　何てことないやり取りは、ほんの少しで終わってしまった。バスが目的地に、かなり早く着いてしまった。と言っても時計を見れば、きっかりと所定時間が経過していた。感覚時間では、まだ駅を発車したばかりだったのだが。

　新しく出来始めた新興住宅地の真ん中で降りて歩いてほんの二～三分で、西周邸ていが見えてくる。まだ真新しい白い壁かべと、青い屋根が街灯にうっすらと照らし出されていた。すでに真っ暗だったが、ミオの家に明かりは点ついていなかった。

「隆たか乃のさんと美み羽うさんは、今日もいないのかい？」

　ミオの両親の名を挙げると、ミオは複雑な面おも持もちで、

「……ええ。“〝研究”〟が忙いそがしいみたい」

「……そう、か」

　あまり深く追及できないところに、自分の弱さを感じ、いわく言いがたい感覚が胸に広がった。その感覚がどう名付けられるべきなのか、僕にはまだうまく判断できなかった。

　悲しくもあり、ささやかな怒いかりにも似て、胸を落ち着かなくさせる、言いようのない熱。その熱が感情という心の温度だとしても、僕はその熱を何処に落ち着かせるべきなのか、何処に座らせるべきかが良く分からなかった。

　──厄やつ介かいな代しろ物ものだ。

　そう思う。けれどその正体を知らないままが良かったとは思えなかった。感情を違い和わ感かんと勘かん違ちがいしていたあの頃ころの僕に、戻もどりたいとは思えなかった。

　ミオが解かい錠じようしてドアを開けるのを待ち、手にした荷物を玄げん関かん口ぐちに置いた。

「今日は良雨に付き合ってくれてありがとう。僕も、楽しかった」

「ええ……」

「それじゃ」

　軽く手を上げて踵きびすを返そうとしたところで、ミオの手が僕の袖そで口ぐちをぎゅっと握にぎり締しめた。何だろうかと向き直ると、ミオは思いつめた表情で何度か深呼吸し、やおら勢いよく顔を上げて、

「読んでいく？」

「？」

「《耳をすませば》の原作。ついでに──その、夕ゆう御ご飯はんも、どうかと、思って……」

「…………」

　尻しりすぼみになるミオの言葉に、僕はとっさに返事が出来ない。

『送おくり狼おおかみに──なってもいいけど手順はちゃんと守るのよ？』

　良雨のセリフが蘇よみがえる。果たしてこれは、手順的にどうなのだろうかと、自分でもかなり頓とん珍ちん漢かんな事を考えた。

「あー、んん……」

　肯こう定ていとも否定ともつかない呻うめき声を漏もらしつつ逡しゆん巡じゆんしたが、返事は最初から決まっているわけで。すぐに返事しなかったのは──出来なかったのは、要するに僕にも歳とし相応の気き恥はずかしさがあって、そしてそんな想おもいを、目の前の少女も存分に感じていることが、硬かたい表情からすぐに察せられた為ためだった。

「──うん。じゃあ、ご馳ち走そうになるよ」

　僕が了りよう承しようすると、ミオはほっと息を吐はいた。

『何をご馳走されるんだか』

　頭の中で、意地悪く笑った良雨いもうとが楽しそうに茶化した。

　五月蝿うるさい。黙だまれ。頭の中でまで口出ししないでくれ。



　久しぶりに訪れたミオの部屋で漫画を読んでいる間、ミオは料理の支し度たくをするといって部屋を出て行った。

　渡わたされた件くだんのコミックスは、年月の経過で色落ちした部分もあったが、破れたり欠けたりしてはいなかった。大切に読まれていたことが分かる。もっとも、ミオはこの本を本ほん棚だなのかなり奥おくまった方から取り出したので、ここ最近は読まれていなかったのかも知れない。

　僕はなるべくゆっくりとコマを追い、丁てい寧ねいにキャラクターを追った。そうして僕の知らないミオが、どういう心情でこのマンガを読んでいたのだろうかと思いを馳はせた。

「──おまたせ」

　部屋着に着き替がえて素っ気無い白いエプロンを着けたミオが、自室のドアを開けて僕を誘いざなった。階下に降りると、香こうばしい匂においが鼻をくすぐる。ダイニングのテーブルには、すでに出来立ての料理が並んでいた。炊たき立てのご飯。オニオンスープ。鮭さけのワイン蒸し。鮪まぐろとアボカドのサラダ。どれも見た目良く、綺き麗れいに盛られていた。

「おいしい」

　鮭の身は白ワインとバターの旨うま味みがしっかりと染み込み、けれど塩胡こ椒しようの下味はほどほどに薄うす味あじで、見た目ほどくどくはない。

「本当？」

　ひよこ鑑かん定てい士しみたいに真しん剣けんな面おも持もちで見み詰つめるミオに、僕ははっきりと頷いた。

「うん。この頃、美お味いしいものしか食べてない様に思うけど、その中でもすごくおいしい」

「──良かった」

　ミオはほっと息を吐き、鮭と一いつ緒しよに蒸したアスパラガスを口に運んだ。

　基本的に、静かに食事を続けた。時折、料理について気になるところはないかとミオが聞き、一つ二つ意見を述べた後、今度は僕が調理法などを聞いたりした。

　食べ終わると、ミオはお湯を沸わかし、二人分の紅茶を用意した。相変わらず、彼女の淹いれた紅茶は旨うまかった。

　紅茶も飲み終わると、ミオは「食器を洗うから」と僕を追い出しにかかった。一緒に手伝うと言ったのだが、「部屋で待ってて」と首を横に振ふった。

　ミオの部屋に戻り、途と中ちゆうで止まっていた漫まん画がを再び読み始めた。

　どういうわけだか、僕は活字よりも漫画の方が読むのに時間のかかる人間だった。文庫本一冊をさらさら読めるのに、漫画になると一コマ一コマまでじっくり見詰めないと次に進めないのだ。

　だからだろうか。本を読み終わって横を見ると、いつの間にかミオが座っていた。抱かかえ込んだ足に頭を預け、本を読む僕の横顔をじっと見詰めていた。

「声を掛かけてくれれば良かったのに」

「熱心に読んでたから」

　そう言うと、ミオは口を閉じて、背中をベッドにあずけた。

　それまで読んでいた本をテーブルに置いて、僕も背中を楽にした。

「……」

「……」

　指一本の距きよ離り──肩かたと肩がすぐに触ふれる距離で、僕らは黙りこくって座りこんでいた。口を噤つぐんで、その後に来る言葉を一いつ生しよう懸けん命めい探していた。

「……ミオ──」

「……カズヤ──」

　声を掛けたのは、ふたりともきっかり同時だった。

　僕もミオも相手の顔をぽかんと見詰め、やがてくすくすと笑いが漏れ出した。まるで出来の悪い喜劇みたいだったからだ。

　笑いの気配が薄うっすらと漂ただよう穏おだやかな空気の中、僕らは互たがいに言葉を仕し舞まった。

　ミオが僕の肩に頭を預け、僕がミオの肩にそっと手を乗せた。ミオの身体を引き寄せ、彼女の髪かみに顔をうずめる。彼女の髪はほんの少し湿しめっていて、仄ほのかに石せつ鹸けんの香かおりがした。

　そこまで行けば、あとは自然なものだった。

　キスをし、部屋の電気を消し、薄うす明あかりの中でお互いの服を脱ぬがせあった。

　激しく求め合う、なんてことはなかった。夜の辻つじ角かどに脅おびえる迷子みたいに、僕らはおずおずと互いの躯からだの容カタチを確かめ合った。僕がミオの鎖さ骨こつに触れたとき、彼女は僕の肋ろつ骨こつの形を確かめた。僕がミオの背中のくぼみに指をなぞらせたとき、彼女は僕の肩けん甲こう骨こつに手を添そえた。

　僕らは静かに抱だき合った。

　互いの鼓こ動どうを直じかに知ることが出来たが、高まり早まる心臓とは裏腹に、僕らはゆっくりとていねいに、ひとつひとつの行こう為いを重ねていった。代わりとばかりに、僕らは力を込めて抱き合った。そのとき僕が頭に描えがいたのは、深く暗い森の光景だった。

「とても詩的だけど、とてももの悲しい光景ね」とミオが僕を見上げながら言った。

「そうだね」と僕がミオを見下ろしながら首しゆ肯こうした。

　題名は忘れたが、遭そう難なん中の登山者が、使えもしない携けい帯たい電話を握にぎり締しめながらひたすら歩くという小説を読んだ事がある。耳元にミオの吐と息いきを感じながら、僕はその小説の、かすかなよすがを手放すのを恐おそれる遭難者に、自分たちを重ねていたのだ。そうして喚かん起きされたのが、とても緻ち密みつに描かれていた夜の森の暗闇だった。こんな時にそんな事を考えるなんて、我ながら変わってると思わざるを得ない。

「変わっててもいいじゃない。少なくとも、クマの置物を想像するよりは」

「くま？」と僕がびっくりすると、

「例えば、の話」とミオが微び笑しようした。後から考えると、これは非常に稀け有うな、西周ミオという少女が発した冗じよう談だんだったのかも知れない。

　終わったあとも、僕らは抱き合ってじっとしていた。森の闇は消えていた。残ったのは幽かすかな疲ひ労ろう感と、大きな幸福感だった。

　手を握ろうとミオの背中から肩、腕うでへと掌てのひらを滑すべらせた。左ひだり腕うでをなぞる時、ミオが「んっ」と軽く身を竦すくませた。

「あっ……ごめん」

「──いえ、いいの」

　とっさに引こうとした僕の手を、ミオの手が掴つかんで押おし留とどめた。

「──触れてほしい」

　恥はずかしさと──ほんのすこしの悲ひ哀あいを滲にじませた声で、ミオが言った。

　掴んだミオの指を優しく解き、その左手首に指先で触れる。滑なめらかな彼女の肌はだに、そのつながりを断ち切る鋭するどい亀き裂れつが、無数に、幾いく重えにも刻まれている。彼女が、自分で自分を切り刻んだ、自傷カツテイングの痕あとだった。僕がその傷痕をなぞる度たび、ミオは身体を固くした。敏びん感かんになっている傷痕に触れられて反射的に逃のがれようとする身体を、懸けん命めいになって抑おさえているからなのだろう。

「……嫌いやじゃないか？」

　僕が問い掛かけると、ミオがその意図を確かめるように小首を傾かしげた。

「他ひ人とに傷痕を触れられるのは、心穏やかじゃないんじゃないか？」

「……カズヤは？　気持ちわるいと思う？」

「そんな筈はずない」

　即そく答とうした。

「前に──以前に触れた時から、まったく変わらない。僕は君が好きなままだよ。いや、傷痕をひとつひとつなぞってゆく度、切なくて愛おしくなる。もっと抱き締めたくなる」

　薄明かりの中、ミオの瞳ひとみが何度も瞬まばたいた。驚おどろいたあと、ささやかに苦く笑しようして溜ため息いきを吐ついた。評するに難しい溜息だった。

「慣れたと思っていたけど……さらっと気き障ざな台詞せりふを言うのは相変わらずね」

「そんなに気障かな？」

　思った事をそのまま言っただけなのだが。

「分かってないところが尚なお更さらに」

　小さく笑って、ミオが改めて身を寄せ、腕を回して肌を合わせた。すでに情事を重ねた後なのに、何な故ぜか顔が引きつるぐらいどきどきした。

「気障って言われたくないのなら──何か言う前に抱き締めればいいのよ」

　消え入りそうな声で、ミオが言った。

「……えーと、もしかして、恥ずかしいの？」

　動どう悸きが早まっているのは彼女の鼓動が僕に伝でん染せんしたからで、小さな声は平静に話そうとして出来なかったからと察すると、ミオは「ばか」とだけ言って黙だまってしまった。

　僕も何も言わず、ぎゅっとミオを抱き締めた。さっきよりも、もっと強く。自分の腕の中に、自分の好きな女の子がいる。それだけで、出所の知れない万能感を感じていた。何でも出来て、何ど処こへでも行けるような気がした。ちょっと前までの違い和わ感かんばかり抱かかえていた僕には、考えられないような心境の変化だった。

　そんな自分に苦笑しつつ、僕はけして放さないよう、暖かな幸福感しあわせを、強く強く抱き締め続けた。



　　　４



　朝日に目を細めながら珈琲コーヒーを淹いれていると、階段を下りてくる足音が聞こえてきた。まだ眼めが覚めていないのか、よたよたとした不規則な足音だった。蒸むらしの終えた豆にお湯を注いでドリップしていると、リビングにやって来た彼女が「おはよ～」と間延びした朝の挨あい拶さつを僕に投げ掛けてきた。

「んー……コーヒーちょうだい」

「もう少し待ってくれ」

　出来上がったばかりの珈琲をカップに入れて差し出すと、彼女は眠ねむそうに目をこすりつつ珈琲を受け取った。カップを傾かたむけた彼女は、どうやら苦さよりも熱さにびっくりしたようで、咳せき込みつつ、舌を突つき出して冷れい却きやくしていた。

「……あひゅい」

「確かめずに飲むからさ」

　涙なみだ目めになって睨にらむ良雨をとりあえずほうって置き、彼女と一いつ緒しよに降りてきて僕の足に爪つめを立てようとする三匹びきの子こ猫ねこたちに餌えさをやることにした。クリーニングしたての制服に、本当に爪を立てられたらたまらない。缶かん詰づめを開けて皿に移し、リビングの床ゆかに置いた途と端たん、彼らは我先にと餌に食くらいついた。これはこれで、微笑ほほえましい光景ではある。

「……ねぇねぇ、兄さん」

　ちょいちょいと僕の背中を突つつく良雨に向き直ると、彼女は僕の耳に口を寄せて、

「──で、あのあとどうなったの？」

　こそこそっと耳打ちした。

「……」

　興きよう味み津しん々しんなようではあるが、頬ほおを赤らめて恥はずかしそうに小声で話すあたり、良雨いもうとも年相応の健全な女子中学生なのかな、なんて苦く笑しようした。そうして苦笑した後で、

「──出で歯ば亀がめはやめなさい」

　ぺしっ、と良雨の額を叩たたいた。

「うにゃっ！」

　良雨の悲鳴に、朝食を終えた子猫たちがきょとんとした顔で振ふり返り、それに合わせてタイミングよくトースターのベルが鳴った。

　──リンッ♪



「今日も相変わらず暑いなぁ」

　外に出て三歩もしないうちに、良雨が手のひらでひさしを作って、快晴の空を眺ながめた。

　暦こよみの上では残暑の筈だが、そんな事実は立ち昇のぼる陽炎かげろうとともに揺ゆらめき、誰もその実態を把は握あくすることはなかった。太陽は猛たけり、冷れい房ぼう器具の廃はい熱ねつが家々から漂ただよい、アスファルトに落ちた汗あせが瞬しゆん時じに気化する。それが絶対にして変えることの出来ない現実だった。

　生いけ垣がきの隙すき間まを覗のぞいてみれば、犬は犬小屋の陰かげに隠かくれて舌をだらりと伸のばしている。塀へいの上に目を向ければ、野の良ら猫ねこが苛いら々いらしたように耳をぴくぴくと動かしていた。さんざめく蝉せみの鳴き声が、煩わずらわしくてしょうがないのだろう。元気なのは僕らの横を駆かけ抜ぬけて行く小学生くらいなものに見えた。制服を着た中学生や高校生がちらほら見え始めると、多くの顔には「やれやれ」と書かれていた。

「悩なやみが多くなればなるほど、長い休きゆう暇かが貴重に思えるのよねぇ」

　悩みなんてない様に思える僕の妹が、いかにもしみじみと呟つぶやいた。

「それは偏へん見けんよ？　こう見えても、わたしにもわたしなりの悩みがあるんだから」

「例えば？」

「不器用な兄上殿どのの心配とか」

「僕はそんなに不器用かな？」

「不器用でないならなんと呼べばイイの？」

「……不器用でいいよ」

　分かれ道で手を振って別れると、僕は住宅地の通学路を、少し遠回りしがちに歩いてゆく。やがて空き家や造り掛かけの家などが目立つ新興住宅地にやってくる。家と家の隙間に填はめ込まれた小さな神社の前に、一人の少女が立っているのが見えた。

「おはよう、ミオ」

「おはよう、カズヤ」

　それだけ言ってしまうと、後はゆっくりと歩くだけだった。喋しやべりたい事がないわけではないが、言葉少なく隣となり合って歩くという状じよう況きようは、僕もミオも苦ではなかった。ただ隣となりにいる。それが僕とミオの馴なれ初そめであり、もっとも自然な付き合い方の一つだった。

『けど、あなたの付き合うという概がい念ねんは、いったいどんなものなのかしら？』

　紅あかく染まった教室で告白した時、ミオは冷れい淡たんな表情と瞳ひとみで僕に問い質ただした。夕ゆう陽ひが射さし込んで紅く染まったミオの瞳が、他ほかの何よりも印象的だったのを覚えている。

『一緒に居る、ということだ。なんだったら手を繋つないで映画に行ってもいいが、どちらかと言えば君がニーチェを読んでる横で、僕は静かにヘミングウェイでも読んでいる。そんな空間がつくれたらいいね』

　その時の僕の答えが、果たして意図していたものか衝しよう動どう的てきに発せられたものだったのか、いま考えても判然としない。けれど『一緒に居る』という部分は、偽いつわらざる真実だったと思う。だからこそこうして、僕とミオは一緒に歩いているのだ。

　歩きながらつらつらとそんな事を考えていると、ミオが僕の二の腕うであたりをちょいちょいとつついた。

「ねぇ、あの制服、どこの学校のものかしら？」

　彼女が見ている方へ目を向けると、道の真ん中に、見慣れない制服の少女が立ち尽つくしていた。彼女の着ている服は、制服という規格的な印象とはまったく逆で、金きん木もく犀せいの香かおりでも漂ってきそうな華はなやかなものだった。腕に巻かれた腕わん章しようがなければ、制服だとは思えなかった。

「私は良く知らないのだけれど、あんな制服の学校ってこの近くにあったかしら？」

　ミオはそう訊きいたが、この街に十年近く住んでいる僕も、先に立つ少女の制服は見たことがなかった。もっともミオも、本当に気にしているのは制服なんかじゃなくて、その中身の方だったのだろう。

　まず目に飛び込んでくるのは、印象的な髪かみの色だった。栗くり毛げと銀ぎん髪ぱつの中間──理想的な亜あ麻ま色いろの髪だった。ゆるく波打つ長い髪をバレッタで纏まとめ、そのために横顔がはっきりと見えた。幼さの残る柔やわらかな輪りん郭かくとは裏腹に、目鼻立ちははっきりしていて凛り々りしくもある。きれいな少女なのだが、それ以上の表現が思いつかなかった。いや、思いついた表現が、次の瞬しゆん間かんには曖あい昧まいになってしまうような……掴つかみどころのない雰ふん囲い気きの持ち主だった。

　僕らが近づいてゆくと、少女は見み詰つめていた空き地から顔をずらして「おはようございます」と軽く笑って挨あい拶さつをした。彼女の笑え顔がおには片かた笑え窪くぼが、黎れい明めいの三日月みたいに浮うかんでいた。

　立ち止まって挨拶を返すと、彼女はそれまで見ていた方向に視線を戻もどした。僕とミオも、自然と彼女が見ている方へと目を向けた。

　其そ処こにあったのは小さな空き地で、地じ鎮ちん祭さいで使われる竹と注し連め縄なわが設置されていた。剥むき出しの地面から立ち昇のぼる陽炎かげろうが、連れ下がった紙し垂でをゆらゆらと揺ゆらしている。

「好きなんですよ。こういうのが」

　少女が説明するように言う。淡たん々たんとした言葉だったが、その端はし々ばしにうっとりとしているような甘あまい響ひびきが溶とけ込んでいた。

「マツリのあとの風景。マツリの前よりも最中よりも、よっぽど神聖な雰囲気がすると思いません？」

　問い掛けるような言葉だったが、彼女は答えを期待しているわけではないようだった。彼女は空き地の真ん中の、ささやかな祭さい壇だんを見詰めるだけだ。

「この雰囲気が、何かに似ていると思って、ずっと考えていたんです。けど、ようやく思い至りました」

　少女が流し目に、僕とミオを瞳に映した。髪に合わせたような榛はしばみ色いろの瞳が、ゆらりっ、と瞬まばたいた。

「──殺人事件の痕あとにも、似ていると思いません？」

　ぎょっとして眉まゆを開いた。隣ではミオが、硬かたい表情で身を強こわ張ばらせた。

「……ふふっ。冗じよう談だんですよ。本気にしないで下さい。こういう事を言ってみたい年とし頃ごろなんです。あるでしょう、そういうの？」

　打って変わった軽かろやかな声が、俄にわかに漂ただよっていた灰色の空気を霧む散さんさせた。少女は僕らに向き直ると、いま気付いたという風に首を傾かたむけた。















「あなた方の制服は──○△高校のものですよね？」

　少女は泰たい然ぜんとした歩調で僕らに近づいてくると、楚そ々そとした所作で軽く頭を下げた。

「はじめまして。わたしは葛くず峰みね聖せいと申します。葛くずノ湯の葛に、山の峰みね々みねの峰、神聖の聖と書きます。今日、転校する事になっているんです。失礼ですけれど、あなた方は一年生ですね？」

　奇き妙みような成り行きに、僕もミオも「はぁ、まぁ」などと曖昧に答えるばかりだったが、葛峰聖は満足したようににっこりと笑った。

「わたしも一年生なんです。もし一いつ緒しよのクラスになれたら、その時はよろしくお願いします」

　再度頭を下げた彼女に、僕とミオも簡単に自己紹しよう介かいした。僕ら両人とも自己紹介が苦手なので名前を言うだけの本当に簡潔なものだった。

「カズヤさんに、ミオさんですか。名が体を表しているような、素敵な名前ですね」

「葛峰さんは、どうしてこんな所に？　道に迷ったのですか？」

「いえ。人を待っていたんです。なかなか来ないので、ぼんやりとしていただけです」

　葛峰聖は、僕の問いに軽やかに笑って答えると、「どうぞ気にせず。道を塞ふさいで申し訳ありませんでした」と道を譲ゆずった。軽く頭を下げて彼女の横を通り抜ぬけ、学校への歩を再開した。途と中ちゆうで振ふり向くと、やはり空き地をじっと見み据すえていた。

「……似ていたわ」

「うん……」

　ミオの呟つぶやきに、静かに首しゆ肯こうした。

　葛峰聖と名乗った少女の瞳ひとみ。それはかつてのミオが己おのれを傷付けるナイフに向けていたのと同じような、冷ややかな無機物めいた光を湛たたえていた。



　　　Inter Cut



　亜麻色の髪と榛色の瞳を持った少女──葛峰聖は、空き地の真ん中に祀まつられた簡素な祭場を黙もく々もくと見詰めていた。容よう赦しやなく降り注ぐ烈れつ日じつの下に在って揺ぎ無く立ち尽くすその様は、厳げん粛しゆくなようにも、ただ無関心なだけにも見えた。

　相反するものを孕はらんだ少女だった。曖あい昧まいというには人目を惹ひきすぎ、目立つかというとさも非あらず。不安定なように思えても、その内には確固たる何かの存在を感じさせもした。鬩せめぎあう渚なぎさを人の形に顕あらわしてみたら、この少女のように生なるのかも知れない。

「──ええ、そうね。とても幸せで、とても満ち足りていて……とても愚おろかな、ごく普ふ通つうの恋こい人びと同士に見えるわね」

　うっすらと微び笑しようして、聖はひっそりとした声を漏もらした。独り言ではないように見えた。そこには誰かに語り掛かけるような、れっきとした伝心の意思が含ふくまれていた。

　けれど、周囲には誰もいない。泣き喚わめく蝉せみと、電柱で羽を休める鴉からすだけだ。彼女の目の先には青竹と注連縄で区切られた祭場があるだけで、その他ほかには何もなかった。

「写真で見たよりも、はるかに綺き麗れいだったわね、西周ミオは。ふふっ、恋こいする少女、って感じなのかしら」

　それでも聖は、見えぬ誰かに向かって語り続けた。ふざけている様にも、狂くるっているようにも見えない。ただ当然のように虚こ空くうに語り掛け、空白へと言葉を返していた。

「相坂カズヤについては……まだ判わからない。ごく普通の少年に見えるのだけど、それだけではないようにも見えるし……それは追々視みていきましょう」

　聖は相坂カズヤと西周ミオの去って行った道の先へと向き直った。彼女の顔に浮うかんだ微笑は、面おも白しろがっているようにも、軽けい蔑べつしているようにも見えた。それは見る角度によって、くるくると様変わりした。

「さて、往ゆきますか」

　気楽な呟きとは裏腹に、彼女の刻む歩は、巡じゆん礼れいの旅の第一歩にも似た重々しさだった。








2nd Cut

　　───接近
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　他の公立高校がどうなのかは知らないが、僕らの通う県立○△高には、けっこう立派な食堂がある。普通の教室四つ分ほどの広さで、一五〇人が座れるのだからなかなかなものだ。そこそこお洒落しやれで──ここが一番重要だと思うが──とてもきれいだ。

　三市合同の学園都市化計画なるものが立ち上がり、かなりの補助金がこの地域に投下されたのだ。隣となりの市にも産学連れん携けいの、半官半民の大きな大学が作られもした。そのおこぼれというかなんと言うか、ここらの公立学校も施し設せつを新しくする余よ裕ゆうが生まれたのだ。

　事実上凍とう結けつされていた首都機能移転構想の一いつ環かんらしく、他にも経済特区に向けた準備をしている地域がつくられもした。非経済的だなんだという声も聞くが、何はともあれそのお陰かげでこうして恩おん恵けいにあずかれるのだから異論はない。

　この食堂の定食はそれなりに美お味いしく、なによりとても安いのだ。



「今日は俺が奢おごってやるからな。遠えん慮りよせずに食べてくれ」

「強気だな」

「おまえらのお陰で、臨時収入があったからな」

　僕の幼おさな馴な染じみで悪友でもある高たか見み明あきらが、いかにも余裕めいた笑えみを浮かべる。学校の食堂で奢ったところでたかが知れているとも思うが、奢ってくれる以上、余計な突っ込みは控ひかえておく事にした。

「……どうして私たちのお陰で、高見君に臨時収入があるのかしら？」

　僕の隣に座ったミオがそっと耳打ちしてくるが、僕は曖昧に笑って誤ご魔ま化かした。僕とミオとの関係がトトカルチョの対象になってるなんて、当人にとっては知って得する情報でもない。

　ミオはいまひとつ納得いかない顔付きだったが、たいしたことではないと結論したのか、おろしそば（二五〇円）のつゆが撥はねないように注意しながらゆっくりと食べ始めた。

　僕も目の前の日ひ替がわり定食Ａ（四〇〇円）の、値段の割りに大きい鶏とり唐から揚あげをプラスティックの箸はしでつまみあげた。

「しっかし──変われば変わるもんだな」

　明が感かん慨がい深そうに言った。もっともカツ丼どん大盛り（五〇〇円）に箸を突つき刺さしながらなので、緊きん張ちよう感はまるでないが。

「「なにが？」」

　僕とミオの返事が意図せずして揃そろうと、明は「やれやれ」と大おお仰ぎように肩かたを竦すくめた。

「……あんたら二人。夏休みの間にそこそこ顔を合わせてたとはいえ、西にし周あまねが誰かの横で、てか、食堂でリラックスしながらそばをすするなんて、まったく信じられん」

「私も、高見君みたいな人に奢って貰もらう事になるとは、想像もしていなかったわ」

　ミオが口元を紙ナプキンで拭ふきながら言った。

「春先にイの一番で話し掛かけられた時には、この先話すことは絶対にないと思っていたのだけど」

「……初耳だな」

　箸を止めて睨にらみ付けると、明はカツ丼を勢いよく掻かき込んで誤ご魔ま化かそうとした。構わずそのまま睨み続けると、明は「あー、降参降参」と両手を上げた。

「お前が告る前の事だよ。過ぎ去った事なんだからいいじゃねーか。怒おこるなよ」

「怒っちゃいないよ」

　お返しとばかりに唐から揚あげを食べながら言い捨てると、さすがに行ぎよう儀ぎが悪かったか、ミオが非難するように見み詰つめてきた。

「カズヤ。喋しやべり食いは良くないと思うわ」

「う……うん。ごめん」

　今度は僕が両手を上げて降参すると、僕の向かいで明が笑い声を上げた。

「く、くくっ、はははっ。いやいや、見せ付けてくれるねぇ」

　ニヤニヤとほくそ笑みながら明が言った。

「いや、まぁ、驚おどろくべきはカズヤだよなぁ。中学のときは、彼女をつくっていちゃいちゃするなんて想像の外だったからなぁ」

「杉すぎ野のみたいな事を言うな」

　杉野夏なつ姫きは中学時代の友人だ。現在は隣の市の昂こう領りよう学園高校に通っている。学園都市化計画の一環で出来たばかりの、全ぜん寮りよう制せいの学園だった。親が嫌きらいという事で全寮制の高校に入り、この夏も寮りようで過ごしている筈はずだったのだが、門限時間などまったく気にせずに遊びまわっていた。後から聞いたところ、付き合っている大学生の彼氏のアパートに押おし掛けたらしい。

「勘かん弁べんして欲しいよ。夏の間とはいえ現役女子高生と同どう棲せいなんて、知られたら仲間内の格好の餌え食じきだよ」と漏もらしたのは、件くだんの彼氏でもある境きよう基もと陣じん伍ごさんだった。

　そんなワケで暇ひまを持て余した彼女は、頻ひん繁ぱんに僕やミオに会いに来たのだが、その度たびに僕の過去を公表して憚はばからず、その度に僕は頭を抱かかえることになった。

「心配するなよ。杉野の楽しみを奪うばう真ま似ねはしないさ。お前らを見てるだけで、十分に面おも白しろいしな」

　明はそう嘯うそぶいたが、どうにも信用できない言い方だった。ある意味、家族以上に僕を知っているのがこの男だ。つるむ様になったのは中学からだが、この男とは何だかんだで小学校からの腐くされ縁えんだ。中学時代よりももっと致ち命めい的てきなあれやこれやが……

「そうそう。だから面白いんだよ」

　箸を銜くわえた明がニヤリと笑ってウインクした。

「……お前も、勘かんが強くなったんじゃないか？」

「ん～、沙さ姫きの部べ先せん輩ぱいの影えい響きようかねぇ。あの人はほとんどＥＳＰ保持者だからな」

「高見君は、沙姫部先輩とよく一いつ緒しよよね」

　食べ終えたミオが、興味を惹ひかれたように明に問い掛けた。夏の間に知り合って、いつの間にか沙姫部先輩が憧あこがれの対象になったらしい。

「まぁ、いろいろ世話になったりしてるなぁ」

「付き合っているの？」

　ミオが何気なく訊きくと、明は飲んでいた水を喉のどに詰つまらせ、盛大にむせた。唾つばが食べかけの定食にかかって、僕は顔を顰しかめた。

「お、あ、い、う、えーと……まぁ、付き合っているといえば付き合っているといえなくもないが、世間一いつ般ぱんの付き合うという言葉の概がい念ねんにも色々あって、そのどれが当て嵌はまるかといえば、なかなか重複したりしなかったりで難しい一面もあって……」

　厳いかつい外見の割には情報通で、舌が二枚どころか三枚もあると評される明にしては、やけにしどろもどろな受け答えだった。

　沙姫部みさき先輩は僕の中学時代の元生徒会長で、僕が一番お世話になった先輩でもあった。整った容姿の少女なのだが、かなり伝法な男言葉を使って、それが実に様になっている。在学中は男子女子問わずに人気があって、いろいろと虚きよ実じつ入り混じった噂うわさの多い人だった。

　曰いわく、一〇〇人からの不良を再起不能にした。曰く、一子相伝の暗殺拳けんの使い手である。曰く、暴走自動車を素す手でで止めて老人を救った。曰く、実は大会社のお嬢じよう様さまである。曰く、身分を偽いつわり身を潜ひそめる異能力者である。どれもこれも冗じよう談だんとしか思えないのだが、少なくとも中学生の当時でさえ柄がらの悪い高校生を一〇人ばかし叩たたきのめしたのは事実だし、霊れい感かんじみた勘の良さは僕もたびたび目もく撃げきしたし（そもそも先輩と知り合うようになったのもその関係だった）、奇き妙みような人脈もあった。

　外見とは裏腹に情報通であるのを身上とする明は、それ故ゆえに沙姫部先輩にアプローチをかけたのだが、いつも良い様にあしらわれていた。いつのまにか子分のようになってしまい、その関係がずるずると続いているのだが、この分だと何の進展もないらしい。

　地じ獄ごく鍋なべで踊おどり狂くるうドジョウの群れを連想させる明を、ミオは納得顔で眺ながめていた。彼女も、沙姫部先輩と明の関係に合点がいったのだろう。

「失礼します」

　食事を再開しようと箸はしを持ち直したところへ、ここ一週間で聞き慣れた声が滑すべり込んできた。手にした白いプラスティックの茶ちや碗わんから顔を上げると、オレンジ色のトレーを持った少女が立っていた。

「ご一緒してよろしいですか？」

　二学期のはじめに転校してきた少女、葛くず峰みね聖せいは、にこやかに笑って僕らに問い掛かけた。

「どうぞどうぞ。歓かん迎げいしますよ」

　話題を逸そらす好機と考えた明が、調子よく言って自分の横の椅い子すをひいて席を用意した。葛峰はトレーを持ったまま器用にお辞じ儀ぎをし、流れるような動作で腰こしを下ろした。

「ありがとうございます」

「いえいえ」

　明がほっとした顔で頭をかいた。

　ミオがちらっと僕に目配せした。僕は小さく頷うなずいた。

「本当に同じクラスになれるとは思ってませんでした。とても嬉うれしいです」

　葛峰が僕とミオの顔を順に見て、それぞれへ律りち儀ぎに笑いかけてきた。

「あん？　お前ら、葛峰サンと顔見知り？」

「まあ……」と僕が曖あい昧まいに答え、

「始業式の日に、通学途と中ちゆうで偶ぐう然ぜんに」とミオが付け加えた。

　葛峰聖との再会は、ほんの三十分後に果たされた。

　僕と笑い話をするミオを、クラスメイトたちが目をこすりながら眺めていると、予よ鈴れいが鳴って担任が眠ねむそうな顔でやって来た。学生の誰よりも休みボケした教師が「転校生がいるのでいろいろよろしく」と言って紹しよう介かいしたお洒落しやれな制服姿の女子生徒を見て、僕は奇妙に納得してしまった。

『葛峰聖です。どうぞ、よろしくお願いします』

　いまだその時から変わらぬ制服を着てペスカトーレを食べるこの少女は、静かに自己紹介をした後で、楽しそうというよりは満足そうな笑え顔がおで教室内を見回した。

「ふぅん？　てことは、葛峰サンも新興住宅地──北町の辺りに住んでるんすか？」

　情報通を自任する明が、さっそく話題の転校生──一人だけ違ちがう制服のせいで、いやでも目立っていた──の情報を集めようと、社交的な雰ふん囲い気きで語りかけた。

「いえ。駅の近くにあるマンションに、弟と一いつ緒しよに住んでいます」

「駅近く……ってまさかヴァインズタワー？」

　葛峰の答えに、明は軽く驚おどろいて目ま蓋ぶたをぱちぱちさせた。

「ええ。よくご存知で」

　ご存知も何も、この街に住んでいれば誰でも分かる建物だった。名前は知らなくても、それを見るのは造作もない。ちょっと家の二階に上って駅の方角を見れば、すぐに目に付く高いビルがそれだ。前述の再開発の機運に乗って造られた多目的総合ビルで、分ぶん譲じようマンション、ホテル、スカイラウンジ等と機能している。付ふ随ずいする別館にはデパートまである。再開発事業で駅周辺に建ち始めたビル群の中でも一ひと際きわ高く、神への供く物もつ台みたいに白く輝かがやいていた。

「うーん。やっぱ噂は本当ですか？」

「どんな類たぐいの噂です？」

　紙ナプキンで口元を拭ふきながら聞き返す葛峰聖に、明は自じ慢まんの情じよう報ほう網もうを披ひ露ろうし始めた。

「めったにない苗みよう字じだし、葛峰産業と関係あるのかな、ってヤツですよ。カズヤも西周も聞いてるだろ？」

「噂うわさは聞いたことないけど、なんとなく考えはしたな」

　そう返事をし、付け合わせの野の沢ざわ菜なを飲み込んで、僕の昼食は終しゆう了りようした。プラスティックの湯ゆ呑のみを手に取り、温くて薄うすい緑茶を一口飲んだ。

「噂を耳にするほど、クラスに溶とけ込んでいるわけではないので」

　左の手首を右の手で擦こすりながら、ミオが少し固めの声で言った。窺うかがうように葛峰を見ている。初めて会った際の、葛峰の瞳ひとみが気になっているのだろう。意思という不純物のない、純じゆん粋すいな水晶むきぶつみたいな透とう明めいの瞳を。

　当の本人は微笑ほほえみながらパスタをフォークに巻き付けていた。ミオの目線に気付くと、葛峰は眼めを細めてそれを見返した。氷雪の結けつ晶しようみたいに繊せん細さいな睫毛まつげが瞳を翳かげらせ、片かた笑え窪くぼの浮うかんだ微び笑しように、謎なぞめいた一いち抹まつの影かげを付け加えた。

「まぁ、確かにめったにない名字ですしね。ええ、その通りです。葛峰産業の現社長、葛峰玄げんが、わたしの父です」

　フォークに巻いたパスタを口に運んで行ぎよう儀ぎよく咀そ嚼しやくして飲み込んだ後、料理の感想みたいにあっさりと自分の出自を表明した。

『もしかしたら』と予想していた事とはいえ、直じかに聞くとちょっとした驚きだった。葛峰を除いた三人が、三者三様の反応を示した。

「はぁ、なるほど。そもそもヴァインズタワーの出資団体の一つが葛峰産業だから、そこに住んでても不思議じゃないか」

　質問をした明は、うんうんと確認するように相あい槌づちを打った。おそらく質問をする前から、八割がたは答えを確信していたのだろう。

　葛峰産業は、もとは製薬会社だ。歴史は古く、前身は江え戸ど時代から続く薬種仲買商だった。十年ほど前に薬害事件を起こした国内トップ・シェアの企き業ぎようを取り込み（その際に葛峰製薬工業から葛峰産業に名めい称しよう変へん更こうされた）、一挙に国内の業界トップに躍おどり出た。その際の薬害被ひ害がい者しやへの救済措そ置ちの鮮あざやかさから、企業そのもののイメージも非常に良い。

「……けれど、それならなんで、こんな場末の公立学校に転校してきたんです？」

　なるべく丁てい寧ねいに、平へい坦たんに質問をした。

　葛峰産業社長の実子なら、家いえ柄がら、社会的地位、財産の三拍びよう子しが揃そろった、お嬢じよう様さまの見本そのものだ。僕らの通う学校は、隣となりの市の県立高校と県内進学率のトップを競い合っているが、所しよ詮せんは地方の公立学校だ。わざわざ一年の二学期に転校してくる必要はない。

　葛峰聖は『ぴっ』と右の人差し指を立てた。細くて真まっ直すぐな、手入れの行き届いた綺き麗れいな指だった。その指を、柔やわらかそうな唇くちびるの前に持ってゆくと、

「──秘密です」

　と茶目っ気たっぷりに笑った。細められた眼も、僕らの反応を心から楽しんでいるようだった。

「仲良くなったら追々に。秘密は、お化け粧しようと一緒ですから、ね」
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「やっぱなぁ。あの制服からして、そうじゃないかとは思ってたんだ」

「有名なのか？」

「東京の、かなり有名なお嬢様学校の制服。ちょっとやそっとの成金じゃ馬ば鹿かにされるようなヤツだ。朝の挨あい拶さつが『ごきげんよう』だったり、ただっぴろい敷しき地ち内ないに教会があったり、生徒会が優ゆう雅がにお茶会を催もよおしたりするような、そんな学校だよ。修学旅行は京都だが、料りよう亭ていを貸しきって漆うるし塗ぬりのお膳ぜんで懐かい石せき料理を食べたりするような学校なんだ。『姉』や『妹』が生息しているかどうかは知らないが、いても可お笑かしくないような学校なんだよ」

「なるほど」

「どうでも良さそうだな？」

　どうでも良かったが、折角なのでその学校の名前も聞いてみた。明が挙げた学校の名前は、確かに僕でも知っている名前の学校だった。

　昼休みの食堂で他愛たわいない話をした後、葛峰聖はにこやかに手を振ふって僕らと別れた。「部活動の案内をしてもらう事になっているんです」とのことらしい。

「さらに言えば付属の大学以外にも、Ｔ大やら慶けいＯやらへわざわざ受験する生徒も多いから、頭もいいしな。信じられるか？　嗜たしなみの一つとして行くんだぜ？　葛峰はそのいい例みたいだな。さらに言えば、そこはかとないカリスマ性みたいなものを薫くゆらせてるから、自然とみんな受け入れてるし。一人だけ違う制服でも文句が出てこないしな。ああ云いうのこそ血筋、ってやつなのかねぇ。一緒に転校してきた兄貴の方も、さっそく話題になってるし」

「兄？　彼女は弟と一緒に住んでいると言ってなかったか？」

「それは俺もちょっと気になったけどな。けど、一緒に転校してきた葛峰昂こうは二年生だし、顔を見れば確実に兄妹だ。まぁ、ともかくその葛峰昂って先せん輩ぱいもたいした人物でな。少女マンガの王子さまそのまんまだ。あっという間に女子の憧あこがれの的。部活動はしてないんだが、それでもかなりの運動神経の持ち主みたいだしな。助すけっ人との依い頼らいが引きも切らないらしい」

「へぇ」

「どうでも良さそうな『へぇ』だな？」

「そうでもないが」

「そういうお前は、部活とかはしないわけ？」

「これを見て言うのか？」

　僕は腕うでに抱かかえたプリントの束を示して言った。

「学級委員なんて面めん倒どうな事をしているのに、これ以上時間を取られるのは勘かん弁べんして欲しい」

　中学時代に生徒会長をやっていたせいで、クラスの学級委員に選ばれたのは一学期の初めのことだった。二学期になって終わるものかと思っていたが、そのまま続投ということになってしまった。おかげでこうして、帰りのＨＲ前に職員室まで行く羽目に陥おちいっている。

「時間。時間ねぇ。いったい何の為ための時間なんだか」

　少しばかしニヤニヤした顔で明が言った。手伝いを買って出てくれたのに、彼の腕はぶらぶらと暇ひまそうに揺ゆれていた。駄だ弁べりたいだけなのだろう。

「変な想像するな」

　階段を昇のぼり終え、廊ろう下かを曲がる。五限が終わったばかりで、そこかしこでざわざわと生徒が駄弁っている。授業中は気になる蝉せみの鳴き声も、今だけは生徒の喧けん騒そうに押おし負けていた。

「ただ僕は、ゆっくり静かに本を読みたいだけだよ」

「西周の横で、だろ？　あーあ、青春だねぇ。世間の暑さも気にならず、けっこうな事で」

「悪いか？」

「ああ、悪い。すんげー悪い。つか、よ。もっと、こー、あるだろ？　午後の昼下がりに喫きつ茶さ店てんで駄弁るとか」

「夏休みはよくそうしてたな」

「綺麗な海の景色でも見て、『綺麗なのは君さ』とか」

「海には行ったじゃないか。お前や杉野も一いつ緒しよだったろ？」

「デートで街中を歩き回るとか」

「つい一週間前にしたばかりだ。良りよ雨うも付いて来たけどな」

「そんでもってなんかプレゼントするとか」

「そう高い物じゃないが、縁えん日にちで髪かみ留どめをプレゼントしたな。今日も髪に飾かざってくれていたが」

「……やることはちゃんとやってんのな」

　腕やら首やらを忙せわしなく回していた明だったが、最後にはつまらなそうに唇くちびるを尖とがらせた。

「まぁ、そのせいかどうか、一学期はきれいだけどつんけんしてた西周が可愛かわいくなってたりするしな。けっこう笑うようになって、またにわかに男子の注目度が上がってきてたり」

「──ほぅ」

「怖こわい声出すなって。お前がいるから、いまさらどうこうするヤツなんていねぇよ。どう見たって、お前ら相思相愛って感じだしな」

　首をもたげかけていた黒い感情は、明の最後の一言で綺き麗れいに掻かき消え、歩みを刻む足もいくらか軽くなった。抱えたプリントも、まったく気にならなくなった。

　変わったというなら、確かに僕も変わったのだろう。とても単純になった気がする。簡単な出来事や一言で、気持ちが上に行ったり下に行ったり。前までは──なるべく冷静であろうと意識していた時は──僕の歩みは平へい坦たんだった。時折歩調を乱そうとする感情いわかんを、何とか掴つかまえて正体を見み極きわめようとしていた。けれど、そんな僕を、僕自身思い出すことができなくなりつつある。ばらばらになって、何ど処こかへ吹ふき飛ばされてしまったようだった。

『君のそのうやむやは、そのうち晴れるよ。まるで夕立のように唐とう突とつに、嵐あらしのように荒あら々あらしく。「それ」は君がこれまで持っていた概がい念ねんを破は壊かいし巻き上げて滅め茶ちや苦く茶ちやにしてしまうだろうけど心配は要いらない。嵐が去った後には蒼そう穹きゆうと美しい虹にじが君の心に架かかっているハズだからね』

　これまで何度も吟ぎん味みしてきた“〝予言”〟が脳裏に閃ひらめいた。

　苦く笑しようする。

　疑いつつも脳裏で再生し続けたその“〝予言”〟は、確かに当たった。やっぱり『あの人』は超ちよう能のう力りよく者かもしれないな、なんて思った。

「──どうしたんだ？　急に笑って」

「いや、なんでもない。ちょっと思い出し笑い」

　言ってしまってから、明は先せん輩ぱいから何か“〝予言”〟されたのだろうか、と思った。されたとしたら、いったいどんな事を言われたのだろう？

　疑問に思ったものの、結局何も訊きかず、教室のドアを開けるように頼たのんだ。僕が誰にも言わずに暖め続けたように、彼の“〝予言”〟も、きっと簡単に他人に言えるものでもないだろう。

　明はぼやきつつ、手の塞ふさがった僕のためにドアを開けてくれた。



　ＨＲが終わると、机の中から読んでいる途と中ちゆうの文庫本を取り出して立ち上がった。窓側の、いつもの定位置に向かって行く。その場所は、どんな事態になっても間ま違ちがえようがないほど、身体に染み付いていた。

「やぁ」

「ええ」

　これまでと変わらない声の掛かけ合いをして、ミオの前の席に腰こしを下ろした。すでに誰も彼も納得したものか、放課後には僕とミオの周りは空白地帯となる。一学期から行われていることではあるが、距きよ離りの取り方に理解の色が見え隠かくれするようになったかも知れない。四月や五月は、ミオの張はり巡めぐらせた壁かべに圧おされて、逃にげるようにして距離を取られていたものだったが。

　……ただなんとなく、まるで何かの名物であるかのように見られているのは気のせいだろうか？

「どうかしたの？」

　ミオが小首を傾かしげて聞いてくる。その問い掛け方がとても無防備に思え、不意に『変わった』ということを実感した。最初期の時など、始まりの声の掛け合いが唯ゆい一いつの会話らしい会話だったのに。それを思うと、周りの視線など、とても些さ細さいな問題に思えた。

「いや。なんでもないよ。今日は何を読むんだい？」

「ベーコンのノヴム・オルガヌム」

「ベーコン？」

　どこかで聞いた覚えがあったので思い出そうと考えていると、哲てつ学がくとは毛色の違ちがう領域にその名があった。

「ベーコンって、錬れん金きん術じゆつ師しの？」

「錬金術師？」

　ミオはその言葉がとても意外だったらしく、目をぱちくりさせた。けどすぐに合点がいったのか、確認するように話し始めた。

「あなたが言ってるのはロジャー・ベーコンね」

「違った？」

「私が読んでいるのはフランシス・ベーコン。ルネサンス期の哲てつ学がく者しや。『知は力なり』、という言葉は聞いたことない？」

「その言葉だけなら、なくもないような気がする」

「彼の提唱したのは経験論、もしくは経験主義と呼ばれる考え方。人は生まれたときには白紙で、経験の果てにすべての知識がある、と説いた。近代科学の実証方法にも、その考えが流れている。観察と実験による帰納的証明は、科学哲学の重要な分野の一つね」

　この頃ごろ、僕とミオは、互たがいに読む本の内容や意見を交こう換かんしたりする。これが驚おどろくほど一いつ致ちしなく、逆にそれが楽しい。僕が読むのは物語で、彼女が読むのは哲学だ。それを交換する事で、ミオは未知なる世界に胸躍おどらせ、僕は意外な知識に好こう奇き心しんが満たされた。それは互いが互いを補うようで、とても心ここ地ちが良い読書だった。

　以前より饒じよ舌うぜつになったミオを見るのも、僕は楽しい──というより嬉うれしく思った。

「ベーコンの提唱した概念でもう一つ重要なのが、イドラと呼ばれる四つの偏へん見けん、先入観ね」

「イドラ？」

「アイ・ディー・オー・エル・エィ。Idola。偶ぐう像ぞう、という意味がある。ここでは偏見、くらいの意味合いね。種族のidola、洞どう窟くつのidola、市場のidola、そして劇場のidola。この四つのidolaを克こく服ふくした時、人は真理にたどり着ける、とベーコンは説いた」

「ふぅん」

「あなたの本は？」

　ちょっとした講義で気分もほぐれたミオに、僕は文庫の紙のカバーを外して表紙を見せた。題名というよりは著者名からか、ミオはすこし身を引いて眉まゆ根ねを寄せた。

「スティーヴン・キング？　ホラー週間なの？」

「いや。この前君の家に行って以来、映画の原作月間なんだ。それで《スタンド・バイ・ミー》を原作で読んでみたくなった」

「……それって、死体を探しに行く話ではなかった？」

「間違ってはいないね。映画は観みた？」

「ホラー作品は嫌きらいなの」

　著者がホラー作品で有名になったせいか、スティーヴン・キングの作品は何でもかんでもホラーだと思う人が多い。僕などは初めてこの作者を知った契けい機きが映画の《ショーシャンクの空に》だったから、逆にスティーヴン・キングがホラー作家と知ってびっくりしたものだが。

「へぇ。意外だね」

「……何が？」

「ホラーが嫌いっていうのが──いや。それともイメージ通りなのか、な？」

　少なくともミオが暗い部屋でホラー映画を鑑かん賞しようしているという光景が、なかなかに想像しづらい。彼女を知るようになった前でも後でも、やっぱり一番しっくりと来るのは本を読んでいる姿であるような気がする。

　──そう。前でも、後でも……

「……どうしたの？」

　再度僕の様子を窺うかがうミオの言葉にはっとした。我知らず、悪い方向に考えが流れていたようだ。

「──いや。今度映画に誘さそうときはホラーにしようかな、とか考えてて」

「……私、本当に駄だ目めなのよ？」

「だったらなおさら好都合だね。横にいたら、君が抱だきついてきてくれるかも知れないし」

「……知らないわよ」

　ぷいっと横を向いたミオを、僕は苦く笑しようしながらなだめすかした。意外と意固地に目を逸そらしていたが、平身低頭して謝ると、なんとか機き嫌げんを直してくれた。今後ホラー関係の話はしないことを約束し、僕らはいつものように読書をはじめた。



　──けれど僕は、胸の奥おくにちくりとした痛みを感じながら、ちらちらとミオの顔を見てしまい、あまり読書に集中できなかった。必死になって誤ご魔ま化かそうとした笑え顔がおの裏で、本当は彼女に謝りたかった。騙だましてすまない、と。

　僕が誤魔化した、僕の思考──疑問。それは「いったい何い時つから読書を自分の中心に持ってきたのか？」という事だった。そしてこうも思った。

　──それはもしかして、自傷カツテイングするようになったのと時と期きを同じくしていたのか？

　──その原因は同じものなのか？

　と。そんな事、聞けよう筈はずもなかった。だから読書に集中して忘れようと思ったのに、それがもっとも難しい行こう為いだった。

　──結局僕は目を逸らして保留しているだけで、ミオを本当に受け入れられているワケではないのではないか？

　そんな考えすら浮うかんできて、胸の痛みが強くなった。その痛みが何に、何の感情に由来しているのか、僕には分からなかった。それが分かるほど、僕は自分を知り得ていなかった。

　……それは今にして思えば、甘あまっちょろい、何とも幸せな悩なやみではあった。
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　下校時刻の学校に流れるメロディーは、果たしてどれくらいのバリエーションがあるものなのか。

　僕は中学の時に聞いた《蛍ほたるの光》と、今現在流れている《トライメライ》くらいしか聞いた事がないのだが、全国調べても大体似たり寄ったりには違ちがいないだろう。いずれにしたって、独りで聞くのが耐たえられなくなるよう寂さびしげに編曲した、どこかの国のマイナーな民みん謡ようなのだ。

「──ごきげんよう」

　人ひと気けの絶えた階段の踊おどり場で、葛峰聖が軽く腰こしを折った。見上げる顔は微笑ほほえんでいたが、僕らを見る眼は鋭するどく細められている。昼休みの食堂では見せなかった表情だ。

「お待ちしてました。首を長くして。ああ、もちろん比ひ喩ゆですよ？」

　おどけた様に言ったが、瞳どう孔こうはぴたりと僕ら──僕とミオに向けられている。

「……何の用かな？」

　立ち位置をずらし、ミオの前に出て葛峰と向き合う。

　葛峰はそんな僕を見て、面おも白しろそうに笑った──見たことのある表情だった。

「ふふっ。その様子だと、何となく想像が付いているようですね？」

「……初めて会った時から、何とはなしに、ね。何い時つか、何ど処こかで見たような眼めだった」

「そんなに似ていますか？　わたしの瞳ひとみは以前のミオさんに────西にし田だ貴き流りゆうに」

《トライメライ》の音楽メロデイに雑音が入った。息を止めそこねて喉のどを詰つまらせたような、そういう咳せきみたいな雑音だった。

　僕の背後でミオが身を強こわ張ばらせ、僕の服をぎゅっと握にぎってきた。

　僕は手に持った鞄かばんにさっと眼を馳はせ、すぐに葛峰へと戻もどして対たい峙じした。

「──ご心配なく。危害は加えません。この一週間、静かにしてきたでしょう？」

　ふっと息を吐はいて、葛峰はくるりと背を向けた。

　軽く振ふり向いて見せた彼女の眼は、やはり温かみに欠けていた。凍こおり付く様な視線、というわけではない。鉱物が自分自身で熱を発さないのと同じように、自発的な『熱』が彼女の瞳には感じられなかった。感情やら心やらと言った精神の体温を司つかさどるものは、彼女のずっと奥おく深ふかい処ところに身を潜ひそめているのだろう。

「付いて来て下さい。わたしたちはただ、話したいことがあるだけです。西周さんだけでなく、相あい坂さかカズヤさん、あなたにも」

　迷った。

　嘘うそを付いている様には見えない。けれど彼女が発した『西田貴流』という名前に、どうしようもない警けい戒かい心しんが湧わき上がる。

「……」

　無言でミオに振り向くと、彼女は唇くちびるをきゅっと引き締しめ、力強い眼で葛峰を見返していた。

「……分かった」

　葛峰は微び動どうだにせず僕らを眺ながめていた。

「君らの招待を受ける」



　まだまだ暑いながら、さすがに夕方の風は涼すずしくなってきていた。明るいながら、陽ひの色も少しずつ彩さい度どを落としつつあるように思える。そんな去り往こうとする夏の気配に憂うれいてか、すっかり主役になった日ヒ暮グラシが、「かなかなかな……」と溜ため息いきを付くように啼ないていた。

　葛峰聖の後をゆっくりと追いながら、やけに広く見える運動場の横をすり抜ぬけてゆく。

　運動部の世代交代がすんだばかりのためか、それともすでに下校時刻になった為ためか、運動場には人っ子一人いなかった。一学期までで見慣れた運動場と、いま僕が歩く運動場とは、まるで打って変わって見えた。多くの運動部が騒さわがしく熱気を覆おおわせていた運動場は、いまは剥むき出しの地面以外の何物でもない。砂に隠かくされがちなロープや杭くいは、擦かすれゆく「運動場」という意味合いを繋つなぎとめようとする、歪いびつな呪のろいの道具みたいだった。

　それは、僕の中にあったあの違い和わ感かんを映像にしたらこんな風になるんじゃないか、と思わせる風景だった。

「おまたせ」

　校門に辿たどり着くと、聖はそこに寄りかかって腕うでを組んでいた男子生徒に声を掛かけた。

　声を掛けられた少年は、読んでいた文庫本をぱたんと閉じた。カバーが掛けられていて、題名は読み取れなかった。

　背の高い、全体的に細身の少年だった。一目で、彼が葛峰聖の兄の、二年生に転校してきた葛峰昂であると分かった。色素の薄うすい亜あ麻ま色いろの髪かみを少し長めに切り揃そろえ、眼鏡のレンズ越ごしに榛はしばみ色の瞳が僕らに向けられた。性別はあっても、一つ一つのパーツが驚おどろくほど似通っている。ただし葛峰聖がはっきりとした表情を作るのに比べ、彼の顔は何処か物もの憂うげだった。

「姉さん、その二人が？」

「ええ、そうよ。カズヤさん、ミオさん、ご紹しよう介かいします。弟の葛峰昂です」

「はじめまして」

　葛峰昂は、そう言って笑った。

　僕とミオは疑ぎ問もん符ふを浮うかべた瞳を見合わせた。目の前の少年は、男女の差こそあれ、明らかに聖よりも年上に見えた。むしろ、似ているだけにその差がはっきりと気になった。

「ああ、そう思われても仕様がない。けど正しよう真しん正しよう銘めい、僕が弟ですよ。少なくとも、僕ら二人の間では、そのように取り決めがなされてます」

「双ふた子ごなんですよ、わたしたち」

　葛峰聖がクスリと笑った。















「学年、というか年ねん齢れいの差は、わたしがわたしに取り替えられるまでにかかった時間です。ミオさんと違ちがって、なかなかに長い喪失時間ブランクがあったので」

　聖は肩かたを竦すくめてミオへと目を向けた。ミオは、悼いたむような顔で、けれど諦あきらめに似た溜息混じりに、

「──B.R.A.I.N.complex」

　と呟つぶやいた。

　聖が、満足そうに頷うなずいた。

「……ここで話し込むのもなんですから──」

　穏おだやかな物言いで、葛峰昂が提案する。

「どこか、腰こしを落ち着けるところに移動しましょう。僕や姉さんに連れられて行くのは不安でしょうから、場所はそちらにお任せします。いかがです？」

　僕はミオに意見を求めた。事此こ処こにおいて──口くち惜おしいが──僕は関係者ではあっても当事者ではない。

　ミオは僕の視線を受けて、しばし迷うように瞳ひとみを揺ゆらめかせたが、やがて小さく、けれどはっきりと首を縦に振ふって頷いた。



　　　※　※　※



　B.R.A.I.N.complex──正式名めい称しようはBiotech Redundant Array of Independent Neuron-chip complexというらしい。日本語訳すれば《生物工学的複合並列化記録細さい胞ぼう群ぐん》か。

　二十年程ほど前の科学雑誌を見ると、少ないながらもその概がい念ねんを読み取る事ができる。それによれば、再生医い療りようの最終目的地でもある脳のう細さい胞ぼうの再生を目的とした技術であるようだ。

　現在においても、パーキンソン病などといった脳細胞の機能障害による難病に、幹細胞を移植する治療が行われているが、B.R.A.I.N.complexは脳の一部を再生するだけに留とどまらない。脳にはじまる全身の神経系すら再生させようとする試みなのだ。より言えば、それは神経系の成長の記録をするシステムの総そう称しようだった。

　生まれたばかりの赤ん坊ぼうの神経系の各所に、非常に小さな情報集積チップを埋うめ込み、成長によってやり取りされる神経系の情報を集積し続け、信号が途と絶だえた＝死んでしまうまでに蓄ちく積せきされた情報から、神経の回路図に従って脳細胞を再生させる。かなり大おお雑ざつ把ぱに言えばそういう技術であるらしい。

　ナノテクノロジー、ＢＭＩブレイン・マシン・インターフエイスにはじまる電脳工サイバネテイツク学、人工ニューラルネットワークを応用した高々度精密シミュレーション……高校生どころか専門の学生ですら理解に苦しむだろうそれらを統合して、脳地図ブレイン・マツプを構築する──それがB.R.A.I.N.complexだった。

　当然ながら、この技術は再生医療の展望を示したものであり、実用化された技術ではない。先に述べたナノテクノロジーによる超ちよう微び小しよう加工技術、生体情報を電子情報に変へん換かんする為の接続インターフエイスシステム、そして保存した情報から脳地図を描えがき出す情報制せい御ぎよ学の発展が不可欠であるという。

　しかし、確かにこの技術は存在する。当時でさえ倫りん理り的てきに問題だとして追いやられたこの再生システムは、陽ひのあたらぬ世界の深しん淵えんで脈動し続けた。

　その事を、僕は知っている。こんな事を調べる契けい機きになったそもそもが、死んで甦った人間を目まの当たりにしたからだ。

　西周ミオが、そうだ。彼女の“〝死”〟に僕は立ち会った。その再生にも、彼女を殺した少年の死にも──

　そして僕の前に現れた葛峰聖という名の少女もまた、死んで甦った者であるという……



　　　※　※　※



「わたしは十七歳さいです。もっとも、戸こ籍せき上の話ですが」

　不必要に明るい色合いの、まるで流れ出したばかりの鮮せん血けつを思わせる液体を飲みながら、葛峰聖が言った。いったい何をどうやれば、ファミレスのドリンクバーであんな飲み物が出来るのだろうか。奇き妙みような化学反応でも起こさない限り、こんな飲み物は絶対に出来ない。泡あわが立っていないのが逆に不思議だ。

「再生に時間がかかったんです」

「──再生」

　ミオが小さく呟いた。

「身体と脳、その再生に半年ほどかかりました。死因は──まぁ、いまは語らないでおきましょう。とにかく、それが二年前のことです。だからわたしが死んでる間に、弟はさっさと成長しました。双子なのに学年も年も違うのは、そういうことです」

　眉まゆを顰ひそめた聖は、傍かたわらに置かれたティーバッグの一つを引っ張り出してもう一度カップの中に浸ひたした。抽ちゆう出しゆつ時間とその比率に納得がいかなかったらしい。様々な茶葉を混ぜ合わせたその液体は、酸化した血のような濃こく濁にごった色の液体になっていた。

「貴女が初めて死んだ時と、ちょうど同じ頃ころの話です。西周ミオさん」

　言葉だけでも矛む盾じゆんしてるのに、それを告げる聖の口調も何てことない様子で、それがさらに話題の冗じよう談だんさに拍はく車しやをかけていた。僕らのいる場所が、ぽつぽつと混み始めた夕方のファミレスである事も合わせれば、まるで造りものの台本に従っているようにすら思えた。

「──冗談みたいな話ですよね？」

　葛峰昂が、眼鏡を拭ふきながら言った。念入りに眼鏡拭きでレンズをぬぐい、光に透すかして確認する。満足したように目を細めて掛かけなおし、眼鏡拭きをケースにしまって懐ふところに戻もどした。「癖くせみたいなものです」と昂が言った。

　隣となり合って座る葛峰聖と葛峰昂を見ていると、なんだか奇妙な感覚に襲おそわれる。

　男女の双子という事は二卵性双そう生せい児じのはずだ。一卵性双生児では染色体も同一であるのだから、男女差が出来る事はまずない。

　それなのに彼と彼女を見ていると、男女差や年の差があっても、驚おどろくほどに酷こく似じしていた。瓜うり二つというのではない。その起源が同じだというか、コインの裏表というか、そういった二人でひとつといった感覚を覚える。葛峰聖の男性的側面アニムスが葛峰昂で、葛峰昂の女性的側面アニマが葛峰聖である──そんな一対つい一組に感じられた。

「──冗談みたいな現実」

　これといった表情を浮うかべることなく、葛峰聖は淡たん々たんと話を続けた。

　葛峰昂という人物に、僕はすこし奇妙なものを感じた。

　理知的スペキユレイテイブな物言いが、静かな凪なぎの風情の立ち振る舞まいに良く似合っている。背は僕と同程度だが、とてもスマートな印象を受ける。彼の“〝姉”〟に似ている整った中性的な顔は静かに落ち着き、稀き少しような色の髪かみと瞳が神秘性を底上げしている。確かに明の言った通り、『少女漫まん画がに出てくる王子さま』そのままな雰ふん囲い気きだ。けれどそれは、逆に言えば浮世離れしている、地に足が着いていないという意味でもある。眼鏡はそんな彼を、辛かろうじて現実世界に繋つなぎとめる、儚はかない鎖くさりのように映った。

「冗談みたいな現実は、実のところ何ど処こでだって起きている。事故も自殺も、親殺しも子殺しも。けれど実際に身に降りかかるまで、我々は誰一人としてその現実を真実と識しることはない。匣中の猫シユレデインガーのネコそのものです。認識されるまで、情報とは切り継つぎされた仮想現実フイクシヨン、夢に過ぎません。その人間の性さがを愚おろかと評すか賢けん明めいと喝かつ采さいするかは明言しかねますが……」

　一度話を区切った昂は、言葉の浸しん透とうを待って僕らの顔を見回した。

　僕は顔を葛峰姉弟に向けつつミオの様子を横目に窺うかがい、ミオは落ち着いた表情で彼らに向かい合い、葛峰聖はオリジナルのブレンドティーを飲みつつ片目を開けて隣となりの“〝弟”〟を眺ながめていた。

「……あなたたちは、認識した人間です。そうでしょう？　西周ミオさん。相坂カズヤさん」

「……ええ」

　ミオが静かに頷うなずいた。自分の中で高まる内圧を下げるよう、深く長い息を吐はいた。

「例え、『死んで甦よみがえる』なんて馬ば鹿かげた悪夢も、認識されれば、どうしようもない……」

　心臓の脈打つ音が、脳のう髄ずいに響ひびいた。

　──血溜だまりの紅──

　──ナイフの銀色──

　──透とう明めいな水すい槽そう──

　──血ち塗まみれの腕うで──

　──仮面の黒──

　──下か弦げんの月の鋭するどい切っ先──

　──落ちてゆく微笑ほほえみの透明さ──

　血流に溶とかされ、駆かけ巡めぐる映像ヴイジヨンがある。断片的なそれらが不連続に交わって、やがてひとつの言葉が浮ふ上じようする。

「B.R.A.I.N.complex」

　びくっと身を強こわ張ばらせる。そんな自分に驚く。横で、その単語を口に出したミオよりも、僕の方がよっぽど──

「ふーん？　もう脅おびえてはいないんですね」

　聖が、空のカップを弄もてあそびながら言った。取っ手に差し込んだ人差し指を支点にして、ぶらぶらとカップが揺ゆれていた。

「見せられたんでしょう？　あの薄うすら笑いを浮かべた男に『これまでの容いれモノにお別れの挨あい拶さつはいかがです？』なんて言われて、ぷかぷか浮かぶ腕やら心臓やら脳ミソやら──」

「──ええ。見せられました」

　ミオは何ら動じていない穏おだやかな声で、静かに聖の言葉に頷いた。

「けど、それがなんです？　結局、生きているなら同じ事です。そして私は、できる事なら、もう、何も傷付けたくないんです。只ただそれだけです」

「……それと同じ事を、西田貴流にも言ったんですか？」

「ええ。おおむね」

「へぇ」

　ミオの言葉に、聖はにんまりと笑った。そして流し目に僕を見た。面おも白しろそうに笑いながらしげしげと眺め回す様子に、居い心ごこ地ちの悪さを感じた。

「彼のお陰かげですか？　貴女がその──」

　もう一度視線をミオに戻もどすと、聖はミオの左ひだり腕うでを見つめた。淡あわく、けれど鋭く深く刻まれた傷が彩いろどる腕を。

「無人島に流れ着いた漂ひよう流りゆう者しやがするような、その標しるしを刻むのに区切りをつけたのは？　彼はそんなに良い男ひ性となんですか？」

「ええ」

　あまりにも間かん髪はついれないきっぱりとしたミオの返答に、質問した聖はもちろん、僕ですらもぽかんと呆ほうけてしまった。

　時間の抜ぬき取られた沈ちん黙もくがテーブルに漂ただよった。

「──────っ、くく……あーっはっはっはっはっは！」

　発作の痙けい攣れんみたいに、身体を震ふるわせて葛峰聖が笑った。

「ね、姉さん……？」

“〝弟”〟の声も耳に入らず、店内の視線を一身に受けながら、葛峰聖は身体を仰のけ反らせて笑い続けた。

「ははははっははは、あははははは！　嗚あ呼あ、可お笑かしい！　これまで散々っ、色々な惚気のろけを聞いてきたけど、これっほど馬ば鹿か正しよう直じきなのは初めてっ！　いや、本当に！　あはははははははははははははっ」

　自分で自分の制せい御ぎよができていないのか、腹を両手で押おさえてテーブルに突つっ伏ぷし、噛かみ殺ころそうとして噛み合わせた歯と歯の隙すき間まから、それでも笑い声がまったく抑おさえ切れずに漏もれ出していた。

　ミオが節目がちになって口を押さえた。今いま更さらながら、自分の言葉にかるく羞しゆう恥ち心しんが芽生えたらしい。

　僕はといえばミオの言葉に嬉うれしがる余よ裕ゆうもなく、葛峰昂といっしょになって胡う乱ろん気な目で近づいてきた店員に頭を下げて弁明するのに必死だった。

「────っくくく……ああ、これだけ笑ったの久しぶりの事ね。まったく、ファースト・パンチからして強力。もうホント、ご馳ち走そう様さま。いやはや、やっぱり観察しに来て正解だったわ」

「観察？」

　その単語にミオが反応すると、僕ともども謝り疲つかれた顔の昂が「ええ、そうです……」と溜ため息いき交じりに口を開いた。

「僕たちは、なんら危害を加えるつもりはありません。ただ、参考にさせてもらいたいのです」

「参考？」

　僕が言うと、笑いの残ざん滓しを残した聖が左手を挙げて手の平を僕らに向けた。

「そう。参考。わたしもこうして、いまだ自分が信じられないので」

　僕もミオも、彼女の左手を──その手首を凝ぎよう視しした。葛峰聖の手首にもまた、幾いくつもの傷痕カツテイングが刻まれていた。



　　　４



　すでに夜は更ふけていたが、住宅の群れは寝ね苦ぐるしさに呻うめくように中ちゆう途と半はん端ぱな気配を漂わせていた。不規則に現れる家の明かりが、眠ねむりに傾かたむく他の家々の瞼まぶたを照らしている。

　慣れ親しんだ自分の家は、いまだ皓こう々こうと明かりが灯ともっていた。母は帰ってくるのが遅おそくなりがちだし、父は夜中の遅くまで起きていることもあるから、そう珍めずらしい事ではなかった。

　何気なく玄げん関かんを開けるためノブに手を掛かけようとすると、爆ばく発はつするようにいきなりドアが開いた。

「ああっ！　ちょうどいい所に！　大変なのよ、兄さん──て、どうしたの？」

「……いや、別に」

　右手を抱かかえ込んで蹲うずくまる僕は、努めて平静な声で良雨に返事した。

「どうしたんだ？　こんな夜中にそんな慌あわてて」

　ずきずきする指の痛みを我が慢まんしながら聞くと、良雨は再び顔を赤くしてあたふたとしだした。

「それがね、スーがいなくなっちゃったのよ」

「スサノオが？」

「夕ゆう御ご飯はんの時間には台所の皿の前でうろうろしながら待ってるのに、今日は何ど処こにもいなくて……家中捜さがしたけどいなくて、外に出ちゃったのかも……」

　説明しながらさらに心配になったのか、良雨は僕の腕うでを引っ張って道路に飛び出した。

「捜しに行く！　手伝って！」

「待て待て、良雨。猫ねこだろ？　心配しなくてもひょっこりと戻ってくるよ」

「まだ子猫でしょ！　わたしはあの三匹びきの母親の墓前で、ちゃんと育てるって誓ちかったんだから。まだ遠くに行ってないはずだからいっしょに捜して！」

　僕を巻き込む理由にはなっていなかったが──結局僕も頷うなずいて、夜の住宅地を捜し回った。いまは何も考えずに何かをして気を紛まぎらわしたかったし、あの茶色い子猫もすでに僕の家族なのだ。それに妹を一人にするワケにもいかない。

　良雨はサンダルを突っかけ、僕は制服で鞄かばんを持ったまま、様々な場所を捜し回った。電柱の裏とか、ゴミ置き場の小屋の中とか、近所の家の庭とか塀へいの上とか。猫が入り込みそうな場所を散々捜し回ったが、成果はご機き嫌げん悪そうな野の良ら猫ねこと、カーテンの隙間から覗のぞく不ふ審しんそうな眼だけだった。

「…………」

「また明日捜そう。明日は一日暇ひまだから、僕もいっしょに捜す。首輪が付いているから、勝手に拾われることはないと思うし、きっと見つかるよ」

　俯うつむいてとぼとぼ歩く良雨は、僕が知るどの時よりも打ちひしがれていた。部屋着のまま飛び出してきたらしい薄うす着ぎ姿だったので、帰ろうと良雨に言った。まだ日中は残暑厳しいが、さすがに夜は風に秋の気配が漂ただよいだしている。Ｔシャツとハーフジーンズで、あまり走り回って欲しくなかった。

「……もう一箇か所しよだけ」

　良雨はそう言って、止める間もなく走り出した。見失わぬよう、僕も急いで付いて行く。

　良雨は僕の通学路をほぼそのまま辿たどり、僕の学校の裏山へ向かっていった。大昔の古こ墳ふん跡あととか言われている、丘おかというには高すぎて、山というには低すぎる、『小高い山』と表現するしかないような、そういう土の盛り上がりがあるのだ。某ぼう猫型ロボットアニメに出てくるような、まさしく『学校の裏山』だった。彼女は山の麓ふもとまで行って、『裏山』の中腹に作られた神社への石段を登っていった。鳥居が連なるその石段は街灯なんてないので、彼女は夜よ闇やみに吸い込まれるみたいにして姿を霞かすませていった。

「懐かい中ちゆう電灯も持ってきてないのに……」

　僕も急いで石段を登り、神社の境けい内だいに急いだ。添そえ物みたいな安っぽい照明が一つあるだけの地じ肌はだが露ろ出しゆつした境内は、かえって影かげを濃こく見せて不気味だった。二匹の狛こま犬いぬが、冷ややかで硬かたい視線を僕に注いでいた。

「スサノオー。スサノオー」

　神社には最適の名を、良雨は神社の周りをぐるぐると回りながら呼ばわり続けていた。社の縁えんの下に頭を突っ込み、這はって行こうとする。

「良雨」

　近づいて行って声を掛けると、彼女は「あとここだけだから」と砂すな埃ぼこりで汚よごれた両手を合わせて懇こん願がんした。溜ため息いきを一つかるく吐ついて、「ここを捜したら帰るぞ」と念を押おし、僕も神社の周りを捜し始めた。

　僕は『此こ処こにはいないだろうな』と半分以上確信していた。僕らの家から離はなれすぎている。こういう神社は野良猫の聖地なのかもしれないが、それだけにあんな人に慣れた子猫が迷い込むようには思えなかった。

　神社の裏手に回りこんだ。思いのほか月が明るくて、懐中電灯がなくても何とか見み渡わたせた。満月がほぼ天頂に至っていたが、見上げた瞳ひとみに映るのは赤い光だった。

　地平付近で赤い色となるのはよくあるが、ここまで高い位置の月が赤くなっているのは僕もはじめて見た。明日は雨だろうか、などとふと思う。月が赤くなるのは大気中の塵ちりによって青や紫むらさきに近い短波長の光ほど拡散されてしまう為ためだから、空気中に水分が多いときも月光が赤くなり易い。赫あかい月が不ふ吉きつの前兆だと云いわれるのは、砂さ漠ばくだったら砂すな嵐あらしの予兆で砂が空に巻き上がっているからだし、中国だったら大雨が洪こう水ずいの引き金となるからだ。

「…………」

　けれどもそれにしたって、やっぱりその月の色は物理現象とだけではなく、見る者の心をざわつかせた。満月の月光には、狂きよう気きを共鳴させる無音の囁ささやきが混じっている。この月を見て何ど処こかで誰かが昏くらい想おもいに身を委ゆだねてしまっても、それは当然であるような気がした。スサノオも、この月に魅みせられてしまったのかも知れない。

　捜そう索さくを再開したが、やっぱり茶色い子猫の姿は発見できなかった。その代わりに見つかったのは、木の板が突つき立てられた小さな墓だった。石が並べられて、しっかりと掘ほり返し防止がなされていた。

「──あの三匹びきの母猫のお墓」

　振ふり返ると、肩かたを落とした良雨が近づいて来るところだった。彼女は僕の横まで来ると、屈かがみ込んでその墓をじっと見み詰つめた。

「実はね、彼女とは、もう二年位前からの付き合いだったんだ。子猫の時からこまめにこの神社で餌えさをあげて、そうやって育ててたの」

「……全然気付かなかった」

「そりゃそうよ。気付かれないようにしていたんだから。友達といっしょに育てようとしてたんだけど、その友達はさっさと飽あきちゃって、ほったらかしにしたわ」

　良雨は積まれた石の表面をさらっと撫なでた。猫ねこの背中を撫でるような、そういう撫で方に見えた。

「わたしはそんなことできなくて、半分意地になって餌とか何とか工面した。そうしてる内に愛着が湧わいて、一番の親友みたいに思ってた。彼女が死んじゃった時は、そりゃもう大泣き。何に轢ひかれたのか、血ち塗まみれになって足を引き摺ずって、境内の真ん中で死んじゃった。なんでって思ってたら、あの三匹を見つけたの」

「……それであの三匹を連れて帰って来て、必死になって父さんに頭を下げたのか」

　良雨はこく、と小さく頷うなずいた。

　夏休みの終わりごろに三匹の子猫を抱かかえてきた良雨の剣けん幕まくはもの凄すごく、僕も母も気け圧おされてしまった。動物を飼う事に厳しい父も、そんな良雨を見て最後には首を縦に振った。

「だって、親友の願いだもん。あの子猫たちを、最後の瞬しゆん間かんまで心配してたんだから。だから、わたしが育てるの。彼女は死んじゃったけど、その願いまで、死なせたくないもの」

「…………」

　良雨の横顔を見た。けっこう似た者兄妹と言われる僕らだが、やっぱり、全然似ていないと思った。まるで正反対だ。曖あい昧まいでちぐはぐな僕と違ちがって、良雨はとても真まっ直すぐだ。真っ直ぐ“〝親友”〟の墓とその死を見詰め、自分に出来る事、自分がしたい事に全力集中している。

　妹に対して抱いだく感情ではないかも知れないが──うらやましいな、と思った。良雨かのじよみたいになりたいと思わせる、胸の奥おく底そこにゆっくりと静かに漂ただよい落ちてゆくこの感覚は、きっと羨せん望ぼうなのだろう。

　僕も良雨の横にしゃがんで、その墓に向かって合がつ掌しようした。見ず知らずの猫の墓に向かって手を合わせるなんて初めての経験だった。

「──帰ろう。続きは明日だ。ちゃんと、僕も一いつ緒しよになって捜すから」

　立ち上がって良雨の頭にぽんと手を載のせると、今度は素直に頷いてくれた。

　意い気き消しよう沈ちんする良雨に寄り添そって、神社の境内を後にする。最後に一寸ちよつとだけ、僕は小さな墓を振り向いた。死んだ母猫は良雨に感謝しているのだろうかと、埒らちもなく考えた。



　帰ってすぐ、良雨は風ふ呂ろにも入らずに部屋に行ってしまった。父も母も心配していたが、こればかりはしょうがないと首を振り、残った子猫たちを大事に抱えて撫でてやっていた。

　僕は冷めた夕食をレンジで温めて淡たん々たんと食べ終え、足に擦すり寄ってきたアマテラスと少し遊んだあとで部屋に引っ込んだ。鞄かばんを適当にベッドに放り投げ、ついで僕もベッドにどっと倒たおれこんだ。

　僕は電気も点つけず、暗い天てん井じようを睨にらみ付けた。そして眼めを閉じ、今日一日あった事を思い出そうとする。けれど上手くゆかなかった。胸元に生じたいいようのない感情が喉のどをせり上がって脳に到とう達たつすると、順番に並べようとした記き憶おくを吹ふき倒し、思考は出で来き損そこないのシチューみたいにどろどろとなった。

「…………」

　しばらく天井を見上げた後、傍かたわらに放り投げられた鞄に手を伸のばした。鞄のサイドポケットから、目的の物を取り出した。

　黒い、一本のナイフ。

　柄つかに巻かれている固くなめされた革かわは、吸い付くように掌てのひらに馴な染じんだ。手を開いて逆さにしても離れないんじゃないかってくらいだった。もちろん、実際にやったら僕の頭に落ちてくることになるだろうが。

　左手で革製の鞘さやを持ち、柄を握にぎった右手の親指で鞘のストッパーを外した。静かに、ゆっくりと引き抜ぬく。両りよう刃ばの刀身が晒さらされると、部屋の空気が息を潜ひそめて温度を下げた。ほんの僅わずかな光で、ナイフは驚おどろくほどぎらりと光った。それは禍まが々まがしい敵意よりも、むしろ透とう徹てつした無関心から出た照り返しのように僕は思えた。

　ナイフをじっと見詰めながら、もう一度今日あった事を思い出そうとする。今度は驚くほど上手くいった。まるで手にしたナイフが僕から邪じや魔まな感情を吸い上げたかのように、心がひやりと凍こごえていった。



　　　Inter Cut



　孤こ独どくではなかった。

　物心付いた時から、自分の傍そばには『彼』がいた。自分にもっとも近しい人間。肉体的にも精神的にも。別々の身体を、個々の魂たましいを持っているのが、何かの間ま違ちがいではないかと思った。

『彼』も、同じように思っていた。物心付き、人と人が簡単なことすら思い違いをして仲なか違たがいするのを、とても不思議に感じていた。心と心を繋つなぐのなんて、とても簡単なことなのに。そう思っていた。

　だから自分らが誇ほこらしく思えた。

　こんな擦れ違いと誤解だらけの世界にあって、これほどに心の通い合う自分たちは、希望にあふれた幸福な存在なのだ、と。そう思い合っていた。



「──んっ」

　電でん燈とうの明かりが絶えた部屋の中、堪こらえがちな甘あまい声が響ひびいた。

　カーテンは開かれ、テラスに続くガラスドアからは、月の呼気が感じられそうな光が射さし込んでいる。耳元でそっと息を吹きかけられたような、思わず夜道で振ふり返ってしまうような──そんな幽かすかな不気味さを滲にじませる月光だった。

　赫あかい月が見下ろすのは、きれいに整えられた寝しん室しつ。柔やわらかな雰ふん囲い気きの内装から、女性の部屋だと分かる。机やクローゼットなどの家具はどれも一点物と思われる凝こった造りと装そう飾しよくがなされている。

「あ──」

　快感を受け流そうと身体をよじって、葛峰聖は月と目が合った。そんな気がした。月がじっと自分を観察しているような、そんな気がしたのだ。

　──罪悪感ゆえの妄もう想そうか。

　濡ぬれた吐と息いきを漏もらしつつ、彼女はうっすらと微ワ笑ラった。自分にそんな趣しゆ味みはない筈はずなのだが、と。

　──ああ、それとも……

　自分が誰かを観察しようとしているから、何かに見られていると思ってしまうのだろうか。だとしたら、なんとヤワな精神なのだろう。

「……どうかした……セイ？」

　知らずの内に、笑い声でも漏れてしまったのだろうか。

　聖は、仰あお向むけになった自分を見下ろす少年に手を差し伸べ、彼の掛かけていた眼鏡を取ってにっこりと笑いかけた。

「なんでもないわ、コウ」

　弟を──葛峰昂を優しく押おし退のけて、聖はベッドからするりと降りた。彼から奪うばい取った眼鏡を枕まくらもとのサイドテーブルに置き、乱れた制服を脱ぬぎ捨てた。均整の取れた肢し体たいの輪りん郭かくが、月光に縁ふち取どられる。髪かみを下ろすと、色素の薄うすい髪がうすく波打ちながら広がって、仄ほのかな燐りん光こうを煌きらめかせた。少女の未発達さを多分に残しながら、彼女の纏まとった雰囲気は妖よう艶えんだった。それが、一いち抹まつの不安を掻かき立てる鉄てつ錆さび色の月明かりのせいか、それとも葛峰聖という少女の内側に眠ねむる『何か』のせいか──それを特定するのは、余人には難しかった。それは、本人ですら分からない事こと柄がらなのであろうから。

「そんな窓まど際ぎわに立たない方がいい」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　昂の忠告を、聖はかるく笑って済ませた。

「覗のぞき見できるような場所じゃないんだし」

　この部屋の窓から見えるのは、月の他は山さん稜りようの先の端はしくらいだった。聖の居る位置からもう少しテラスに寄れば、夜空がひっくり返ってきたような小さな光の群れを眺ながめる事が出来る。この発展途と上じようの地方都市にあって、もっとも高い建築物の、その頂上付近。地上から一〇〇メートル以上離はなれていた。見上げられるばかりで、一いつ般ぱん人じんに覗き見られる心配はほとんどない。そんな場所だった。

　聖はかがんで、腿ももまである黒いハイニーソックスを脱ごうと指を掛け、思い直して手を放した。片かた眼めを瞑つぶってウィンクしながら、悪戯いたずらを思いついたように頬ほおを緩ゆるめた。

「脱がない方が、興奮する？」

「……どっちでもいいよ。姉さんの気に入った方で──」

「──コウ」

　投げやりに言った昂は、聖の呼びかけで『しまった』という顔をした。

　聖は、笑ったままだった。笑ったまま表情を消していた。彼女の顔に残ったのは、水すい晶しようで象かたどられた仮面だけだった。

「二人のときは、名前で呼び合う約束──忘れたの？」

「……忘れて、ないよ……」

　硬かたい顔と声で、昂は伏ふし目めがちに返事をした。

「ただ、ちょっとだけ──」

「約束を破ったのよね？」

　嬉うれしそうな声だった。それは彼女の造った貌かおに即そくしていたが、相手の態度とはまったく噛かみ合っていなかった。

「……すまない」

「本当にそう思っているの？」

　弟がすまないと思っていることが伝わってきても、聖は声の調子をまったく変えなかった。だからこそ、彼女は慎しん重ちように設定された顔と声を強化した。

「言葉だけなら、なんとでも言えるものね」

　聖は、一度は脱ぐのを止めたソックスを、片方だけ脱ぎ捨てた。

「──ねぇ、証明してよ」

　ベッドの端に腰こし掛かけ、素す足あしを持ち上げてみせる。息を呑のむ昂にかまわず、

「『自分にできる事ならなんでもする』んでしょう？」

　と聖は笑い続けた。

「……」

　昂は床ゆかに跪ひざまずくと、露あらわになった聖の足の裏に手を添そえて、その甲こうに口付けをした。絶対服従の体勢ポーズだった。隷れい下かに堕だする行こう為いだった。

　そんな昂を見み詰つめ、聖は固まった笑顔の奥おく、胸中の暗がりで「嗚あ呼あ……」と嘆たんじた。

　ほんの僅わずかに感じられる弟の悲しさが、鋭するどい硝子ガラス片へんとなって彼女の内側を苛さいなんだ。自分がやらせているのに、今すぐ「やめてくれ！」と叫さけびだしそうになる。

　そのくせ、温かな息や柔やわらかな唇くちびるが蠢うごめき擽くすぐる度たび、彼女の背筋がぞくぞくと震ふるえた。もっと、と求めてしまう。もっと、その顔を痛々しく歪ゆがめてくれ、と。

　錯さく綜そうする精神ココロ。

　矛む盾じゆんした体躯カラダ。

　軋きしみ続ける歯ハ車グルマたち。

「……っ。もういいわ」

　顎あごに手を沿わせ、顔を持ち上げてやった。自分に似ながら違ちがうその顔は、まるで夢見ているように朧おぼろな目付きをしていた。

「──して」

　すでに準備は整っていた。

　人形のように心の感じられなくなった昂が、感情の感じられない声で「ああ」と頷うなずき、華きや奢しやな女性の身体を押し倒たおす。残った下着を剥はぎ取って、慣れた動きで──あるいは機械的なくらいに──聖の身体の真ま芯しんを貫つらぬいた。

　途と切ぎれ途切れの嬌きよう声せいを上げながら、聖は自分の中の“〝異物”〟を強く意識した。

　触ふれれば触れるほど、繋つながれば繋がるほど、身体と身体の境界は曖あい昧まいになるどころかはっきりとしていく。これ以上なく近くに、もっとも近しいはずの男の息いき遣づかいを感じながら、その心の端はしを捕とらえることも叶かなわなかった。

　行為の度、彼は心を深く沈しずめて、硬く鎖とざしてしまう。それとも自分が鎖すから、彼の心に触れられないのだろうか。

　──孤独ひとりなのだ、結局……















　何ど処こまでいっても、心も身体も繋がらない。これは、その確認でしかないのだ。ひとつになれぬ躯からだと心をぶつけ合い、傷付け合うしかできない、最低の行為だった。それでも、まだ傷付け合えるという儚はかない絆きずなに縋すがって、此こ処こまで来てしまった。こうするしかなかった。他の方法などなかった。

　──だから知りたい……これ以外の道があるというなら、示してみせてくれ──

　一際高い声が夜の黙しじまに響ひびいた。行方の知れぬ啼コ哭エだった。聞き届けるべき望月フル・ムーンは、見守るはずの赤月ローズ・ムーンは、すでに何処かへと去ってしまっていた。








3rd Cut

　　───密会
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　十月に入るまでに、僕の身の回りでいくつかの出来事が起こった。

　修理が終わって戻もどってきたエアコンは残暑が和やわらいでゆくのに合わせて痙けい攣れんしだし、重病人めいた荒あらい呼吸音を響かせ始めた。そして夏の終わりと同時に天てん寿じゆを全うした。引き取ってもらう際の料金はうやむやの内に無料となったから良いとしても、この先僕の部屋の空調器具がどうなるのかの見通しはまったく付かない状じよう況きようだった。

　行方不明になったスサノオは、至し極ごくあっさりと見つかった。良りよ雨うと一いつ緒しよに捜し回ってから四日目の朝、僕が瞼まぶたをこすりながら台所へ行くと、当然の顔をして餌えさを待っていた。体中が泥どろだらけで、所々毛がだまになっていたが、とても暢のん気きそうな顔をしていた。ツナ缶かんと水をやると、彼はものすごい勢いで皿を空っぽにした。そのあと風ふ呂ろに連れて行って、嫌いやがる身体を押おさえつけてシャワーを浴びさせた。泥が落ちると、身体のいたるところにノミがくっ付いているのが見えた。猫ねこ用ようシャンプーをよく泡あわ立だてながら排はい除じよしたのだが、抜ぬけ毛とノミの死し骸がいで排はい水すい溝こうの網あみがつまって、心底辟へき易えきした。夜な夜な捜しまわって風か邪ぜをひいた良雨の元に送り届けると、彼女は泣いてスサノオを抱だき締しめ、彼は苦しそうに四本の脚あしをばたばたさせた。少しだけいい気味だと思った。

　そのようにして時は過ぎた。



　時が過ぎるのにあわせ、ナイフを眺ながめる時間が増えていた。ミオがかつて自分の手首に沿わせ、ほんの少し力を込めて引き、傷をつくり続けた黒いナイフ。彼女の赤い血を、吸い続けたナイフだ。

　宿題も終わって風呂も入り電気を消して、ベッドに横になってふと、その存在を思い出す。ベッドの端に腰こし掛かけ、鞄かばんの中から取り出した凶きよう器きを包む革の感かん触しよくを確かめる。その後、静かに冷たい刀身をさらけだす。カーテンの隙すき間まから射さし込む街灯の薄うす明あかりが、曇くもりない刃面を滑なめらかに流れた。

　一度何ど処こかへと消えてしまったこのナイフは、夏休みの最終日、綺き麗れいに洗せん浄じようされ綿密に研とぎ直され、丁てい寧ねいに梱こん包ぽうされて僕の元に届けられた。一度は机の引き出しにしまったのだが、ほどなく鞄に忍しのばせるようになった。幸いというべきか、まだ使ったことはない。それでも身近にその存在を感じると、妙みように惹ひき付けられてしまう。それがナイフという凶器に元来備わった魔ま力りよくなのか、それとも血をその身に受け続けて宿る呪じゆ術じゆつめいた生命故ゆえなのか。それは判然とせず、ただ磨みがきこまれた鏡面に映る自分の冷めた顔と睨にらみ合うだけだった。

　やがてしばらくして、手にしたナイフを、左ひだり腕うでに押し付けてみる。皮ひ膚ふに冷たく鋭するどい感触。このままほんの少しでも引けば、あっという間に皮膚は裂さけ、血が滴したたって落ちることだろう。

　でも出来ない。

“〝痛み”〟の恐おそろしさはもちろんある。流れる血を想像しただけで、臍へその下あたりが氷を突っ込まれたみたいにひやりとする。けれど本当に僕を押し留とどめたのは、切ってしまったら後は簡単なんじゃないか、という予感だった。一度切ってしまったら、後は簡単に切れるようになる。後あと戻もどりできなくなる。予感は予言に近い生々しい実感を伴ともないはじめる。そうなってしまう事が、それを証明してしまう事が、痛覚よりも恐ろしい事だと思え、ナイフをそっと腕うでから離はなす。そしてまた、ナイフを正面に翳かざして見み詰つめはじめる。

　ミオと同じ事をしたからといって、彼女の気持ちが分かるわけではない。そんな事ははっきりするほどはっきりしている。相あい坂さかカズヤと西にし周あまねミオは、まったく別の人間だ。同じ事をしたからと言って、同じ感かん慨がいが抱けるわけがない。けれどやってみる価値はあるんじゃないか。分からなくても近づけるのではないか。そう思いつつ刃を引けないのは、結局のところ──

　いくつもの思考がぐるぐる渦うず巻まき、頭ず蓋がいの内側をじりじりと削けずってゆく。その反面、刃面に映る僕の顔は無表情で、瞳ひとみはナイフの鋼と同様にひんやりとしていた。心臓の脈動も、ひどく一定で安定していた。

　違い和わ感かんを覚える。

　常に感じていた、内側と外側、思考と肉体の乖かい離り感。それが再び湧わき上がる。

　しかし、一度解消されていただけに、いま感じている違和感は、これまでの比ではなかった。

　不快感。

　そう、不快感だ。一いつ致ちしない思考、同調しない感情、ちぐはぐとした脳と心臓。それらがはっきりしてしまい、さらに僕は苛いら々いらする。そしてその苛々している自分が何処に居るのか、何処に置くべきか分からなくて、さらに不快感は高まってゆく。堂どう々どう巡めぐりだった。

　首を振ふって、溜たまってゆくもろもろを振り払はらおうとする。けれどそんな事でどうにかなるはずもなく、僕は無理やり溜ため息いきをついて上辺だけでも区切りをつけ、ナイフを鞘さやに収めた。

　そして今度は部屋の中を、部屋の中に満ちる暗くら闇やみを見詰める。

　僕の部屋は、かなりさっぱりとしている。本ほん棚だなは一つだけで、そこに立てられているのも教科書や参考書がほとんどだ。ミオも僕の部屋をはじめて見た時はびっくりしていたが、実のところ僕が本当の住処テリトリーにしているのはこの部屋の向かいの書しよ斎さいだった。父の仕事の都合上つくられた資料室みたいなものなのだが、実質的には僕が管理していた。趣しゆ味みで購こう入にゆうした本は、ほとんどそっちに保管されている。

　シンプルなパイプベッドの枕まくら元もとにサイドテーブルがあって、栞しおりの挟はさまった文庫本と空のカップが置かれている。左手の足側に、先述した本棚がある。ベッドの向かい側に、やはりシンプルな机と、やっぱりシンプルなワークチェアがある。

「…………」

　そのシンプルな──背もたれはあるが肘ひじ掛かけはない──ワークチェアに、何かが座って僕の方を見ている。黒々とした“〝何か”〟だ。部屋にただよう夜よ闇やみよりも昏くらく、そのくせこの部屋の何よりももやもやとしていた。黒い霧きり。幼児がテキトウに書き殴なぐった人間の影かげ。そんな輪りん郭かくも造作も定かでないモノだった。そんなモノが僕を見ているとどうして分かるかといえば、姿かたちは薄うすぼんやりとしているのに、気配だけははっきりと感じられるからだった。

「……また来たのか」

　僕はその影に呼び掛かける。影は何も答えない。ただじっと、僕を見る気配だけが滲にじみ出す。

　ナイフを手に取るようになってから、その影は現れ始めた。不意に暗がりに気配を感じるようになり、夜道で振り向いたり、黄昏たそがれ時どきの自分の影に眼めを落とすようになった。少しずつ気配は増してゆき、いつの頃ころからか暗闇の中でぼんやりと凝こごる影となった。

「　　　　　　　　」

　影が何かを言う。言った気配を漂ただよわす。けれどその意味を捉とらえることは出来ない。言葉という媒ばい介かいは何ど処こにもない。影は空ヌ白ルを吐はき出すだけだった。

　僕は溜息をついた。悩なやみ事が多すぎる。なんでこんなに、世の中はままならないのだろう。僕の願いなんて、ほんとうにささやかなものなのに……

「　　　　ョ」

　幽かすかなささやきが聞こえ、僕は驚おどろいて顔を上げた。

　影はじっと僕を見ている。そのことがはっきりと分かる。影は輪郭をはっきりとさせ始めていた。影の中にさらなる翳かげがじんわりと染み出して、それがおざなりな眼がん窩かとなり、できそこないの口となった。

「ぃ　　とぉ　　　　ぅ？」

　隙すき間ま風かぜみたいな明めい瞭りようとしない震ふるえ。無意味と意味がせめぎ合っている。

　じんわりと手の平に汗あせが滲んだ。

　カーテンの隙すき間まから、あらゆる熱を吸い取ってしまいそうに白ばんだ月明かりが射さし込んだ。影は月光に吹ふき消されることなく、むしろその一度死んでしまった太陽の光で、その身を補強していた。カメラのピントが合わさるようにして、朦もう々もうとしていた影が輪郭を整えはじめる。

「　　ゥら　　ったとぉ　　ったでしょう？」

　反射的に眼めを閉じた。瞼まぶたの向こうで、影がはっきりとワライ声を上げた。



　　　※　※　※



「……」

　頬ほおに当たる携けい帯たいの振しん動どうで眼を覚ました。手探りで携帯のボタンを適当に押おして目覚ましを止める。瞼を開けると、其そ処こに在るのは仄ほの暗ぐらい天てん井じようだった。顔みたいな滲みも、奇き妙みようなお札が貼はられているわけでもない、真新しい均一な壁かべ紙がみの張られた天井だ。右手側に壁かべと天井の継つぎ目がある。一寸ちよつと左横に視線をずらせば、小さな電球が赤茶けた錆さび色いろの光をぼんやりと灯ともしている。さらに首を回転させてゆくと一通りの食器やポットの並べられたスチールラックが見え、それを背景にしたミオの寝ね顔がおが視界を占しめる。瞳ひとみを閉じ、かるく唇くちびるを開いて、とても無防備で自然な寝顔だった。

　僕はミオを起こさないよう、そっと起き上がり、床ゆかに脱ぬぎ散らかしていた自分の服を着て、彼女の服を綺き麗れいに畳たたんで重ねた。彼女の下着に触ふれるのがやたら気き恥はずかしくて、眼を背そむけつつ、スカートとブラウスの間に挟んでおいた。普ふ段だん、母のブラジャーやらなんやらは簡単に丸めて放り投げるのだが、さすがにそれとこれとは話が別だった（良雨はさすがに自分の服は自分で洗っていた）。

　部屋にあったメモ帳に走り書きをしてペンを置くと、ベッドの端はしに腰こし掛かけてミオの横顔を静かに観察した。

「……」

　すぅすぅと、すこし身体を折り曲げて眠ねむっている。なんだか、ウチで飼っている子こ猫ねこたちの睡すい眠みん風景を髣ほう髴ふつとさせた。そういう微笑ほほえましい可愛かわいらしさを覚え、唇の端が自然と緩ゆるむ。急にいたずらをしてみたくなり、指先で彼女の頬をかるくつついてしまう。

「……ぅん……」

　くすぐったそうに身をよじらせた。寝ね返がえりをうち、僕の方に顔を向ける。自分でいたずらしておいて、起こしてしまったかと心配したが、すぐに緩やかな寝ね息いきに戻もどった。

　ほっと息をつき、ずれたシーツと布団を掛け直した。頬にかかった横よこ髪がみを整え、顔の前に投げ出された左手にそっと触れた。いくつも走るミオの傷きず痕あとを確かめ、それを見る僕の内心を確かめる。

「…………」

　鞄かばんを持って立ち上がり、部屋のドアのノブを静かに回した。

「……おやすみ」

　パタンという音もなくドアを閉め、階段を下りて玄げん関かんで靴くつを履はき、上着のポケットからキーホルダーを取り出した。外に出ると、合あい鍵かぎをつかって西周邸ていの玄関に鍵かぎを掛けた。

　外はもう暗い。晴れ渡わたって雲ひとつない夜空は、それなのに星がひとつも見当たらず、ベタ塗ぬりの書かき割わりみたいだった。そんな夜空を眺ながめながら歩き出した。

　この辺りはまだ畑や水田の名な残ごりがちらほらと残り、完成した家もそう多くはない。入居済みの家もせいぜい築二～三年程度で、味み噌そ汁しるや煮に物もの、生しよう姜が焼きの醤しよう油ゆの焼ける香こうばしい匂においに混じり、ともすれば塗りたてのペンキの臭においを錯さつ覚かくする。

　考え事をしながら散歩するには、ちょうど良いシチュエーションだった。

　僕とミオは、相変わらず朝は待ち合わせて学校に通い、放課後には隣となり合って本を読み、下校時間になると本を閉じて下校した。

　ミオはときどき僕の家に来て、子猫たちと遊んだり、良雨を交えて人生ゲームやモノポリーをした。良雨が猫捜さがしで体調を崩くずした時には、焼き上げたばかりのワンホールのチーズケーキを持って見み舞まいに来た。実にしっとりとして滑なめらかなチーズケーキだった。

　休日の今日、夏休み最終日から数えてほぼ一ヶ月ぶりに、僕はミオの家を訪れた。勉強をして、休きゆう憩けいに紅茶を飲んで、とりとめのない話をした。二人でスーパーに買い物へ行って食材を買いそろえ、早めの夕食として、こってりとした熱々のカルボナーラと、さっぱりとしたマリネを用意した。

「カズヤも良雨さんも、料理が趣しゆ味みなの？」

　ワインビネガーを効かせたマリネのトマトをつまみながらミオが訊きいた。

「嫌きらいではないね。僕も良雨も、父が凝こった料理を作るのを後ろで見てたから自然とね。はじめたのは僕が先だったかな。僕はてっきり、料理というのは男が作るものだと思ってたんだよ。だから僕にとって、料理は趣味というよりは義務感からやり始めたんだ」

　僕が苦く笑しようしながら言うと、ミオもまた苦笑した。

　食べ終えた食器を二人で分担して洗い終えた後、僕らは部屋に戻って、そしてやっぱり抱だき合った。

　ミオの肌はだに触れる度たび、彼女の傷痕をなぞる度、愛おしさが自然と湧わきあがった。そんな自分に安心しつつ、けれど白い肌を紅潮させて瞳を潤うるませるミオの顔を間近に見み詰つめながら、僕の脳裏に浮うかぶ暗い森の景色は、いよいよその精密感リアリテイを増していった。葉の形や切り株の木目がはっきりしていくごとに、愛おしさと同時に一いち抹まつの不安が、泡あわのように浮かんでは弾はじけた。

「……森。森、か」

　夜の森で迷子になった経験がある十六歳さいの少年は、果たして全国でどれくらい居るのかと考えた。日本の総人口が一億二〇〇〇万人として、平均余命の八十歳で割れば、約一五〇万人になる。高こう齢れい化かやら団だん塊かいの世代やらでもっと減ってしまうだろうが、兎とに角かく一〇〇万人以上の十六歳が、学校の課題に頭を悩なやませたり、テレビドラマを見たり、恋こい人びととデートしたり、こうして僕みたいにどうでも良い考え事をしながら夜道を歩いているのだろう。そんな一〇〇万人以上の十六歳の少年たちの中で、森に迷った経験を持つ者は何人いるんだろう。

「…………」

　いつもの登校時の待ち合わせ場所である、小さな神社の前まで辿たどり着いた時、塀へいに寄りかかる人ひと影かげを見つけた。僕が近づいてゆくと、その人影はまるで事前からの約束でもあったみたいに軽く腕うでを振ふって「ごきげんよう」と挨あい拶さつをした。

「『奇き遇ぐうですね。こんな所で会うなんて』」

「棒読みの台詞せりふを言うくらいなら、もっとひねった登場台詞の方がいいと思うよ。いかにもドラマか映画のワンシーンみたいに待っていたのなら、ね」

「なかなか良いのが思いつかなかったんです。貴方なら、どんなのにします？」

　肩かたを竦すくめて問い掛かけられたその答えを、薄うす雲ぐものかかった半月を見上げながら考えた。

「──『月に叢むら雲くも、花に風。辻つじ角かど、暗がり、鳥居の下には御ご用よう心じん』……なんてどうだい？」

　僕の言葉に、彼女は「これから採用させていただきます」とくすくすと笑った。寄り掛かっていた石塀から背を離はなすと、いかにも悪戯いたずらを考えてる楽しげな顔で向き直った。

「お話しする時間はありますか？」

「いいよ。僕も、君に話があったんだ」

　僕が了りよう承しようすると、葛くず峰みね聖せいはにっこりと笑った。



「──ああ、いい感じですね」

　敷石を踏ふみしめながらくるくると、葛峰聖は神社の境けい内だいで身を翻ひるがえらせた。さながら神楽舞まいのように軽かろやかだ。優美な制服が、その印象を後あと押おしする。

「こういう、適度に手入れがされてて、なおかつ人ひと気けの無い処ところ──とても良いです。非常に好みです」

「手っ取り早く“〝孤こ独どく”〟を実感できるから？」

　僕が言うと、彼女はほんの少し目を見開いて、そして笑って頷うなずいた。

「ええ。孤独であるという事は、裏を返せばいかに“〝自分”〟が閉じられた、断絶した存在であるかを思い知るという事ですからね。それは救いです。自分の境界を、圧あつ迫ぱく感を覚えるほどに身近なものとできるんですから」

　そう言ってもう一度くるりとターンし、聖は背中で手を組んで胸をそらした。僕もつられるように夜空を見上げた。

『裏山』の神社に上がっただけなのに、さっきまでの住宅地とは比べるべくもない数の星が見えた。もちろん、それにしたってせいぜいが二等星止まりのささやかなものだが、秋の大四辺形ぐらいは確認できた。夜の秋風が吹ふいて木立を揺ゆらし、虫たちの鳴き声に擦こすれ合った葉々のざわめきを付け加えた。それは、確かに孤独を演出するにぴったりの状況シチユエーシヨンだった。

「──“〝逃のがれなさい、あなたの孤独のなかへ”〟」

　地に視線を戻もどすと、聖は狛こま犬いぬの台座に寄り掛かって僕を眺ながめ回していた。たった一つの水銀灯は蛾がや羽虫を存分に導いているものの、その少女の表情を照らし出すには不足だった。半身を闇やみに浸ひたす葛峰聖は、笑っているのか泣いているのか、蔑さげすんでいるのか哀あわれんでいるのか、断言できかねる表情で──相反するものを振り子のように揺らしていた。

「人はなんで孤独を懼おそれるのか、分かります？」

「……誰かといることが楽しいから。だから孤独ひとりが寂さびしく、恐こわくなる」

「ふふん？　それはあなたが誰かといる事を“〝楽しい”〟と思っているから、ですね？」

「……まぁ、そうかな」

　僕が肩を竦めると、彼女もまた肩を竦めたあとで、

「この世の何よりも怖おそろしいのが、“〝自分自身”〟だからですよ」

　と言った。なんてことのない口調だった。

「……」

「孤独になれば、否いや応おうなく自分と対たい峙じしなくてはならない。自分を規定できるのが自分自身しかいなくなりますからね。それがもっとも難しい。この世のなによりも──だから怖ろしい。だから恐い。だから懼れる。だから人は孤独を畏い怖ふするんです。孤独の向こうにあるものが、何よりもおぞましいから」

「……それが君の哲てつ学がくか」

「わたしの“〝経験”〟です。わたしが異物だと、どうしようもない孤独な存在だと思い知ってから、ずっと思い知ってきたことです。ずっとわたしは“〝わたし”〟を見続けてきたんです。この──」

　彼女は掌てのひらを自分の胸に置き、そうしてから自分の輪りん郭かくをなぞるように滑すべらした。周りに、僕に、世界に示すようにして──

「このB.R.A.I.N.complexなる呪のろいによって、死んで甦ったわたしとは、いったい何なのか？　生者？　死人？　化け物？　それとも──たんなる幻まぼろしなのか、とね」

　そうして見せたのは、見み間ま違ちがえようのない、自じ嘲ちようの薄うすら笑いだった。

　──それとも珍めずらしい化け物を手元に置いておきたいと思ったのかしら？──

　聖の言葉に、僕は既き視し感かんを覚え、記き憶おくの片かた隅すみに置かれた──けど消え去ることのないだろう──ミオの言葉が甦った。

　彼女は僕をじっと見つめていた。顔は泣き笑いにも怒いかり笑いにも見える中ちゆう途とな表情のまま、瞳ひとみは星光を冷たく弾はじき返している。

「──この三週間、あの宣言からこっち、あなた方を見てきましたが……どうにもそれだけでは良く分かりませんでした。あなた方、変ですから」

「そうかな」

「黙だまりこくって隣となり合って、本を二時間も三時間も読み続けるのは変だと思いません？」

　変わってるとは思うが、別にそこまで言われることでもないと思う。

　葛峰聖は、背中を預けていた狛犬の台座から離はなれ、ゆったりとした動作で僕に近づいて来る。

「あなたのこと、多少は知っています。相坂カズヤさん。あなたは見た筈はずですよ？　西周ミオの死と再生を。彼女を殺した西にし田だ貴き流りゆうを。その最後も」

　彼女は僕の目の前、ほんの一歩手前で立ち止まって、かるく顎あごを突つき出して僕の顔を見上げてくる。彼女の眼めに、固い面おも持もちの僕が映っていた。頼たよりない明かりの元でも、それがはっきりと分かる距きよ離りだった。葛峰聖の瞳は笑え顔がおの中にあって透とう明めいで濁にごっておらず、僕の姿が綺き麗れいに映り込んでいた。

　純じゆん粋すいな瞳だと思う。出で逢あったばかりのミオの瞳も──そしてあの西田貴流の瞳とも同様に。その瞳がこれ以上もなく、彼女の抱かかえたものを暗示していた。“〝彼女ら”〟は、他の事が入り込む余地がないのだ。だからこそ不純物のない、ともすれば恐くなるくらい澄すんだ瞳が出来あがる。

「なのに、なんであなたは“〝彼女”〟と一いつ緒しよに居るんです？　恐くないんですか？」

「……恐いさ。ミオと一緒に居て、不意に嫌いやな思いに囚とらわれることは、一回や二回じゃない」

「なら、何な故ぜ？」

「好きだから。ミオが恐いし、“〝彼女”〟が何なのか、いまだに分からない。けど、好きなんだ。どうしようもなく。どうしようもなく一緒にいたいと思うから。それだけだよ。僕を支えているのは、ただそれだけだ」

「……」

　聖は、榛色の瞳を見開いて押おし黙った。しばらくしてまじまじと僕の顔を見直すと、眉まゆ根ねを寄せて、

「……あなた、気き障ざって言われるでしょう？」

　と確認してきた。

「まぁ……ときどき」

　その質問はすでに二度目だったので、気障であるという実感はなかったものの、素直に首しゆ肯こうした。

　葛峰聖は「でしょうね……」と溜ため息いきをつき、納得したような顔で肩をすくめた。

「──僕も、質問していいかな？」

「ええ、どうぞ」

「西田貴流と顔見知りなんですか？」

　僕が問うと、彼女は意外そうに片かた眉まゆをぴくりと動かしたが、すぐに表情を微び笑しように戻もどして頷いた。

「ええ。彼は自分の“〝同類”〟を訪ねて回っていましたからね。当然、わたしたちにも会いに来ました」

　──僕と彼女は同じですからね──

　脳裏に、おぞましくも美しい少年の、うれしそうな笑い声が木こ霊だました。

「驚おどろくぐらいに綺麗な男でした。けどあれは、壊こわれかけだったからこその美しさだったんでしょうね。結局のところ、彼が求めていたのは“〝同類”〟なんて救いじゃなく、むしろ最後のひと押しだった気がします。彼、最さい期ごには笑っていたんじゃないですか？」

　──貴方みたいな偽ぎ善ぜん者しやに殺されるなんて真っ平ごめんですよ──

　血の気が抜ぬけた蒼そう白はくな顔に清すが々すがしい笑みを浮うかべながら、あの男はそう言って墜おちて行った。

　僕は自分の右みぎ腕うでに目を馳はせた。彼のナイフが突き立てられて孔あなの開いたはずの右腕には、なんの痕こん跡せきも発見できなかった。

「彼は病やみきっていました。けれど、最後の最後で歪みきれなかった。だからわたしたちに会っていながら、他の場所に流離さすらって行ったんです。わたしたちには、最後のひと押しは出来ませんでしたから。だから気にしないことです。むしろ彼は感謝しているかもしれませんよ？　あなたとミオさんに」

「死んだ人間は感謝なんてしない」

「本当に死んでいたら、ね」

　さり気ない言葉だった。僕が問うような目を向けると、彼女は肩かたをすくめて、

「冗じよう談だんですよ。彼は今度こそ死ねたみたいです。わざわざあの黒ずくめのいけ好かない男がやってきて、事細かに報告していきましたから。だから、まぁ、ご心配なく」

『黒ずくめのいけ好かない男』の事でも思い出したか不ふ機き嫌げんそうな顔をちらりと見せ、すぐに笑え顔がおに反転した。からかうような視線が、僕の視線に絡からんでくる。

「本当に訊ききたいのは、そんな事じゃないんでしょう？　もっと根本的なこと。わたしたちや、ミオさんに埋うめ込まれた──」

　とんとん、と人差し指で自分のこめかみを叩たたいた。まるで拳けん銃じゆう自殺のジェスチャーみたいな仕草だった。

「B.R.A.I.N.complexにまつわる話を聞きたいんでしょう？」

「……」

　僕は黙だまっていた。つまりはそれが返事のすべてだった。

「聞きたいですか？」

　聖は指先の銃口を僕に向けた。彼女の照準は、正確に僕の眉み間けんを狙ねらっている。

「けれど、聞きたいのならご本人に訊けばいいじゃないですか？　あなた自身だって、二度目の時には立ち会っていたんでしょう？」

　軽かろやかに問い質ただす葛峰聖は、僕が何も言わずともすべて察しているようだった。再び黙り込む僕を見て、かるく手を合わせて頷いた。

「あ、そっかー」

　にんまりと笑った。片かた笑え窪くぼの浮かんだ無む邪じや気きな顔が、ずいっと僕に近づけられた。

「傷付けるかもしれなくて恐こわいんですね？　十分傷付いてきたから、もう傷付いてほしくない、と。だからミオさんには訊けない。それと相対する事が、彼女を理解するのに必要だと思っていても」

　息いき遣づかいがはっきりと感じられる。彼女の言葉は、慰なぐさめる様な、嬲なぶる様な、濡ぬれた甘あまい響ひびきをともなっていた。

「……答えないんですね？」

「……答えなくとも察しているようだからね」

「そうですね。だからわたしに聞くわけですよね。ふふっ、わたしは傷付けても構わないんですね？　優しそうな外見からは考えられないほど残ざん酷こくですね？」

「…………そうだね」

「いいですよ。お答えします」

　あっさりと言って顔を遠ざけ、一歩後ろへ下がった。

「下手な言い訳をしないところが好評価です。それに、あなたが正しい認識を得てこそ、わたしたちもあなた方を見つめる甲か斐いがあるというものです」

「じゃあ──」

「けれど、がっついてはいけません」

　僕の言葉を絡め取るように、彼女は再び舞まうように身体を躍おどらせた。彼女の舞まいを際きわ立だたせるようにして風が吹ふき、彼女の衣装をより大きく翻ひるがえらせた。僕に背中を向け、そして振ふり向き様に指を一本立てて宙にくるくると円を描えがいた。

「相坂さんの質問は休み明けということにしましょう。今日はひとまず、わたしのほうから質問させていただきます。よろしいですね？」

「……交こう換かん条件というわけか」

　はじめから僕に質問する気だったんだろうが、条件を呑のむことで、こちららも彼女の質問に答えざるを得なくなった。なかなかうまいやり方だ。

「分かった。僕に答えられることならね」

「ではさっそく。カズヤ、と呼んでもよろしいですか？」

「？　べつに良いけども」

　身構えた矢先の質問に腰こしを折られた気分で了りよう承しようすると、聖は嬉うれしそうに頷いて、唇くちびるに馴な染じませるように僕の名を繰くり返し小さな声で唱えた。

「カズヤ。カズヤ、か。ふふっ。男の方の名前を呼び捨てにするのは初めてです。些さ細さいな事ですけど、なかなかどきどきしますね。それでは──カズヤ。あなたは西周ミオさんの、どういうトコロが好きになったんです？」

　まるっきり恋話コイバナ談議だが、交換条件なのでしょうがなかった。答えようと口を開き──あれ、と思う。

　僕はいったい、どうしてミオを好きになったんだろう？　今好きな部分なら山ほど挙げられる。一時間だろうが一日だろうが列挙できる。けれど最初の一歩目はなんだっただろう？　一ひと目め惚ぼれといったらそれまでだが、それにしたって何かしら僕の眼めを惹ひいたポイントがあるはずだ。

「……なんだか、早くも難問らしい気配ですね」

　考え込む僕を見て、聖が意外そうな声を掛かけてきた。

「そんなに難しいことじゃないでしょう？　単なるキッカケなんですから、『綺き麗れいだったから』とか、『放っておけなかった』とか、その程度で良いんですよ？」

　確かに初めて眼が合った時、とても綺麗な少女だと思った。彼女の傷を見て放って置けないと感じたことはあるが、それはもっと後になって生まれたものだ。

「…………そんな単純なものじゃない──」

　掴つかんできた断片的な印象を言葉に変えて、少しずつ足場を作ってゆく。もっとも最初に抱いだいた想おもいに手を伸のばす。

「色々な要因が絡まりあって……でも多分、一言で言うなら──」

「言うなら？」

「──彼女が西周ミオだったから、かな？」

「……」

　葛峰聖は絶句して、少々だらしなく口をぽかんと開いた。ようやく硬こう直ちよくが解けると、彼女は指で眉間の固まった筋肉をほぐす様にぐりぐりと押おして、

「…………どれだけ惚気のろければ気が済むんですかあなた方は……恥はずかしいのも呆あきれるも通り越こして、ひたすら驚おどろくばかりですよ……」

　彼女は星空を見上げ、そうして深く長い溜ため息いきをついた。星たちはそんな彼女に同意するかのように、どこか気だるげに瞬またたいていた。



　　　３



「──相坂君。集金した分、まだ残ってる？」

　クラスの女子が尋たずねてきたので、手元の文化祭用の書類から会計簿ぼを取り出して確認する。まだ残っていたが、余よ裕ゆうがあるとはとても言えなかった。何に使いたいのかを尋ねると、教室の飾かざりつけに花を使いたいとのことだった。生花を使いたいのは分かるが、あまり装そう飾しよくに金をかける訳にも行かず、園芸部に分けてもらってはどうかと提案してみた。

「園芸部は園芸部で使うんじゃないの？」

「教室に飾った花を園芸部で育てたものと広告するって言えば、何とかなるんじゃないかな。園芸部の花屋の販はん売ばい促そく進しんにもなるし」

「なるほど」

　質問してきた女子生徒は礼を言って去って行き、自分のグループに合流した。意見の一いつ致ちを得たらしく、装飾担当組の人たちが僕に手を振ってきたので、かるく僕も手を振ってそれに応じた。

「人気者だねぇ」

　明あきらが感かん嘆たんの口笛を吹いた。彼は僕の横の机に行ぎよう儀ぎ悪く胡坐あぐらをかいて座っている。

「ただ単に意見を聞かれただけだよ」

「ならなんで、実行委員長で実行部隊長の俺じゃなくて、お前に訊きいて来るんだよ？　不思議に思わないのか？」

「実務的な部分を担当しているからだろう？」

　中学時代に生徒会書記、生徒会長とやらされた為ため、そういう実務能力が頼たのんでも望んでもいないのに身に付いてしまったのだ。今となっては良き思い出であるが。

「それに人気なんていったら、お前の方がよっぽどあるだろう？　喫きつ茶さ店てんの企き画かくをもぎ取った時には、クラス全員から喝かつ采さいされてたし」

　いったいどういう裏工作の結果か、数ある喫茶店の企画で、僕らのクラスは見事当選を果たした。一年生のクラスが喫茶店やお化け屋や敷しきなどの人気企画を勝ち取るのは、相当に珍めずらしいことだった。しかも二年生や三年生は、自分たちから辞退したらしい。クラス代表の明は、意い気き揚よう々ようと打ち合わせに出向いて行き、さも当然の顔で結果を報告した。クラスの誰もが難しいと思っていただけに、決まった際の喜びようは大きかった。

「お前ってたいていの事は鋭するどいのに、肝かん心じんの部分が分かってないよな」

　問い質ただすような目を向けると、明は意地悪そうにニヤリと笑った。

「西周ばっかりに眼めがいってたようだが、お前、けっこう人気あんだぜ？　中学の時もそうだったが」

「僕にはとくに秀ひいでた部分も面おも白しろい部分もないと思うけど」

「そういうのとは違ちがう部分の話さ。なんつーのかな。焼肉での一番の人気メニューは牛カルビだが、白米も人気とは別にちゃんと注文されるだろ？　まぁ、そんな感じかな」

「よく分からん」

「いや、まぁ、俺もなに言ってるのか良く分からないんだがな。まぁ、ストイックなようで乙女おとめ顔負けの夢見がちな部分がウケてるんじゃないのかねぇ」

「僕は禁欲主義者でもないし、夢想家でありたいとも思わないけどな」

　あまり建設的でない話に興じていると、教室に新たな一団が戻もどってきた。エプロンをかけている者もいて、その中にはミオの姿もあった。

「つくる組が帰ってきたか」

　喫茶店だから、もちろんながらお茶を淹いれなくてはならない。ケーキも焼く事になったので、今日はその前準備の慣れの為に家庭科室を使うことになっていたのだ。ミオは紅茶が淹れるのが上手いので、ちょっとした講師みたいな役どころをしていた。料理も手て馴なれているので、クラスメートに感心されているらしい。

「お前も、あっち組の方が良かったか？」

　別にひそひそする必要もないのに、明はわざわざ僕の耳元で囁ささやいた。息が耳の穴に入り込んで嫌いやな気分になった。

「なんで？」

「西周との逢おう瀬せを邪じや魔まされてさ。二人っきりになりたかったんじゃね？」

「まさか。子供じゃないんだから」

「ふふん？　そう言いながら、お前ずっと西周を目で追ってるぜ？」

　ミオは幾いく人にんかの女子に囲まれ、はにかむように笑っていた。この喫茶店の企画はちょうど良い機会だったらしく、ミオも少しずつ、ぎこちなくもクラスに馴な染じみ始めていた。

　ミオは、以前のままではいけないと思っていた。だからどんなに難しくとも、ああやって関わって行こうとしている。そしていざやってみれば、意外とあっけなくクラスメートは彼女を受け入れた。もちろん、すべてがすんなりいくはずはなく、やはりきつい事もあるようだった。けれど当初ミオが気構えていたほどの反発はないようだ。なんのかんのあったが、結局ミオは、ちょっと不器用なだけなのだ。それが誤解されやすくもあり、可愛かわいくもあるという話で。

「──お前、いま心の中で恥はずかしいセリフ考えたろ？」

「さぁ？」

　僕は惚とぼけて、手元の書類をまとめた。

「心の中でどれだけ恥ずかしい台詞せりふを考えても僕の自由だろ」

　まとめた書類を明に押おし付け、机の横に吊つるした鞄かばんを手にして立ち上がった。

「予算の方、それで足りると思う」

「はいはい、ありがとさん。じゃ、あとは西周とよろしくやってくれ」

「──今日は無理だろうと思うけどな」

　疑ぎ問もん符ふを浮うかべて「は？」と口を開けた明に背を向け、帰り支じ度たくを始めたミオに近づいて行った。彼女は僕に気付くと、鞄と小さな布包みを持って近づいて来た。

「高たか見み君の手伝いは終わり？」

「うん」

「このあと、家に来る？　焼いたケーキの残りがあるけど？」

「ああ、それなんだけど……」

　無表情を装いながらも自分の手にするハンカチ包み──多分それがケーキなのだろう──と、僕の顔とで視線を行き来させるミオに、すこし後ろめたさを覚えながら断りを入れた。

「今日はこのあと、ちょっと用事があるんだ。一いつ緒しよには帰れない」

「あ、うん。そう……」

「ごめんね」

「いえ。何の用事かは知らないけど、気をつけて」

「うん……校門まで一緒に行こうか？」

「ええ」

　廊ろう下かに出る間ま際ぎわ、教室の中の飾かざりつけ担当の一団に目だけ向けた。相変わらず一人だけ別の制服を着た葛峰聖は、すぐに目に付いた。おそろしく目立つのに、他の女子たちと話し合う姿は自然に溶とけ込んでいる。

　不意に、聖が僕の方を見、ほんの刹せつ那な、けれどしっかりと眼めが合った。彼女はちいさく笑って視線を外した。

「……」

　隣となりのミオに気付かれぬよう、僕もすぐに視線を戻もどした。ミオと他愛たわいない話をしながら、待ち合わせ相手のいる教室を後にした。



　　　４



「こんにちは」

　葛峰聖は、制服から私服姿に模も様よう替がえしてやって来た。黒いシャツとグレーのフレアパンツ。その上に紫し紺こんのロングカーディガンを羽織っている。黒いハイニーソックスと凝こったカッティングのショートブーツを履はいていた。学校では纏まとめている後ろ髪がみも下ろしていて、かるく波打った亜あ麻ま色いろの髪かみが肩かたに掛かかっている。

　彼女のお洒落しやれに気を使った事を十分うかがわせる姿に、この待ち合わせの目的が揺ゆらぎ始めた。単なる話し合いだった筈はずだが。

　僕の向かいに腰こしを下ろした聖は、お絞しぼりとお冷を持って来たウェイトレスに、「カフェ・オ・レをひとつ」と淀よどみなく注文した。

　基本は何かと何かを混ぜた飲み物なのだな、とブラックのコーヒーを飲みながら思った。

「ほんの二時間前まで同じ教室にいたけどね。それにもう『こんばんは』の方がいいかも知れない」

　座っている聖越ごしに、店の入り口のガラス窓を見ると、店内に射さし込んでくる光は黄色味を濃こくして、黄昏たそがれを強く予感させるものとなっていた。『こんにちは』には遅おそ過ぎて、『こんばんは』には早過ぎる、そんな曖あい昧まい模も糊ことした、初秋の陽光と夕暮の時刻だった。

「やっぱり、待ちましたか？」

　待たせた事を欠片かけらも悪びれない声で聖が訊きいた。

　何となく、この少女への対応の仕方が分かってきた。

　彼女は良くも悪くも、生きつ粋すいの享きよう楽らく主義者のように見えた。それがフリであるにせよ生きであるにせよ、目の前にあるものを楽しもうと心こころ掛がけているのではないか。

　だとしたら、こちらのとる行動も自然と選せん択たくされる。

　ありのままの自分の言動を、そのままぶつければいいのだ。

「待ってないと言ったら嘘うそになるね。まさかわざわざ着き替がえてくるとは思わなかった」

「学校の制服なんて窮きゆう屈くつだもの」

　一人だけ違ちがう制服で過ごし続ける人間の言葉とは思えなかった。標準的な公立学校の詰襟学生服学ランやセーラー服よりもよっぽど着き心ごこ地ちが良さそうな服に思えていたのだが。

「それにお洒落をするのは、女の子の義務みたいなものです。とくに待ち人がいる場合は。それを気前よく見過ごすのが、男性の甲か斐い性しようというものですよ？」

　甲斐性、か。なんだかここ最近、そういうフレーズをよく聞く気がする。滅めつ多たに使われなくなった前時代的な言葉を口にする少女ばかりが、僕の周りにうろうろしている。女難の相でもあるのだろうか？

　カフェ・オ・レが運ばれてくると、聖は寸分の迷いもなく、テーブルに据すえ置かれた砂糖瓶びんに手を伸のばし、さらさらというよりはどばどばと砂糖を飲み物に投入した。ぐるぐると掻かき混まぜるスプーンに付いた茶ちや褐かつ色しよくの液体が、すこしばかりどろりと粘ねばついているように見えたが、錯さつ覚かくだと思うことにした。

「で、どうです？　ドキドキしますか？」

　僕が「何が？」と首を傾かしげると、聖は不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「おめかしをした少女とお茶してるんですよ？　言っては何ですが、いくら彼女がいる男子とて、一寸ちよつとは胸にクる物がありません？」

「別に」

　苦いコーヒーを啜すすりながら、特に気負うことなく答えた。

　先ほど聖に飲み物を届けに来た店員や、店にいる少なくない客たちも、ちらちらと聖を見ていた。

　まぁ、確かに彼女自身の言うとおり、一いつ緒しよの席でお茶をしたり隣を歩いていたりしたら、ドキドキするだろうし落ち着かなかったりするのだろうが──

「ミオと一緒にいると、自然と慣れる」

　幸か不幸か、僕はそういう少女と、つい今日も顔を合わせたばかりで。

　僕が言うと、聖はお馴な染じみになりつつあるぽかんとした表情をし、「またか」といった具合の溜ため息いきを深々とついた。

「あなた……ほんと大物です」

　事実を言っただけで別に何かを意図したわけでもなかったが、とくに反論せずに彼女の言葉に頷うなずいておいた。

「そろそろ、本題に入っていいかな？」

「そうしましょう。あなたをからかうのは、けっこう疲つかれますし」

　溜息をつきながら横髪を弄いじっていた彼女は、肩に提さげたバッグから茶色い封ふう筒とうを取り出した。封筒の紐ひもを解き、手を差し入れて中身を取り出すと、ごく普ふ通つうの大学ノートが出てきた。表紙にはマジックで『Case of Mio Nishiamane』と手書きされていた。

　手て渡わたされたそのノートの一ページ目を開く。切きり抜ぬきの新聞記事に、『土ど砂しや崩くずれ四十人以上が生いき埋うめに？』の文字が躍おどる。

「これは……」

「それが、ミオさん一次死亡の原因です」

「！」

　その一言に、手にしたスクラップ帳を凝ぎよう視しする。

　二年前の十一月○○日、京都府某ぼう山さん中ちゆうにて土砂崩れが発生。走行中乗用車二台、バス一台が下した敷じきとなる事故が起きた。バスは東京の私立中学校の修学旅行で賃貸されていた観光バスで、埋まったバスには中学生二年生三十二名、引率の教師と運転手の大人二名、計三十四名が乗車していた。一緒に土砂の下敷きとなった乗用車は二台で、その運転手を含ふくめて最低三十六人が生き埋めになったとされる。

　同日、京都府警・消防が対策本部を設置し、救出作業を始めるが、連日の雨で作業は難航。小規模な土砂崩れで二次災害が起き、五名の作業員が重軽傷を負うに至って、夜半に救出作業を一時中断。

　翌日午後、天候が回復し、到とう着ちやくした重機を用いて作業再開。この後三日間の救出作業で、被ひ害がい者しやは三十七名と判明。その内、死者三十三名を数える事となった。四名の生存者は奇き跡せきと言う他ほかなく、その回復が切に望まれる──

「四名の生存者は大島久四十三歳さい。三島栄治十四歳。河野晴美十三歳。そして──」

「西周ミオ、十四歳」

　ミオは最後に助け出された事になっていた。他の生存者がおよそ一ヶ月で東京都内の病院へと移転したのに対し、彼女は京都市内の病院で三ヶ月近く集中治ち療りよう室しつにて面会謝絶の状態が続いたが、奇き跡せき的てきに快かい癒ゆ。

「まぁ、そうやって助かった事になってますけど、その救出現場の撮さつ影えい写真の此こ処こ──」

　聖が虫眼鏡を差し出し、新聞のスクラップの一つを示す。正確には、その写真に写っている人物の一人を。

「分かります？」

　分かるも何も。こいつの事だけは忘れたくても忘れられない。最初から最後まで薄うすっぺらでのっぺりとした、“〝プラスティックの笑えみ”〟とでも言うべき仮面を貼はり付けた、なんとも嘘うそくさい男を。

　作業服とヘルメットで身を固めた人々の中、白黒写真でさえそうとわかる黒ずくめの男が、両手をズボンのポケットに突っ込んで立っていた。

「それで不思議な事に、関係者は緘かん口こう令れいが敷しかれているんですよね。事故被害者のメンタルケアがその理由にされてますけど、気になる記事があったんですよね。週刊誌が事故被害者の一人に取材をすると、その人物が面おも白しろい事を口走ったというんです。なんでも、『あいつは押おし潰つぶされて死んだはずなのに、何で生きているんだ？』とか」

　──いくつかの内臓破は裂れつと右足断だん裂れつなどの重じゆう傷しようでした。連れん鎖さ的てきな大きな事故だったので救出に時間が掛かかりました。短くも長い時間を苦しんで“〝一次死亡”〟となりました──

　嘘くさい笑みを浮うかべた黒衣の男の言葉が、望んでもいないのに再生される。

「そうして実際に京都まで行こうとした矢先に、出来損そこないの公務員みたいな黒服の男が、西田貴流の『死亡通知』という名目でやってきました。その後は、あの男が勝手に喋しやべってくれましたからね。ミオさんがその後、すぐに転校した事。自傷しだした事。そして高校生になってからの事──そこから先は、あなたの方が詳くわしいでしょう。いずれにせよそれが、西周ミオの切り抜ぬかれた過去の一部。あなたが出逢った彼女の発ほつ端たん、なんでしょうね」

　聖は一気に喋った喉のどを潤うるおすように、たっぷりと砂糖の入ったカフェ・オ・レを一口飲んだ。ぺろりと唇をひとなめしたのは、上うわ唇くちびるに残った糖分が気になったからだろうか。

「そのノートは差し上げます。ああ、あまり人目には晒さらさないで下さいね。警察の調書のコピーとか、さすがにまずいですから──で、これで半分、と言うところでしょうか、ね？」

「そうだね。まだ半分だ」

　僕もまた、渇かわいた喉を潤そうとコーヒーを手に取った。カップも中身も、死体のように冷え切っていた。

　スクラップ・ノートを鞄かばんの中にしまい、葛峰聖と改めて向かい合う。此こ処こから先の半分は、彼女自身へと投なげ掛けなければならないからだ。

　葛峰聖は、僕を眺ながめつつ、自分の髪かみを指でいじっていた。意味もなく人差し指に巻きつけたり、感かん触しよくを確かめるようこすり合わせたり。とくに意識してやっているようにも見えないから、単なる癖くせなのだろう。その左の手首に、幾いく重えかの切り傷の痕あとがあった。新しいものでなく、どれも古いものだった。僕が見知っている傷痕よりもより細く、それは傷痕と言うよりはガラスの罅ひびみたいだった。そのせいか、僕が見慣れている傷痕と比べると、ほとんど目立たないものだった。

　僕は唐とう突とつに、この少女と向かい合うのは──なんの干かん渉しようも緩かん衝しようもなく向き合うのは──これが初めてじゃないか、と思った。彼女の癖は、果たしてこれまでにも僕は見ていたかどうか、それが思い出せなかった。

「──質問、いいかな？」

「ええ、どうぞ」

「君は、森に迷った事があるかな？」

「……は？」

　待ってましたと言う感じで笑んだ彼女が、一転して何とも中ちゆう途と半はん端ぱな表情で僕を見返した。

「森、ですか？」

「森、です」

「それは木がいっぱいある、あの森ですか？」

「その森だね」

「鳥がいたり虫がいたり虎とらがいたりする、あの森ですか？」

「君がインドの密林で迷子になったのなら、その森でもいいよ」

「メタファではなく、実在する森ですか？」

「比ひ喩ゆでも暗喩でもなく、木があって草が多い茂しげってひんやりとしている現実の森」

　右みぎ眉まゆは悩なやむように下がり、左眉は呆あきれるように上がる。最初の一言を答えにするかまた呆れたと慨がい嘆たんすべきかと迷うように口を開け閉めし、結局彼女は手元のカフェ・オ・レで気を落ち着かせ、それなりに長い沈ちん黙もくの後、溜ため息いき混じりに答えてくれた。

「……ない、ですね。森どころか、迷子も神かみ隠かくしも、残念ながら経験がありません」

「なるほど」

「けれど何で急に森で迷子なんて？」

「森も迷子も、あまり意味はないね。世間話の一いつ環かんというだけで」

「世間話の一環が森で迷子？　それで何が分かるというんです？」

「とりあえず、一つだけ分かった」

「何を？」

「君が“〝迷っている”〟と感じていること」

「…………なぜ？」

「わざわざメタファであるかどうか聞き返した」

「…………」

　今度はとても分かりやすい表情になった。すっ、と感情が引っ込み、彼女の顔は無表情になった。警けい戒かいしている顔だった。

「……それだけでは、そこらの占うらない師と変わりませんよ？」

「つまりそこらの占い師ぐらいには合っている、と言う事かな？」

「ハッ！　下らないですね。迷っていない、悩んでいない人間が、この世の何ど処こにいるって言うの？　どいつもこいつも、結局は迷子と変わらないじゃない」

　口調を変え、すこし睨にらむようにして僕と向かい合う。

「迷いがないなんて嘯うそぶいてる人間なんて、結局は迷っている事すら気付いていない、底無しの莫ば迦かでしかない。そんなもので、わたしのことをどれだけ分かったつもりです？」

「少なくとも、君は自分が“〝迷っている”〟と気付いている事くらいは」

「…………ああ、もう」

　聖は額を押おさえ、背もたれに身体を預けて天てん井じようを仰あおいだ。

「ホント、調子が狂くるう。天然なのか計算なのかが分からないだけに、なお始末が悪い。矛む盾じゆんの塊かたまりだわ。色々考えてるこっちがバカみたいじゃない」

　この店に来て三度目の溜息をつき、むすっとした顔になって僕を見返した。

「……ええ、そう。わたしは迷っている。『名無しの森』に迷い込んだ少女アリスのようにね」

　カップに手を伸のばしたが、彼女の飲み物は空だった。氷が溶とけかかった水を差し出すと、彼女は何も言わずに受け取って杯さかずきを空にした。

「あなたはあるの？　森で迷子になったことが？」

「残念ながら」

　僕はある。真っ暗な森で、独り迷子になった。幼よう稚ち園えん児だった時分──五歳さいか六歳ぐらいだった筈はずだ。

　今でこそ家族で顔を突つき合わせることの多い相坂家も、この街に越こして来るまで、僕と良雨は父方の実家に預けられていた。その頃ころは父も普通に働いていて（もちろん今も働いているが）、母も家に帰る時間が遅おそかった。父の実家はそれなりに田舎いなかで、猿さるが出たり猪いのししが出た。一度、ＮＨＫの地方放送で、熊くまが近所の家の中で寝ねていたことでニュースに取り上げられた。そういった、里山よりもう少し奥おくに立ち入った田舎だった。

　どういう経けい緯いだったかは僕もはっきりと思い出せないが、広葉樹が星の光すら遮さえぎった森の中、呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんでいた記き憶おくだけはいまでも覚えている。植林される杉すぎの木がさほど見当たらなかったから、かなり森の奥にまで立ち入っていたのだろう。

「その時の感覚は──上手く説明できない。不安だし恐こわかったし怖おそろしかったんだけど──とにかく“〝寂さびしい”〟と思っていた」

　孤独ひとりだと言う事は、この上ない恐きよう怖ふだと思い知らされた瞬しゆん間かんだった。それほど長い間迷子になっていたわけではなかったが、一夜を森で彷徨さまよったあと、祖父や祖母、良雨に泣きつかれた時になっても、その“〝寂しさ”〟は心の中に残り続けた。

　──考えてみればあの時の経験が、僕の違い和わ感かんの大本になっていたのかも知れない。

「…………」

　聖は、話す僕をじぃと観察していた。必要ない表情きのうを取とっ払ぱらい、瞳ひとみだけが僕の動きのひとつひとつを追っていた。お代わりのカフェ・オ・レが運ばれてきても、口も手も付けなかった。

「……あなた、寝ている自分の姿を見たことある？」

　僕が話し終えると、彼女はぽつりと訊きいてきた。

「鼾いびきを録音された事は？　寝ね言ごとを聞かれて、それを問い詰つめられた事は？」

「……一度だけ、妹が悪戯いたずらをして、僕の寝言を録音した事がある。身に覚えがなくて現実味がなかった」

「わたしが死んで生き返ったときの感覚は、それそのものなの」

「…………」

「わたしは、自分自身が死んだなんて実感、欠片かけらもなかった。痛みと出血で意識を失って、目覚めたら勝手に時間だけが過ぎていた。それだけ。寝て起きたのと、何の変わりもない。けれど時間が経たつにつれて、おかしいと思い始める。傷ひとつない自分の身体にね。なんの痕こん跡せきもないなんて、やっぱりおかしい。そう思い始めた頃に、あの男がやってきて、写真を見せてくれた。死体の写真をね。なんの悪い冗じよう談だんか、その写真の死体の顔はわたしそのものだった。笑い飛ばしたけど、だんだん不安になってくる。だってわたしの身体は何の変化もないのに、周りの時間だけが過ぎていたんだから」

　ようやく、彼女の顔に表情が戻もどってきた。うっすらと微笑ほほえむ、彼女の基本的な顔なのだが、わずかに質が変わっている。ひとまず、そういう顔をしているような雰ふん囲い気きだった。

「双ふた子ごの弟がいるだけに、違和感は募つのっていった。違和は不安になり、不安は苦く悩のうに変わる。そうして最後には──気が付くのよ。わたしが“〝わたし”〟って思ってたモノって、いったい何なのか、ってね」

　あるいはそれは、迷子の子供が泣き顔だけはけっしてつくらないと気を張って、笑い飛ばそうとして失敗した、そんな顔のようにも見えた。空を仰いで『やれやれ』と苦く笑しようしているような、そんな表情なのかもしれなかった。

　聖は運ばれてきたお代わりのカフェ・オ・レを何も混ぜずに一口だけ飲み、「あーあ」と投げやりな溜ため息いきを吐はき捨てた。

「それだけ見たら、モラトリアム特有の悩なやみに過ぎないのにね。『己おのれとは何か？』なんて、錆さび付いて使い古された戯たわ言ごとよ。けど一度考えてしまうと、抜ぬけ出せなくなる。それがどんなに不毛で、非建設的で、なぁんの意味もないことだと判わかっていても、ね」

「…………」

　僕は何も言わなかった。言えなかった、のかも知れない。

　僕のこれまでも、“〝自己同一性アイデンテイテイー”〟という正体不明の概がい念ねんに振ふり回されてきたようなものだった。自分の中の不ふ一いつ致ちを、常に気にしていた。だから彼女の言っている事は、感覚的に身近なものではあった。

　けれど、やっぱり気軽に「そういう気持ちは分かるよ」なんて、言えよう筈はずもなかった。そんなのは傲ごう慢まんだ。自分のことさえ良く知らないと思い知らされてばかりの僕が、どうしてそんな裏打ちのない言葉を言う事ができるのだろう？

「……ねぇ、カズヤ」

　上の空でいた僕は、溜息交じりの呼びかけで現実に復帰した。目の前には、どこか眠ねむたげに目を細めた葛峰聖が、唇くちびるの片側だけ持ち上げた曰いわく言いがたい笑えみを浮うかべて僕を見ていた。

「あなた、わたしを抱だいてみません？」

「──は？」

　うまく現実に馴な染じめていないのか、奇き妙みような言葉を聞いた気がした。

「だから、わたしを抱いてみません？　なんだったらこれから。ああ、大だい丈じよう夫ぶです。わたし口堅かたいですから、ミオさんには絶対何も言いませんよ？」

「…………」

　今度は僕が呆然とする番だった。そんな僕を、驚おどろくべき提案をした本人は何てことない顔で眺ながめていた。

「……何ど処こをどうすれば、そんな話に？」

「わたしって魅み力りよくないですかねぇ？」

　ようやく搾しぼり出した僕に、聖は容よう赦しやなく追い討ちをかけてきた。シリアスだと思っていたところから一回転半は迷走した話題に、僕は混乱するしかなかった。

「いや、魅力的だと思うけど、そういうのは関係なくて。だいたい、そんな簡単に、そういう事を言うものじゃないと思うわけで……」

「簡単には言わないけど？　だいたい、こんなこと言うのも初めてだし」

「いや……だからなんで……」

「あなた方を参考にして一区切りつけるのが、わたしたちの目的だから」

　自分のペースを取り戻せて満足したのか、彼女の顔に悪戯めいた笑いが再び浮かべられた。腕うでを伸のばして、あたふたする僕の胸を人差し指でとんとんと叩たたいた。

「ミオさんが自分の中に見つけた妥だ協きよう点てんを見み出いだしたいんですよ。わたしも、まだ自分の中で区切りをつけられないでいる。だから、まぁ、抱かれてみたら分かるかな、と」

「無茶だ。無理だ。駄だ目めだ。だいたい好きでもない男と──」

「あら？　わたしは結構、あなたに好意を抱いているんですけどね」

「────」

　ぱくぱくと言葉を奪うばわれた空気を吐き出し、気を紛まぎらわそうとコーヒーを飲もうとして、カップが空だと気付く。一言否定すればいいのに、声帯が混乱してうまく機能せず、「あ～」とか「うー」とか、声になりかけの拙つたない呻うめきしか出てこなかった。

「……っぷ、あははっははははははははは！」

　机をバンバンと叩き、いつかのように大笑いする。日が暮れて混み始めた店内の視線が集まって、僕は羞しゆう恥ち心しんで顔を俯うつむけた。もっともそれで混乱が収まったが、僕は心の底からの溜息をそっと漏もらした。















「くくっ。一矢報むくいることが出来たようね。しかし、予想以上に初う心ぶですねぇ。こんな程度で顔を青くしたり赤くしてたら、いつか女に痛い目あわされると思うけど？」

　にやにやと笑いながら、彼女は自分の飲み物に砂糖をどばどばと加えていった。

「……そうかも知れないね」

　まったく以もつて説得力のある忠告に、ぐったりとして答えた。

「ああ、けど、好意の部分は本当ですよ？　あなた、まったく面おも白しろいですからね」

　まだからかうような口調だった。まだからかい足りないのだろうかと思っていると、彼女は手を差し出してきた。

「まぁ、これからもよろしく。あなたとは、良い友人になれそうです」

「……こちらこそ、よろしく」

　いろいろとはぐらかされ気味だったが、ひとまず、聖と握あく手しゆを交かわした。じつにしっくりとする握手だった。握手をしたことなんて数えるほどしかなかったが、彼女の手は握手をするためにある手のように感じられた。

　──ミオとはまったく違ちがうな。

　聖と握手をしながら、そんなことを思った。



　夕食時で混み始めた店内の流れに逆行して、僕と聖はレジに向かった。僕が払はらおうとすると、彼女は折半にするべきだと強く言い、すこしほっとしながらその提案に従った。高校生にしては上手い財産運用をしていると思うのだが、やはりそう余よ裕ゆうがあるわけでもなかった。

　外に出るとすでに真っ暗で、腕うで時ど計けいを見るととっくに六時を過ぎていた。平日の駅前繁はん華か街がいは、学生には余よ所そ余所しい空気を漂ただよわせはじめていた。

　喫きつ茶さ店てんから離はなれ、駅に向かって歩き出した。僕はバスに乗るために。聖は自分の家に帰るために。

　意図せずして隣となり合って歩く彼女を、何とはなしに窺うかがった。軽い足取りで真まっ直すぐ前を向いて歩いている。いまは袖そでに隠かくれた左手首に自傷の痕あとがあり、死んで甦よみがえるなんて稀け有うな体験をした人間には、多少なりとも情報のある僕にも見えなかった。葛峰聖は自分の意思で歩く、自信にあふれた少女に見えた。彼女に“〝自分”〟と言うものがないのなら、いったいこの世の誰が“〝真実の自分”〟を持っているのだろうか、と言うくらいに堂々とし、飄ひよう々ひようとしている。

（──いや。だからこそ、なのか？）

　見た目、どんなにしっかりとしているようでも、見せないでいることなんて存外容易たやすい。そういう例を、僕はとても身近に実際に知っている。人間、本当に致ち命めい的てきなものほど、致命的で在るが故ゆえに隠すのも容易いのだ。

　自分の中で考えを巡めぐらせ、その中心にあるものを知って密ひそかに苦く笑しようした。考え始めると、いつの間にかミオの姿が浮うかんでくる。彼女へと行き着いてしまう。

「──どうかしました？」

　内心が顔に出ていたらしく、聖が首を傾かしげて声を掛かけてきた。

「いや、なんでも」

「ふふっ、女性の事を考えていたんでしょう？」

　ずばり図星だった。

「隣り合って歩く女性がいるのに、別の女の事を考えるのは、いかがなものかと思いますよ？」

「……すみません」

「冗じよう談だんです。気にしないで下さい」

　聖は、まるで弟を見るような笑い方をした。

「そういうの、大事ですよ？　離れていても想おもえる相手がいると言うのは。放さないで下さいね。そういう強くて大事な想いほど、壊こわれてしまうのも簡単ですから」

　彼女は再び癖くせで髪かみをいじりながら言葉を続けた。髪を指に巻きつけながら話すその様子は、まるで何かの講義をしているようだった。

「……君にも、手放したくないものがあるんだね」

「そう思います？」

　聖が覗のぞき込むようにして僕を見上げた。

「そう思う」

　僕は頷うなずいた。

「わたしが手放したくないものなんて──」

　くるくると回していた指で僕の背後を指し示し、

「──せいぜいあの程度です」

　指差した先からは、見慣れた顔が近づいて来るところだった。もっともその顔は、僕の隣となりにいる少女とは違って眼鏡を掛けているし、いくらか大人びた少年のものだったが。

「こんばんは、カズヤくん」

　葛峰昂こうは、そう言って僕に挨あい拶さつした。

「こんばんは、昂さん」

　彼は名実ともに先せん輩ぱいなのだが、いまさらそう呼ぶのもおかしく思い、余計な敬語は略した。彼もそんな事は頓とん着ちやくせず、自分の姉に向かい合った。

「ふらふらと歩き回らないで欲しいな」

「ふらふらとはしていないけど？」

「揚あげ足を取らないでくれ」

　昂は溜ため息いきをついた。聖は今日の僕にしたようにして、いつもこの弟をからかっているんだろう。

　どこの家も同じか、などと思った。女姉妹は男兄弟にとって天敵だ。その図式だけは、いつの時代だって変わらないのだ。

　きっと葛峰聖を支えているのは、このもっとも身近な弟なのだ。それは、あるいは僕とミオとの関係よりも、よほど身近で親密に違いなかった。腰こしに手を当てて背の高い弟を見上げる彼女の姿を見て、自然と納得した。

「それじゃ、失礼します」

「ああ、ちょっと待ってくれ」

　二人から離はなれようとする僕を、昂が待ったを掛けて引き止めた。振ふり向いた僕に、彼は手にしたビニール袋ぶくろを差し出した。

「忘れ物」

「僕はどこにも忘れ物なんてないですけど……」

「君のじゃないよ。西周さんのだ」

　ミオの？

　どういうことだろうかと受け取ると、ビニール袋の中にはどこかで見たハンカチ包みが入っていた。

「ほんのさっきまで、喫きつ茶さ店てんで話をしていたんだけどね。なんでもあんかけパスタが美お味いしいと言う喫茶店で──」

　それは──僕がさっきまでいた喫茶店の事か？

「急に用事があるとかで出て行ってしまったんだが、それを置いて行ってしまってね」

「……それでミオは？」

「帰ったんじゃないかな？」

　僕は礼もそこそこに、ビニール袋を握にぎり締しめて走り出した。









　　　Inter Cut



「いやはや、こうも上手くいくとは」

　ソファに身を投げ出し、葛峰聖は楽しそうな声を上げた。

「めかし込んだ甲か斐いがあるわ。けどまぁ、まだまだ先制ジャブ、って程度だし、本番はこれからね」

「……」

　飲み物を持ってきた葛峰昂が、苦々しい顔で姉にコップを渡わたした。

「……姉さん」

「ん？　どうしたの、コウ？」

「こんな事をする必要があるのか？」

　昂は俯うつむき気味に、学生の二人暮らしにしては広すぎる部屋の真ん中に立ち尽つくした。

「だいたい、あの黒くろ威いがわざわざ西田のことを伝えたのだって、こうなる事を予想していたようにしか──」

「まぁ、そうでしょうね」

　聖は淡たん々たんと言い、ストローに口をつけて喉のどを潤うるおした。

「あの連中、というよりも黒威は、事態をややこしく引ひっ掻かき回して、わたしたちが右往左往する姿が楽しくて仕方ないんでしょうね」

「だったら……」

「けれど、駄だ目め」

　冷れい淡たんな声だった。

「確かめなきゃ。彼らが本物なのか。本物だったら、わたしも信じてもいい。『こんなものはどうってことない』って、ね。彼と彼女が“〝本物”〟だったら、わずかでも救われる。それがたとえ、一滴てきの雫しずくみたいに儚はかないものでも」

「……」

「それに、こんな程度でどうにかなるようなら、さっさと壊こわれてしまった方がいい。歪まないうちに、清算してしまった方がいい。とくに彼はね。ああゆうのは、歪んでしまったら、もう戻もどれなくなってしまいそうだもの」

「……だからと言って、あんな事を──」

「あんなこと？」

「だから、その──」

「ああ。『わたしを抱だいてみる』かと訊きいたこと？」

　かっとなり、彼は聖の腕うでを掴つかみ取った。グラスが床ゆかに落ちた。割れはしなかったが、まだ残っていた中身が、絨じゆう毯たんにゆっくりと滲しみ込んでゆく。

「二度と、そんな事を言わないでくれ」

　昂は搾しぼり出すように言った。我が慢まんに我慢を重ねた末の、硬こう質しつの鉱物が軋きしり合わさるような声だった。

　聖は嫣えん然ぜんと笑って見せた。危険な香かおりのする笑えみだった。

「嫉しつ妬としているの？」

「自分の身体を、大事にして欲しいだけだ」

「こんな躯からだ、傷付いたら取り換かえれば済む話よ。下手に再生させるよりは、造り換かえた方がすっきりするじゃない」

「姉さん……」

「身体と身体の繋つながりなんて、刹せつ那な的てきなものよ。それで傷付くなら、それはそれで大だい歓かん迎げい。傷付くだけ、わたしは人間らしいことの証明になるし」

「姉さん！」

「わたしが心配？　だったら──」

　掴まれた腕を支えにして、聖が身を乗り出した。昂の耳元で、ひっそりと囁ささやく。

「──だったら、あなたがわたしを傷つけなさい」

「！」

　一いつ瞬しゆんの痙けい攣れんのあと、昂は石のように固まった。そんな彼に、聖はしな垂れかかって言葉を続ける。

「これまでのようにね。ねぇ、心を鎖したって分かっているのよ？　あなた、他の女と寝ねたでしょう？」

　身を離はなそうとする昂を、聖は逆に彼の腕を掴んで引き止めた。正面から向かい合い、動どう揺ようした弟の瞳ひとみをじぃと見み詰つめる。

「あなたに説教する資格はないわよ、コウ。あなただって、わたしと同じ。葛峰昂あなたと葛峰聖わたしは同じ。同じモノなのよ」

「……」

　悲しい眼めで見返す弟を見て、聖は笑った。彼が傷ついているのが伝わってきたからだった。そうして自分もまた傷つくのを感じたからだった。己おのれの内側で流れる硝子ガラス色の血の冷たさを知るからだった。

（どうしようもない）

　心の奥おく深ふかいところで、彼女は思った。弟にも感じられようのない、自分ですら位置を見失いそうな真っ暗な精神の深しん奥おうで、ひっそりと嘆たん息そくする。

（まったく、どうしようもない。こんなことでしか自分を実感できないなんて）

　引き締しめられた彼の唇くちびるに、自分の唇を重ねた。舌先でなぞると、戸と惑まどい気味に彼の唇が開く。侵しん入にゆうする。それを彼の舌が押おし返し、そのまま自分へと侵入された。そうやって吐と息いきと唾だ液えきを交こう換かんし合う。異物を吐き出し、異物を飲み込む。

「──姉さん……」

　ごめん。

　言葉にならぬ想おもいが流れ込んでくると、聖は思わず笑ってしまう。

　何で謝るのだろう、と。

（そういう底無しの甘あまさがつけこまれるのよ）

　そう考えたところで、彼女はふと思い返す。相坂カズヤに『抱いてみるか』と訊いた時、自分は案外それでも良いか、と思った。あんな事を言うつもりは無かったのだが、この少年に抱かれてみるのも一興か、と思った。その理由が、いま何となく分かった。

（ああ、そうか。似ているんだ。彼とコウは、こういうところがどうしようもなく）

　どうしようもなく優しくて、だからとても傷つき易い。自分はあの少年が傷つく顔を見たかったから、あんな事を口走ったのかも知れない。そういう存在を求めているのかも知れない。

（まったく、ほんとうにどうしようもない）

　そんな内心とは裏腹に、彼女は熱に浮うかされた吐息を漏もらし、弟の背に爪つめを立てる。

「コウ……」

　名を呼ぶ。深く心を鎖し、もっとも近しい存在を感じ取れなくなったから、名を呼んで繋がろうとする。

「──セイ……」

　関係名でなく、個体名。その事に不安と満足が同時に沸わき起こり、その感情を嘲ちよう笑しようで包み込んだ。

　昂が許しを請こうように目を閉じた。そんな彼の額に口付けをしながら、心の中で慰なぐさめる。心の中だけで、何ど処こにも発せられぬままに。

（わたしに許しを請う必要なんてないのよ、コウ。あなたをそうさせているのは、他ほかならぬわたしなんだから……ああ、それとも──）

　神に祈いのっているのか。神に許しを請うているのか。だとしたら、それこそなんの意味もない行こう為い──救いようのない想いだった。

　神がいるなら、とっくに天てん罰ばつを受けているはずなのだ。

　救いを求め続けても、神は何も応こたえてくれなかった。

　在りもしないモノに、謝る必要なんてない。

　彼女は存在しない神を笑い飛ばそうとしたが、嘲笑は快感に流され、聖の内側で曖あい昧まいなまま漂ただよい続けた。








4th Cut

　　───擦違
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　いつもの待ち合わせ場所に、ミオはいなかった。待っていたのは石造りの鳥居に止まった、大きな鴉からすが一羽だけだった。見上げた僕と目が合うと、鴉は嘲あざ笑わらうように黒い目玉を瞬まばたかせ、艶つややかな羽を広げて飛び去っていった。片方の肢あしが途と中ちゆうで断ち切れた、一本足の鴉だった。



　教室に入ると、ミオは自分の席で本を読んでいた。鞄かばんを自分の席に置かずに、そのまま彼女のもとに向かう。

「おはよう、ミオ」

「おはよう、カズヤ」

　彼女は本から顔を上げずに声を返した。

　彼女の前の席に座る。頑かたくなに本を読み続ける彼女を、じっと見み詰つめた。

　僕の視線に気付いているだろうに、ミオは顔を俯うつむけたまま上げようとしなかった。長めの前まえ髪がみが彼女の目を隠かくしがちで、表情をうまく読み取る事が出来なかった。両手の指が紙製のブックカバーが掛かかった表紙に、計ったみたいに揃そろえて添そえられていた。左手首に目を馳はせ、そこに何も巻かれていないことにほっとした。

「……昨日、君の家に行ったんだ」

「そう」

「チャイムを押おしても出なかった」

「そう」

「家にいなかった？」

「散歩していたの」

「夜の七時に？」

「そうよ」

　ブツ切れの言葉を、本を読みながら繰くり返すミオ。そういう受け答えは慣れたものだが、今日の彼女の声は淡たん々たんと評すには硬かたすぎた。

「……昨日、僕が聖せいと──」

「……」

「──葛くず峰みねさんと会っている店に来たんだろう？」

　聖と呼び捨てた瞬しゆん間かんにミオの耳が『ぴくっ』と動き、何となく言い直す。するとミオはますます体温の抜ぬけた声で「ええ」と答えた。

「……声を掛けてくれれば良かったのに」

「楽しそうだったから、お邪じや魔まするのも悪いと思って」

「……間ま違ちがってたらすまないけど──怒おこってる？」

「別に。あなたが何ど処こで誰と会おうと、私がどうこう言える権利なんてないもの」

「……」

　取り付く島がないとはこの事だ。というか、ここまで剣けん呑のんな雰ふん囲い気きのミオははじめて目にする。

「……別に、なんか変な事で会っていたんじゃないよ？」

「そう。それにしては、葛峰さんはずいぶんとお洒落しやれをしていたようだけど？」

「僕をからかって楽しんでたんだろう。ただ会って、話をしただけだよ」

「……そう」

　ミオはぱたんと本を閉じ、ようやく僕に目を向けた。

「それにしては、楽しそうだったけど？　私と葛峰先輩が座っていた席には何も聞こえてこなかったけど、傍はたから見たら仲の良いカップルみたいだったわ」

　南極点の氷みたいな硬く冷ややかな表情は、思わず平謝りしてしまいそうになる。反射的に発せられそうになる謝罪の言葉を、喉のどにぐっと力を入れて押し留とどめた。

　僕は謝らなければいけないほどのことはしていない──と思う。

「──それで、どんな話をしたの？」

　ミオが硬い声で問い質ただす。机に置かれた本の表紙をとんとんとんと忙せわしなく指で叩たたき、微び妙みように僕の目線から外れた位置──僕の喉のど元もとあたり──を見ていた。

「……まぁ、普ふ通つうの話を」

　当たり障さわりのない返事をした。そうするしかなかった。

　喫きつ茶さ店てんにミオが入って来たことに僕が気付かなかったということは、あのノートを見ていた時だ。そうでなければ、さすがに気付いていた筈だ。『Case of Mio Nishiamane』と題された、あのノート。ミオにとって、もっとも忌いまわしい傷か痕こが貼はり付けられたノート。そんなものを見ていたとは、言える筈はずもないし、言いたくもなかった。

「……」

　ミオは僕の答えが気に入らなかったらしく、

「……そう」

　聞こえるか聞こえないかの小さな声でそれだけ言って、再び本を開いた。本の表紙が僕の目の前に掲かかげられ、ミオの顔は分厚い哲てつ学がく書しよに遮さえぎられた。

「……君が怒るのも、まぁ、もっともだと思うよ」

　僕は溜ため息いきを吐つきたくなるのを我が慢まんしたが、ぼやくような調子になったのはどうしようもなかった。

「黙だまってた、というか、半分隠れるようにして彼女と会ってたのは、後ろめたくもあるけど──そこまで怒ることか？」

「……何も分かってないのね」

　本がずらされ、ミオの瞳ひとみが僕の目に入る。顔の下半分は隠されたままだったが、身を切られそうな冷たい眼めを見れば十分だった。

「私は、あなたが私以外の女性と会っていたとか、そんなことで怒っているんじゃないの。葛峰聖と会っていた事が、何よりも許せないの」

「……何な故ぜ？」

　すこしばかり身を引きつつ、引き攣つった喉を叱しつ咤たして擦かすれた声を出した。

「だって、あなたと彼女が会ってする話なんて、十中八九──」

「おはようございます」

　横から掛かけられた明るい声に、僕もミオも反射的に振ふり向いた。

　問題の人物が、ぎしぎしした空気なんて歯し牙がにもかけない笑え顔がおで立っていた。















「カズヤ、昨日は付き合ってくれてどうもありがとうございました」

「あ、ああ。葛峰さんも──」

「葛峰？」

「──聖も、昨日はわざわざありがとう」

　葛峰聖は、いまにも罅ひびが入りそうな僕のものとは打って変わった柔やわらかな笑みで「どういたしまして」と頷うなずいた。

「西にし周あまねさんも、おはようございます」

「……オハヨウゴザイマス」

　再び本で顔を覆おおったミオが、潤うるおいの感じられない声で返事をした。まるで黒板を引ひっ掻かいた擦さつ過か音みたいな声に、僕の首筋がひやりとした。

「昨日はカズヤさんをお借りして申し訳ありませんでした」

「……イエ」

「けれど大だい丈じよう夫ぶですよ？　彼、あなた一筋のようですから」

「……そう」

　ミオの声が、少しだけ緩ゆるんだ。詰つまったようだった僕の胸のつかえも「ほっ」と緩んだ。

「ちょっと意地悪かな、と思いつつ、試ためすような事を言ったんですけど、全然なびきませんでしたし」

「……そうですか」

「ええ。なかなかいませんよ？　『わたしを抱だい──』」

　考える間もなく、素早く最小限の動きで立ち上がって聖の口を塞ふさぎ、腕うでを取って教室の隅すみに連れて行った。何の思考が挟はさまることのない、極めて迅じん速そくな対応だった。

「……なんてこと言おうとしてるんですか？」

　小声で問い質ただすと、聖は肩かたを竦すくめて、

「いえ、なんか険悪そうでしたから、完全に誤解を解いておこうと思って」

　笑いを含ふくんだ忍しのび声で耳打ちした。

「なんかあのあと弟に聞いたら、ミオさん、とても苛いら々いらしていたそうですから。誤解させたままだと不味いと思いまして」

「だったら、あんなその場のノリで言ったような事まで言わないでくれ……」

「あら？　口が滑すべったのは本当ですが、さすがにわたしも、かけらも好意がなければあんな事言いませんよ」

「────」

　眉み間けんの辺りに頭痛を感じた。「何やってるんだ、僕は……」と、我慢してきた溜息を深々とついた。

「ところで──こんな風にひそひそ話をしている方が、よっぽど誤解されると思うのですけど？」

　はっ、として振り返ると、ミオは背中に不ふ機き嫌げんなオーラを背負って、僕を完全に眼中の外に置いていた。本を握にぎる手が、不自然なほど力んでいた。

「…………」

「まぁ、人生山あり谷ありですから」

　山を拵こしらえて谷を掘ほった張本人が、がっくりとした僕の肩を、止とどめを刺さすように叩たたいた。

　溜息をつくのと同時に、朝の予よ鈴れいが鳴り響ひびき、僕は未練めいた目でスピーカーを睨にらみ付けた。
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　なかなかミオと話す機会が掴つかめなかった。文化祭が近い所せ為いで仕事に追われていたし、ミオもそれは同じだった。文化祭は来週の土日に迫せまっていたし、隣市の県立高校の文化祭もこちらの日程に近い事もあって、競い合うような空気が生まれていた。僕らのクラスは一年生にして人気の企き画かくを勝ち取ったので、それ故ゆえに気合もあった。僕もミオも、そのクラスの潮流に否いや応おうなく流されていた。

　……けれど。

　実際には、望んでそうしていたのかも知れない。

　黙だまってミオの過去を知ろうとした僕には後ろめたさがあったが、それにしたってあそこまでツンケンする必要があるのか、と納得できかねないものがあった。気まずい空気を作った発ほつ端たんは僕にあるだろうが、別に彼女を蔑ないがしろにしたわけではないのだ。こんな事を思うのは勝手だとは思うが──「こっちの気も知らないで……」と感じずにはいられなかった。

　さらに、ここ最近見る夢が、確実に僕を鬱うつな気分に傾かたむけさせていった。

　影かげの夢だ。

　僕の部屋で、じっと僕を見つめる影。そいつと睨み合う夢だ。

　いつの間にか、影は随ずい分ぶんと人間らしさを備えていった。ぼやけていた輪りん郭かくが明確になり、でこぼこだった躯からだが緻ち密みつに彫ほり込まれていった。声も、だんだんと僕の耳に届き始めた。そうしてくると、影は僕を嘲あざわらっているのが分かってきた。濃のう密みつな嘲ちよう笑しようの気配を、奈な落らくの底みたいに暗い口こう腔こうから止め処どなく吐はき出しているのだ。夢だと分かりつつも、だんだんと精密さと正確さを増す影は、夢の中でしかありえない光景なのに、不気味なほどの存在感リアルだった。

　目を逸そらすことは出来なかった。耳を塞ぐのも同様に。もとよりこれは夢ヒユプノスなのだ。これ以上の深い眠ねむりは永遠の眠りタナトスだけだ。だから相対するしかなく──逃にげようがなかった。

　やがて夢の中の部屋に曙しよ光こうの気配が漂ただよい始め、そうして僕は現実に目覚める。薄うす暗ぐらい部屋の中を見回して影がいないことを確認し、現実なのだと知ってほっとした。



　気だるげな歩みの僕を、時間が早足で置き去りにしていった。



　　　※　※　※



「──つーかさ。止めて欲しいんだよな、ホント」

　仕切り用のパネルを抱かかえ直しつつ、明あきらが言った。

「夫婦喧げん嘩かってヤツはさ、見てるこっちが『やれやれ』って感じてしょうがねーんだよな」

「夫婦喧嘩なんてしていない」

　パネルを縦に回転しつつ持ち直し、僕が濾過フイルタリングできぬ苛いら立だちの滲にじんだ返答をした。

「大体どこに夫婦なんているんだ」

「アホか。それそのものだろが。気になって気になってしょうがないのに、気になって気になってしょうがないから無視しようとして──典型的過ぎて茶化す気も起きないぜ」

「ならほっといてくれ」

「そうもいかないだろ？　分かり易すぎて、見てる方が疲つかれるんだからな」

　階段の踊おどり場で一息つこうとパネルを置き、明と僕は隣となり合って壁かべに寄りかかった。近いからと幅はばの狭せまい階段を選んだが、これだったら中央階段を使った方が良かったかも知れない。もっとも、こうしてあまり人も通らないのだから、あっちはあっちで人通りの多さで、かえって運び辛づらかったかも知れない。

　遠くから漂う喧けん騒そうをぼんやりと聞きながら、踊り場の窓から空を眺ながめた。魂たましいが躯から抜ぬけ出て飛びたがるような、そんな濁にごりも汚よごれもない秋晴れの蒼そう穹きゆうが、高く高く、大きく広がっていた。あんな空を飛んで下界を眺めたら、小さな悩なやみや下らない劣れつ等とう感かんなんて、綺き麗れいさっぱり流れ去るだろうに。

「──晴れてるな」と明が呟つぶやいた。

「そうだな」と僕が言った。

「けど、明日か明後日──週末には雨になるそうだ。天気予報でそう言ってた」

「へぇ」

「あんまり長引いて欲しくないよな。雨が降ってばかりいると、デートに誘さそいにくいし」

「デートに誘うような人がいるのか？」

「いんや？　世間一いつ般ぱん的てきな問題として」

「まどろっこしいな」

　秋空を横切る鴉からすを見ながら言い返した。あの鴉はちゃんと足が二本あるだろうか、などと思った。

「さっさと言えよ」

「葛峰が原因なんだろ？　お前と西周の喧嘩」

　問うのではなく、確認するような口調だった。

「今週の月曜、西周が葛峰昂こうと一いつ緒しよに居たって言うが……お前はお前で葛峰聖と会っていたようだな」

「…………」

「あの二人、お前と西周が目的で転校してきたんじゃねぇの？」

「お前がそう思うんなら、そうだろうさ」

「……ふぅん。ま、続けるぞ。俺が思うところ、あの二人のはじめの目的は西周で、お前は彼女の付属として興味を持たれた。そんなところだろうな」

「…………」

「お前と西周な。このまま別れるんなら、その方がいいかもな」

「なに？」

　僕はようやく明に向き直った。

　明は空を眺めつつ話を続けた。

「俺には詳くわしいことは分からん。西周が刺さされたって噂うわさも、お前がヤクチューに腕うでをやられたって言うのに傷一つ残ってねーのも、はっきり言ってどーでもいい。詳しく知りたくもないしな」

「……意外だな。情報通を気取ってるお前が」

「情報通を気取ってるからさ。ダチやその彼女のことを暴き立てんのなんか、嫌いや気けが差してできるかっつーの。誰だって脛すねに傷抱えてんだ。わざわざダチのまで知ってどうするよ。ダチだからこそ、知らなくてもいいことがある」

「……」

　明の言葉は僕の行こう為いを非難しているように感じた。明はそんな気はさらさらないのだろう。ただ、自分の信条を語ったにすぎない。

　だからこそ明の言葉は、僕の胸を抉えぐった。

「西周は、いいやつだと思うよ。手首切ってたことなんて、ぜんぜん関係なくな。はじめはお前が西周と付き合うのに違い和わ感かんばっかだったが、いまじゃ似合ってると思う……けどな、そんな本人の善よし悪あしとは関係ないトコロで巡めぐるモンがある。否いや応おうなく背負わされるモンがある。西周は、明らかに背負ってるタイプだ。でかくて暗いモンをな。普ふ通つうに生きてたら、背負う必要もないモンだ」

「……」

「このままだと西周の背負ってるモン、お前も背負わなきゃならなくなるぞ？　いや、もう背負いかけてるんじゃねーのか？　今回のギスギスしだした発ほつ端たんだって、それが原因なんじゃねーのか？　なら、このまま引き返すのもひとつの選せん択たくだ。今なら引き返せるんだろうからな。このままだと──引き返せなくなるんじゃねーのか？」

「……随ずい分ぶん、ずけずけとものを言うな。自分で『何も知らない』と言っておきながら」

　声に険が入る。それを止められなかったし、止めようという気も起こらなかった。『何も知らないくせに』と、黒い感情が腹の中でぐるぐるととぐろを巻いていた。

「そうかもな」

　横目に僕を見る明は、淡たん々たんとしたそっけない口調を崩くずさなかった。あくまで冷静なままだった。

「けど、知らないから言える事もある。“〝知っている”〟なんてのは、所しよ詮せんは自己満足だ。そんなモンがあっても、救えない時には救えない。そんなモンなくても、救える時には救える。そんなもんだろ？」

「……」

　僕は奥おく歯ばを噛かみ締しめて黙だまり込んだ。両の手が、ぎりぎりと拳こぶしを握にぎり締める。

　分かっている。そんな事分かっている。何も知らないはずの明の忠告が、ことごとく僕の置かれた状じよう況きようを言い当てているのだから。

「……お前には、分からないよ」

　結局僕は顔を背そむけ、窓の外の空を見上げるしかなかった。どうしようもなく情けない言葉しか、出てこなかった。

「そうか」と言って、明も空を見上げた。

　秋の空は、何事もなく澄すみ渡わたっていた。



　仕事が終わって教室内を捜さがしたが、ミオの姿は見つからなかった。彼女と同じ『作る組』のクラスメイトに聞くと、すでに帰り支じ度たくを整えて帰ってしまったそうだ。

「相あい坂さかくん、浮うわ気きしたんだって？」

　クラスメイトの女子たちが、僕を取り囲むようにして問い詰つめた。

「浮気なんかしてないよ」

　辟へき易えきしながら言うと、彼女たちは眉まゆを顰ひそめて一歩詰め寄った。

「あのね。浮気をしたんじゃないかって女の子に思わせる時点で、男が一方的に悪いんだからね」

「はやく謝っちゃったほうがいいよー。文化祭までには仲直りしてね。彼女の淹いれる紅茶は、我わがクラスの目玉なんだから」

　四方からぶつけられる謝罪要求を何とかやり過ごすと、僕は急いでミオの後を追った。謝れだの何だの言っていたが、そのせいで謝る機会が奪うばわれそうだった。

　校門の手前で見慣れた後ろ姿を見つけ、息を切らしつつ「ミオっ！」と呼びかけた。自分で思っていた以上の声が出て驚おどろき、振ふり向いた彼女も驚いた顔をしていた。

「──どうしたの？」

　いつもの無表情めいた顔に戻もどったミオは、すこし身を退ひく様にして僕に問い掛かけた。やっぱり避さけられているように思えて暗い気分になりかけたが、努めて平静な声で「一いつ緒しよに歩こう」と言った。ミオは顔を俯うつむけてしばし逡しゆん巡じゆんした後、とても小さく頷うなずいた。

　三日ぶりに、僕はミオと隣となり合って帰き途とに付いた。けれどそれは、いままでのものとは明らかに違ちがった。

　僕もミオも、互たがいの顔色を窺うかがっていた。気にしすぎている。それが一番の違いだ。これまではお互いの存在が感じられればそれだけで満足だったのに、今はそれだけでは足りないのか不安なのか。それ以上の何かを求めつつ、それが何なのかを掴つかめずにいた。

「……ミオ──」

「……カズヤ──」

　同時に振り向いて掛け合った互いの言葉は、それぞれを邪じや魔ましているかのように重なってしまった。続けようとした言葉は喉のど元もとでせき止められたまま、切れ切れになって霧む散さんした。

　再び沈ちん黙もくが訪れ、それはミオの家が見えてくるまで続いてしまった。

「……じゃあ」

　そう言って鍵かぎを取り出すミオに、僕はもう一度呼びかけた。ただ呼びかけることに、少ないながらも覚かく悟ごが必要だった。

「明日の放課後、どこかに行かないか？　文化祭前最後の週末という事で、作業は休みになってるだろ？」

「残念だけど、明日は約束があるの」

　鞄かばんの中から鍵を取り出したミオが、背中越ごしに、僕を見ないままに言った。

「また、今度ね」

「……なぁ、いい加減にしないか？」

　僕は少しだけ苛っとして言った。

「君に黙って、葛峰聖と会ったのは、確かに軽率だったかも知れない。けど、別に変な事があったわけじゃない。君を蔑ないがしろにしたわけでもない。そんなにいつまでも嫉しつ妬とじみた対応は止めてくれ」

「嫉妬？」

　ミオはまるで予想外の言葉を聞いたような顔で振り向いた。しばしその顔で固まったあと、

「──そうね」

　と目を細めて呟つぶやいた。

「それもあったかも知れないわね」

　目を細め、薄うすく笑った彼女の顔は、我が慢まんした末の泣き笑いに見えた。

　後こう悔かいした。もっともその後悔が、かすかに湧わき上がった苛いら立だちにか、それとも感情を抑おさえられなかった自分自身に対してなのかは判然としなかった。それをじっくり考える暇ひまもなかった。

　ミオはすぐに僕へと背を向けて玄げん関かんを解かい錠じようし、さっさと扉とびらの向こうへと消えてしまおうとしていた。

「約束って、人と会うのか？」

　後悔したばかりの僕の口から出てきたのは、結局そんな言葉だった。

「……ええ」

　ミオは振り返らず、機械的な声こわ音ねで返事をした。

「誰と？」

「誰とでもいいでしょう？」

「葛峰昂か？」

　と僕は問うた。

「僕が聖と会ってた時、君は彼と会っていたんだろう？　そんな簡単に、彼らと一人で会って、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「嫉妬しているのは、あなたの方なのじゃない？」

　やはり振ふり返らず、ドアに手を掛けたままのミオが言う。

「……答えになってない」

「答える必要はないわ。あなたが黙だまっていたように」

　それだけ言うと、ミオはドアを開いて玄関を潜くぐった。金属製のドアは、彼女の後ろ姿を余よ裕ゆうを持って僕に見せ付けてから、最後の数センチで勢いを増して「バタンッ」と音を立てた。

「……くそっ」

　なんの捻ひねりもない罵ば倒とうを空に吐はいた。高く澄すんだ蒼そう穹きゆうは、僕の内心なんかとは関係なく穏おだやかだった。皮肉なくらい、雲ひとつなかった。

「…………無理なのかな」

　弱々しく溜ため息いきをついた。溜息ばかりついているなと思っても、押おし留とどめる事は出来なかった。

　僕ではやっぱり無理なんだろうか、と思った。

　僕みたいな、なんら特別なところのない、下らない悩なやみしか持ってない普ふ通つうの少年が、彼女を理解しようとするなんて無理なのだろうか。

　そんなことを思い、やっぱり僕は、立ち尽つくして溜息をつく。

　溜息をついて、答えを何ど処こまでも先送りした。

　考える気力を、自分から無む為いに吐き出していった。



　　　４



　朝は晴はれ渡わたっていた秋の好天は、あっという間に暗あん澹たんたる曇どん天てんに変わった。リバーシブルジャケットのように、くるりと青と黒とがひっくり返る。景色を見るのに、自然と眼めが細まった。

　なんとも尾び行こう日和びよりな天気だ。

　笑えもしない冗じよう談だんを胸中で嘲ちよう笑しようし、ミオの後を追い始めた。彼女は学校から出た後、駅の方へ向かっていた。結構な距きよ離りがあるが、バスにも乗らず徒歩で進んで行く。一度も後ろを振り向かない、背中を押されて急せかされているような歩き方だった。

　三十分以上もかけて歩き続けて駅に辿たどり着くと、ミオは駅ビルの中を当て所どなく巡めぐっていった。フラワー・ショップの前で立ち止まったり、地下の食品売り場で紅茶を選んだり。ビル内の本屋で文庫本を二冊買うと、その向かいにある喫きつ茶さ店てんに入った。僕は書店で立ち読みをするふりをして雑誌で顔を隠かくしつつ、通路とガラス二枚越ごしに、ミオを観察し続けた。

　ミオは窓側のカウンター席に座り、黙もく々もくと本を読んでいた。いつか僕が薦すすめた作家の短編集だった。そんな些さ細さいな事が、何な故ぜか泣きたくなるくらい嬉うれしく思えた。かなり長い時間、ミオは喫茶店で本を読み続けた。飲み物を三杯ばいお代わりし、買った本を二冊とも読みきってしまった。手て持もち無ぶ沙さ汰たになった彼女は読み終わった文庫本を読み返しつつ、ちらちらと腕うで時ど計けいを気にしていた。ここまでの行動は、あくまで時間つぶしだったらしい。

　僕の足が棒のように硬かたくなって感覚も危うくなりだし、ようやく彼女は喫茶店をあとにした。僕も時間を確認すると、いつの間にやら七時を過ぎていた。本屋から抜ぬけ出しつつ、遅おそくなる旨むねのメールを妹に送信した。

　外はすでに真っ暗になり、雨も降り出していた。秋雨らしい、しとしととした、間断のない雨だった。ミオは鞄かばんの中から折り畳たたみ傘がさを取り出し、駅前繁はん華か街がいの方向へ歩き出した。僕も鞄を頭に掲かかげてあとを追ったが、色とりどりの傘かさが邪じや魔まをして、油断をすればすぐに見失ってしまいそうだった。

　交差点の信号が点てん滅めつしだし、走って渡りきろうとすると、その手前で人にぶつかって、ぶつかった人が歩道に倒たおれてしまった。

「あっ、すみません」

　反射的に謝って、突つき飛ばしてしまった人物を見て驚おどろいた。僕と同年代の、学生なのだが、いかにも喧けん嘩かの後みたいにひどい顔をしていた。絆ばん創そう膏こうが貼はられ、目や口元に青あお痣あざが出来ていた。喧嘩なんてしなさそうな端たん麗れいな顔立ちなだけに、余計に傷が目立っている。

「……いえ。こちらこそすみません」

　喋しやべりにくそうながら、彼の方も謝った。どうにも身体の方もぼろぼろらしく、制服も汚よごれが目立っていた。彼が立ち上がろうとするのを手伝うと、制服についた校章が目に入り、“〝県立”〟の二年生である事がわかった。

「……悪いね。前を見てなくて」

　その先せん輩ぱいは顔を顰しかめつつ、気にしないでくれと笑い掛かけてくれたが、突き飛ばした事実よりも彼の姿で、僕はとてもいたたまれない気持ちになった。

　彼は傍かたわらに目をやった。そこにはいつの間にか、一人の少女が立っていた。僕が気付かないだけでずっと居たのかもしれないが、その小こ柄がらな少女は幽ゆう霊れいみたいに憔しよう悴すいした顔をしていて、存在感がとても薄うすかった。

「急いでいるようなのに、邪魔してすまなかった……行こう、トモエ」

　少女の手を取って、彼も人ごみの中に消えていった。

「……」

　明らかにワケありの彼らに気が向いてしまい、信号はとっくに赤に変わっていた。もちろん、ミオの姿も見失っていた。もっと気をつけていればと思ったが、今いま更さらそんな事思っても遅かった。

　ミオが歩いていった方へと走って、僕は当てもなく彼女の姿を捜さがした。けれど週末の繁華街は人通りが多く、たった一人の少女を見つけるなんて無む謀ぼうだった。着実に雨が制服に滲しみ込んで、仕方なく足を止めて雨宿りした。デパートの軒のき先さきで、ひとまず顔と髪かみを拭ふいた。

「なにやってるんだ、僕は……」

　座り込みたくなるのを、膝ひざに手をついて何とか我が慢まんした。けれど、溜ため息いきが漏もれるのは我慢できなかった。

　情けなくて仕方がなかった。女の子を付け回して、見失ってみっともなく捜し回って……

「……雨の日は、ろくな事にならない……」

「雨の日がなんだって？」

　ひとり言に答えが返ってきて顔を上げると、明が腕うでを組んで僕を見下ろしていた。

「何やってんだよ？　捨てられた犬みたいな顔してんぞ？」

「……僕は犬より猫ねこ派だから、撤てつ回かいしてくれ」

　戸と惑まどいつつ、いつもの調子の明に、ほんの少しだけ安心した。

　明は僕の返しにかるく笑って、

「知ってるか？　猫派って言ってるヤツ自身は犬属性で、犬派って言うノは猫属性なんだよ。俺の知る限りにおいてな──んで、俺の予想を述べるとだな。お前は西周を浮うわ気きが心配なヘタレ男のごとく付け回し、挙句の果てに見失っちまった、と。そういうことでいいのか？」

「……」

「ベタだなぁ、お前」

　腕を組んだまま肩かたを竦すくめると、明は「こっちだ」と言って僕を先導した。僕はそれに慌あわてて付いて行く。

「ミオが会う約束してたのはお前だったのか？」

「いんや。俺は仲ちゆう介かい役やくなだけ。西周に頼たのまれてな。あんな顔されたら、そりゃ聞かないわけにはいかんだろうさ」

「……どんな顔を？」

「そりゃ、自分で確認しな」

　明がそう言って指差した先に目を向けると、傘かさを差した少女が二人、目を丸くして僕を見ていた。

「カズヤ……」

　一人はもちろんミオだった。そしてもう一人は──

「ひどい顔だな？　死に損そこねたドザエモンみたいだぞ？」

　情け容よう赦しやない言葉を掛けたのは、茶色い髪をざっくりと切り払はらった、猫目の眩まぶしい少女だった。男物のシャツとジーンズを着ていて、伝法な口調同様に女性らしさは何ど処こにもなかった。なのに、自然と目を引く陽性の雰ふん囲い気きがあって、雨で灰色に滲んだ景色の中、彼女の周りだけははっきりと色付いているように感じられた。

「沙さ姫きの部べ先輩……」

　僕も呆ぼう然ぜんとして、中学時代から何かと世話になっている沙姫部みさき先輩を見み詰つめた。

　先輩は半はん透とう明めいなビニール傘がさを頭に翳かざしつつ、僕とミオとの間で何度か視線を行きつ戻もどりつさせた。先輩はおもむろに頷うなずくと、

「おい、明。お前、ミオちゃんを送ってってやれや。相坂。お前、ちょっとそこまで顔貸せ」

　と一方的に言った。なんの反論も許さない、決定事じ項こうの匂においをたっぷりと感じさせる言い方だった。

「ミオちゃんもいいね？　あんなので信用ないかもしれないけど、一応安心して。私の言葉には絶対服従だから」

　話しかけられたミオは引き攣つった顔で曖あい昧まいに頷き、顔を何とか無表情に戻して僕を見た。けれどその顔は無表情には程遠く、涙なみだか溜息を我慢しているようなふらふらとした気配が滲み出ていた。

「はいはいー、お前はこっちだ」

　沙姫部先せん輩ぱいが僕の襟えりを掴つかみ、見み掛かけの細ほそ腕うででは考えられないような牽けん引いん力りよくで僕を引き摺ずって行く。

　首を痛めそうな角度で振ふり向くと、ミオが口を開いて何かを言いかける姿が見えたが、すぐに人ごみの中に紛まぎれてしまった。



「雨の日は、なんか色々拾うんだよなー」

　珈琲コーヒーの匂いとともに、触さわりの良い声が漂ただよってくる。

「以前、どこかから逃にげ出したらしい子犬を拾って飼い主から礼として高級茶ちや菓が子しを貰もらったのもそうだし、違い法ほう投とう棄き所で業務用洗せん濯たく機きと乾かん燥そう機きを拾ったのもそうだし、興味半分でたまたま拾ったエロ本に一万円が挟はさまってたのもそうだった」

　僕は座ったソファの横に置かれたブックラックを見た。どう考えても裏本としか思えない過激な雑誌が、《文藝春秋》や《現代女性》の間に突っ込まれていた。次に背後を見た。今現在稼か働どう中の乾燥機には、コイン投入口がちゃんとくっ付いていた。

「そんでもって、途と方ほうにくれた迷子を拾うのも、雨の日が多いんだよな。雨女なのかねぇ、私は」

　磨すり硝子ガラスの衝つい立たての隙すき間まから、二人分の珈琲カップを持って沙姫部先輩が現れた。先輩は僕の向かいのソファに腰こしを下ろすと、真っ黒な珈琲がなみなみと入ったカップをテーブルに置いた。礼を言って一口飲むと、コーヒーと評するには苦すぎる液体に顔が歪ゆがんだ。

「不味いことで有名な珈琲抽出機コーヒー・メーカーなんだよ。この物件見つけたときさ、美味い珈琲を出したら駄だ目めだと思ったんだよねぇ。不味い珈琲は、ハードボイルドには必要不可欠でしょ」

「それは先輩の偏へん見けんです。それに前来た時は、ちゃんとした珈琲だったじゃないですか」

「そりゃ使い分けるさ。たまには普ふ通つうの珈琲を飲みたいからね。いずれにしても、目は覚めただろ？」

　ウィンクし、先輩も不味い珈琲を飲み始めた。慣れているのか、かなり速いペースで喉のどに落とし込んでいった。

　羽板がわずかに開いたブラインドから、雨の降る町並みが見える。その景色だけでも、確かにハードボイルド映画のワンシーンみたいだった。

「そういえば沙姫部先輩は、なんでこんな場所に住んでるんです？」

　今いま更さらな疑問をぶつけると、先輩は実にあっさりと答えた。

「中学の時にも言ったろ？　親が嫌きらいで、叔お父じの家へ逃げ込んだって。で、その叔父ってのが不動産の仕事しててね。この事務所が管理物件の一つだった、ってワケ。前まで入ってた会社のセキュリティーもまだ生きてるんで、女の一人暮らしにも安心だろう、ってね」

　珈琲を飲み干し、足を組んで僕に向き直ると、先輩は少し目つきをきつくした。

「ミオちゃんと喧けん嘩かしたみたいだね」

「……まぁ」

「あとで明に礼を言っておけよ？　私にミオちゃんが相談があるらしいって言ってきたのはあいつだからな。明のヤツ、けっこう心配してたみたいだぞ」

「……」

　恥はずかしくなった。

　明は昨日、『西周と別れたほうがいいのかもな』なんて言って置いて、ミオに頼まれたことをちゃんと実行したのだ。

「まぁ、それでミオちゃんから色々お前について相談を受けたわけだが……彼女もね、お前に冷たい態度とって後こう悔かいしてたぞ？　『何もあんな風な言い方しなくても良かったんじゃないか』ってな」

「……」

「彼女に黙だまって、女と会ったんだって？」

「別に、変な事情があるわけじゃありませんよ」

「そりゃそうだろ。お前は浮うわ気きとか二ふた股またかけられるような器用な人間じゃないからな。けど、ミオちゃんに関係した事情があったんだろ？」

「……」

「自分に関係した話を、自分の彼氏が他の女と話してたとしたら、そりゃ嫌いやな気分になるだろうさ。陰かげ口ぐち、とまではいかなくても、疎そ外がい感かんを持ってしまうだろうさ」

「けど、僕はミオを蔑ないがしろにしたワケじゃ──」

「それはまったく関係がない」

　沙姫部先輩は即そく座ざに切り捨てた。

「相手を思いやった事であろうと、結果としてその思いやった相手を傷つけたのなら、心情なんてのは関係ない。逆に曲くせ者ものだぞ？　傷付けたけど思いやりがあったのだからしょうがない、なんて考え方は」

「……」

「なんてか、あんたら不器用だね」

　沙姫部先輩は苦笑いして肩かたを竦すくめた。

「まったくさ。もっと明け透すけでいいじゃん？　人生は短い。いつ何ど処こで、何があるか分からん。だったら、遠えん慮りよするだけ損てもんじゃないか？　後悔するよ？」

「後悔しない為ためにも、慎しん重ちようにゆくべきだと思うんですけど……」

「そういう所は、そうそうすぐ変わらないか。なぁ、相坂。あんた、ミオちゃんが好きか？」

「好きです」

　間かん髪はついれずに言った。そんなの、考えるまでもない。

「愛してる？」

「ええ」

「彼女といたい？」

「当然です」

「彼女に触ふれたい？」

「そりゃもう」

「彼女を抱だき締しめる為なら千せん尋じんの谷にダイヴできる？」

「グランドキャニオンでもマリアナ海かい溝こうだろうと」

「だったら、何を考える事がある？」

『しょうがないなぁ』とほろ苦く笑い、人差し指で真まっ直すぐ僕の顔を指差して先せん輩ぱいが続けた。

「下手の考え休むに似たり。大体私に言わせりゃね、男なんてどいつもこいつも莫ば迦かなんだよ。もう、底無しにね。そんなの歴史を見れば証明される」

「断言ですね」

「だってそうだろう？　歴史なんてのは、阿あ呆ほうな男どもが創つくってきたんだからね。歴史上の偉い人じんなんざ、どいつもこいつも莫迦ばっかりさ。女はそんな莫迦な男を手玉にとって、退たい屈くつ紛まぎれに絹でも引き裂さいて生きているのさ。賢さかしさは女だけの特権だ」

「とんでもない女じよ尊そん男だん卑ぴな考えに聞こえますけど……」

　先輩は身を乗り出し、僕の額を直接とんとんと指先で小こ突づいた。

「バーカ。逆に言えばな、莫迦と阿呆は男だけの特権なんだよ。男だけが、莫迦でも許されるんだ。そんな折角の権利を放ほう棄きしてどうするよ？　色いろ恋こい沙ざ汰たぐらい莫迦にならないで、いったい何処で莫迦になるんだ、お前は？」

「けど、僕は──」

「言い訳厳禁！」

　一いつ瞬しゆんのうちに、先輩は、僕の口をがしっと掴つかんだ。唇くちびるどころか顎あごすら動かせなくなった。

「言い訳ひとつで、百年の恋こいも一瞬で冷める。言い訳する口があったら、その分『好きだ』の三文字言う方がよっぽど効率的で経済的だぞ？」















「……」

　返事しようにも頷うなずこうにも、がっちりと頭部を固定されていて、僕は瞬まばたきぐらいしか出来なかった。そんな僕に構わずに、先輩は話を続ける。

「そして最低の言い訳が、『君の事を思ったからこそ』なんてヤツだ。言い訳が必要とされる時点ですでに相手の思いを裏切ってんだから、そんなの恥はじの上うわ塗ぬりだ。中ちゆう途と半はん端ぱに小こ賢ざかしい真ま似ねするのが一番萎なえるんだよ…………分かった？」

「──」

　なんとか喉のどの奥おくで呻うめくと、先輩は一つ頷いて僕の顎を放し、入れ替かえに携けい帯たい電話を差し出した。いつの間に抜ぬき取ったものやら、僕のポケットに入っていたものだった。

「分かったなら、さっさとミオちゃんにデートの誘さそいを入れるんだ」

「────はい？」

「デートだよ、デート。明日にでも早速。映画でも買い物でも散歩でも、何でもいいからデートしようと言うんだ。ほれ、さっさとかけな」

「そんな急に……」

「思い立ったが吉きち日じつだろ？　時間を掛かければ何かが変わる、良い結果になるなんてのはな、宇宙人を探し出すよりも低い希望的観測だ。物事には機会というものがある。そしてこういうのはな、早けりゃ早いほどいいの。ほれ、さっさとしろ」

「さっきは引き離はなしたくせに……」

「さっきはさっき。いまは現イ在マ」

　頬ほおにぐりぐりと押おし付けてくる携帯を受け取り、登録しておいたミオの携帯番号にコールする。第一声を決定する暇ひまもなく、電波はすぐに繋つながった。

『──何？』

「ミオか？」

『他に誰がいると言うの？』

「いや、まぁ、そうなんだけど……」

『何か用事？　またスサノオが行方不明になったそうだけど、彼を捜さがす手伝いかしら？』

「良く知ってるね」

『良りよ雨うさんに聞いたの』

　あなたにではなく、なんて言葉がくっ付いていないのが逆に不自然になるような言葉の切り方だった。

『それで？』

「ああ、うん。えーと──」

　ちらりと横を窺うかがうと、沙姫部先輩は片目を閉じて口をへの字にし、「早くしろよ、このノロマ！」という感じに手を振ふっていた。

「──その、明日、暇、かな？」

『明日？』

　ミオの語ご尾びがわずかに上がり、ためらいがちに『暇、だけど……』と伝えてきた。

「急な話なんだけど、明日会わないか？」

『え？』

「その……何をどうするかは決めてないんだけど、その……」

　横から苛いら々いらとした足あし踏ぶみの音。

「……デートしてください……」

　急せかされた末の言葉を、脳内で何度も何度も後こう悔かいする。こんな直接的な言い方があるか。だんだん顔が熱くなってきて、電話を放り出して頭を抱かかえたくなった。

『………………ょ』

　しばらく無言だった電話から漏もれた呟つぶやきに耳をすますと、ミオは改めて、

『いいわよ』

　と了りよう承しようの返事をした。

『それで、時間は？』

「あ、ああ。じゃあ、十時にいつもの所で──」

『駅前公園の時計前ね。分かったわ』

「うん……それじゃあ、明日」

『ええ────カズヤ』

「何？」

『──いえ。なんでもない。明日、ね』

　何かを言いかけて止め、ミオは電話を切った。

　思っていたよりもすんなりと進んだ事に若干驚おどろきながら横を向くと、腕うで組ぐみをした沙姫部先せん輩ぱいが、

「な？　言ったとおりだろう？」

　と満足そうな声で言った。

「莫ば迦かになりゃ、まぁ、うまく行くのさ。男が莫迦なのは自然だからな」

　うんうんと頷うなずくと、先輩はソファに座った僕の尻しりを叩たたき、背中を押して追い出しに掛かった。

「さぁさ、行った行った」

「はぁ……」

　思い悩なやんで来た事につり合わない事態の急激な推移に戸と惑まどいを覚え、僕は足を止めて先輩に向き直った。

「あの、一つ聞きたいんですけど」

「なんだ？」

「逆に女性は、賢かしこくなければいけないんですか？」

　ひとまず立ち止まるための質問に、沙姫部先輩は『なんでそんな事も分からないんだ？』というような顔で、

「当たり前だろ？　男なんかよりも、よっぽど悩み事が多いんだ。女はな、賢くなけりゃ生き残れないの。オトナでなけりゃ生き抜ぬけないの。そういうもんなの」

　投げやりな口調の中に壮そう絶ぜつなものを感じさせる、沙姫部先輩の女性論だった。



　　　５



　先輩から借りたビニール傘がさを差して、自宅へと帰った。雨はすでに小降りとなって、バスから降りた時には止んでしまった。鞄かばんを抱え傘かさを携たずさえ、明日の予定を思い描えがきながら水みず溜たまりを避よける。

　考えてみれば、ミオと何ど処こかに出かけるのは久しぶりな気がする。葛峰姉弟のせいで、落ち着かない日々が続いていたからだ。デートなんて呼べるものは、良雨が無理やりくっ付いてきた夏休み最終日が最後だった気がする。単純なもので、たったそれだけの予定が、僕の足取りを軽いものにしていた。

　明日はどこへ行こうか、と頭の中で地図を広げる。図書館でゆっくりと時間が過ぎるのに任せても良いし、喫きつ茶さ店てんめぐりをしても良い。なんなら、またカラオケに行ったって良い。さすがに二人で行くのは辛つらいから、また良雨を呼ぶか、それか明や沙姫部先輩を呼んでみようか。

　勢い付きそうになる気持ちを、なだめすかして落ち着かせる。そうしていたのが良かったのだろう。そうしていなかったら、僕は蚊かの鳴く様なその声に、きっと気付いていなかったろう。

　僕は足を止めて周りを見回した。何処からか、猫ねこの鳴き声が聞こえたように感じたからだ。

「……スサノオ？」

　家出が癖くせになりつつある子猫の名前を呼んだ。何度か名前を呼んで、しばらくその場で立ち止まって耳を澄すませたが、気のせいだと思い直して歩き出そうとした。

　しかし後ろ髪がみを引かれる思いがあって、もう一度振ふり向いた。

　塀へいと生いけ垣がきに挟はさまれた道に、電信柱に取り付けられた街灯が等とう間かん隔かくに連なる。光の蒼あお白じろい領域はきっちりと仕切られていて、僕に一番近いその領域に、夜よ闇やみからまろび出てくる小さな影かげがあった。

「スサノオ──」

　思ったとおりだと思って呼び掛かけ──途と中ちゆうで声が凍こおりついた。

　よろよろと街灯の光の下に歩いてきた子猫は、確かに僕の家のスサノオだった。だけど彼の茶色い毛色は、赤く斑まだらに染まっていた。

　ほんの数秒前までの笑え顔がおが凍り付くのが分かった。背筋にひやりと悪お寒かんがはしった。

　スサノオは片目で僕を見上げて口を開き、結局鳴けずにぱたりと横よこ倒だおしになった。

「スサノオ！」



「兄さん！」

　夜間で最低限の明かりだけ点ついた動物病院の待合室に、良雨が真っ青な顔で走り込んで来た。押おっ取とり刀で駆かけつけたらしく、パジャマに上着を引っ掛けただけの姿だった。

「スサノオは？」

「……手術中」

　掛かり付けの動物病院に電話を掛けて事情を告げ、一目散に駆け込んで治ち療りようを頼たのみ込んだ。血ち塗まみれのスサノオは虫の息で、運ぶ最中も心配でしょうがなかった。制服の上着は彼の血が滲しみ込み、僕の目の前の上着掛けに吊つられて重々しく肩かたを落としていた。

「なんで……何がどうなったの？」

「……」

　理由を聞いてくる良雨に、僕は目を背そむけて黙だまり込んだ。良雨は黙った僕を無理やり自分の方に向かせて睨にらみ付ける。彼女に話すのは辛いし、そんな話を自分がするのも反へ吐どが出そうだったが、どちらにせよ言わなければならないのは変わらなくて、僕は溜ため息いき混じりに口を開いた。

「……烏からすとか他の猫にやられたんじゃないかと思ったが、獣じゆう医いさんによると、動物にやられたんじゃない、って……」

「どういうこと？」

「人間がやったんだよ。面おも白しろ半分に、スサノオを蹴けり回したり、石をぶつけたりしたみたいだ。そういう傷らしい」

　良雨は僕の言葉を聞いて、弱々しく「そんな……」と呟つぶやいた。僕が獣医から聞かされた時と、同じ反応だった。

　そんな馬ば鹿かな、と僕も思う。あんな小さな子猫に、そんな事をして何が楽しいんだ、と。

　想像したくもないのに、忌いま々いましい光景が浮うかんでしまう。どこかのありふれた公園で、良雨や僕と同じくらいの少年や少女が、笑いながら茶色い毛の子猫に石や空き缶かんを投げ付ける。びっくりした顔でおろおろとするスサノオに石が当たって、少年たちは『ストライクぅ』なんて言って笑い合うのだ。そういう残ざん酷こくな光景が、容易たやすく頭に浮かんでしまう。

「……」

　僕の隣となりにへたり込んだ良雨が、弱々しく僕のシャツを掴つかんだ。

「兄さん……」

　僕を見上げる良雨の顔が、不安に歪ゆがんでいた。

「スー、死なないよね？」

「……大だい丈じよう夫ぶだよ。なんと言っても名前がスサノオだからな。荒あれ遊すさぶる神だ。そう安々と死んだりしないさ」

「……死んだらどうなるのかな……」

　良雨が震ふるえながら呟いた。















「ひどいよ……あんな子猫を殺してどうなるって言うの？　ちっちゃくても、あんなに可愛かわいくて、必死に生きてるのに……どうしてそんなに簡単に、殺せるの？　殺そうと出来るの？」

　涙なみだが流れた。ぽろぽろなんてもんじゃなく、ぼろぼろと涙が零こぼれて行く。頭を撫なでて「大丈夫だよ」と声を掛けても、良雨は泣き止んでくれなかった。

「ねぇ、なんで？　猫だから？　だから簡単に殺そうとしたの？　分かんないよ、わたしには……スー、すごい甘あまえたがりで寂さびしがりで、アマテラスやツクヨミと離はなれ離れになったら、きっといつまでも探し回って……可哀そ過ぎるよ……」

　語ご尾びは擦かすれ、最後には「うう～」という呻うめき声しか出てこなかった。良雨は僕の服と自分の膝ひざを握にぎり締しめ、苦しそうに泣いていた。ハンカチを貸してあげたかったが、すでにスサノオに使ってしまった。役立たずな兄貴だな、と自じ嘲ちようした。

　妹の頭を撫でながら、僕の中で良雨の言葉が、何度も何度も反はん響きようし、次第に奥おく深ぶかい部分に浸しん透とうしていった。

　──死んだらどうなるのか？

　僕には分からない。死んだ事もないし、瀕ひん死しの事故にあったこともない。誰にも分からないのかも知れない。けれど、その問いはいつまでも僕の中で響ひびき、穏おだやかで静かながらも断続的に答えを求めていた。

　──死んだらどうなるの？

　と。



　遅おくればせながらやって来た父の車で、僕らは家に戻もどった。良雨はキャリーケースに入れられたスサノオを見て「ずっとついてる」と言い張ったが、ともかく一度家に戻ることになった。初老の院いん長ちよう医せん師せいは、「明日の朝は早めに玄げん関かんを開けておく」と言ってくれた。腹や足に補助具や包帯を巻かれたスサノオは、本当に死んでしまったみたいにぴくりとも動かなかった。どうなるかはまだ分からないが、ひとまずは待つしかなかった。

　良雨は家に戻ると、駆け寄ってきたアマテラスとツクヨミを抱だいて、居間のソファでいつの間にか眠ねむってしまった。父が毛布を持って来て、「今夜だけは特別だ」と言いながら彼女に掛かけてやった。

　僕の方も、夕食や風ふ呂ろが億おつ劫くうで、着き替がえだけ済ませて部屋に引っ込んだ。

　ベッドに横になって、掲かかげた携けい帯たいでミオに連れん絡らくしようかと思ったが、折角の仲直りの機会を暗くするのが忍しのびなくて、目覚まし機能をセットして枕まくら元もとに放り投げた。ちょっとだけ休もうと思って瞼まぶたを閉じると、開けるのがとてもめんどくさくなってしまった。まだ部屋の電気がついたままだったが、それもまた、どうでもよい事だった。

　ゆっくりと微睡まどろみの泥どろに沈しずみながら、強い予感が浮き上がった。

　あの夢を見る。

　それが、はっきりと分かっていた。分かりながらも僕は、夢の中へと身を委ゆだねた。



　　　※　※　※



　つけっぱなしのはずの電灯の明かりは落ち、眼球に染み入るのは蒼あお白じろい月光だった。

　僕はいつの間にかベッドに腰こし掛かけ、いつの間にかナイフを握っていた。抜ぬき身のナイフがぎらりと輝かがやく。鞘さやを捜さがしたが手元には見つからなかった。部屋を一望しようとして顔を上げ、容易く鞘が見つかった。僕と向かい合うように椅い子すに座った“〝影かげ”〟が、指先で革かわ製の鞘を弄もてあそんでいた。

「やあ」

“〝影”〟が、はっきりとした声で僕に挨あい拶さつをした。立ち上がり、僕の元へと一歩近寄り、月明かりに身を晒さらした。

“〝影”〟は、はっきりとした人型を手に入れていた。

　細くスマートな体たい躯く。身に纏まとう服は白く統一されていた。同どう姓せいの僕ですら目を細める美び貌ぼうだったが、薄うすい唇くちびるは哄こう笑しように歪んでいた。

「……死人が何の用だ？」

　かつて、僕とミオを殺そうとし、僕の腕うでに孔あなを開けた少年。僕がナイフを腹に突つき立て、僕の目の前で墜おちていった男……西にし田だ貴き流りゆうの形をした“〝影”〟は、僕の言葉が気に入ったように嗤わらいを深めた。

「死人。死人、ですか。ふふ、そうですね。僕は死人だ。けど、死人だからってそうツンケンしないで下さいよ」

「死人は、生きてる人間に関わるな。死んだらとっとと地じ獄ごくに堕おちろ」

「ほう？　以外ですね？　地獄を信じるのですか」

「──いや。言葉の綾あやだ。死人は、土に還かえる。それ以上でも以下でもない」

「違ちがいますよ。死者はね──」

　西田は──西田の“〝影”〟は、すうっ、と腕を上げ、真まっ直すぐに僕の心臓を指差した。

「死者は、生者に吸収されるんです。生者の内な側かへと逝いくんですよ。それが自然というものです。狐きつねが兎うさぎを狩かるように。鴉からすが死し骸がいを啄ついばむように。ヒトが他ひ者とを犠ぎ牲せいにして生きるようにね。死は、生の一部なんです。憎にくしみが愛情の一部であるように」

「お前は僕の作り出した幻げん影えいだ。残ざん響きよう、木こ霊だまみたいなものだ。死んだら其そ処こまでだ。一部も何もない」

　僕は首を振ふって否定した。

「君の言うそれは“〝死”〟ではないのですが……まぁ、それは置いておきましょう。でも、だったら西周ミオはどうなるんです？　彼女は、確かに一度死んだ。一部も何もないなら、今の彼女は何者でもないということになりますね」

「……彼女は生きている」

「脳みそを取り替かえてね。記き憶おくも経験もコピーされて。それとも脳みそ以外は君と接していた躯からだなのだから、なんて言って自分を誤ご魔ま化かしますか？」

「……」

「言ったはずですよ？　違う事に堪たえられなくなる、と」

「そんなの、誰だって一いつ緒しよだ。誰だって、違う」

「一いつ般ぱん論ろん！　いやはや。素す晴ばらしい一般論だ。君は一般論の国の王様になれますよ」

「…………」

「けれど悲しいかな。一般論では、誰も救えません。『戦争はいけない行こう為いだ』という一般論で戦争がなくなりますか？　『誰だって何がしかの不幸を抱かかえて生きている』という一般論で貧困や格差が片付きますか？　『誰だってみんなそれぞれ違っているんだ』という一般論が、君の心を救ってくれるのかな？」

「……それこそ、一般論だ」

　西田は僕の言葉に目を丸くした。そのあと、身体を仰のけ反らせて高らかに笑った。笑い声が空気を軋きしませ共鳴させ、僕は彼の嗤いの渦か中ちゆうに引き摺ずり込まれた。

「はは、ハっ。確かに確かに。言葉というのは不完全な存在ですね。想おもいを昇しよう華かさせることの出来ない、不安定な概がい念ねんだ。それどころか自らの真実を、凡ぼん庸ような一般論に零れい落らくさせてしまう。だからこそ、君は西周ミオに問いかけられなかったワケですが、ね」

「僕はただ、ミオを傷付けたくなかっただけだ」

「それが君の免めん罪ざい符ふですか？　判わかっているんでしょう？　言葉が不完全である以上、言葉が人を縛しばる以上、人の想いを零落させる以上、口に出してない想いが、口に出せないその迷いが、どうしようもない真実である事を」

「……」

「僕が言ってあげましょうか？　言葉に出来ない想いを。抱え込んでいるだけでは、其処から一歩も進めませんよ？」

「……やめろ」

「僕が君の心を表現してあげますよ。たとえ不完全でも──不完全だからこそ、一面においては真実以上の価値がある」

「やめろ」

「眼めを背そむけているのは、本当は自分だと思ったんでしょう？」

「やめろ」

「眼を合わせようとすると、どうしようもない刻印が眼に入ってしまうのでしょう？　それがこの上なく恐おそろしいと思ったのでしょう？」

「やめろ！」

「どうしようもないその刻印が、君と彼女を穿うがつ亀き裂れつだと思えたのでしょう？」

「やめてくれ！」

「彼女を知ろうとして、知れば知るほど“〝違う”〟と言う事を思い知った！　自分と“〝違う”〟！　そして自分が恋こいした少女とも“〝違う”〟かも知れない！　それが怖おそろしい！　何よりも怖ろしい！　だから眼を背けた！　言葉を紡つむげなかった！　問いかけることが出来なかった！」

「黙だまれ！」

「自分が偽ぎ善ぜん者しやだと思い知った！　綺き麗れい事ごとと一般論しか言えない、どうしようもなく醜みにくい偽善者だと！」















　げらげらと笑い転げた。なまじ美しいだけに、その哂わらいの邪じや悪あくさが際きわ立だって響ひびいた。美しいバイオリンが排はい気き音おんを奏でるようなちぐはぐさと、そんな不協和な音と光景が、この上ない不快感をもたらした。

「彼女を抱だいたのは、快感を愛情と掏すり替えるためかな？　滑こつ稽けいだ。本当まことに滑稽だ！　そんな高級で最低の偽善者が、君の正体だ！　それが判っているから、只ただ一言もその事に触ふれなかったんだろう？　触れられなかったんだろう？　ええ、相坂カズヤ！」

「黙れぇええええええええ！」

　僕はナイフを振り上げた。眩まぶしい殺意が、真っ黒な憎ぞう悪おが、白銀しろがねの切っ先を目の前の男に叩たたき込めと声を大にする。刹せつ那なの停てい滞たい。僕は力の限りナイフを振り下ろした。

　死んだはずの男の顔が、勝ち誇ほこったようににたりと歪ゆがんだ。



　　　７



　頭痛を抱えながら走った。眼球の奥おくに小さな心臓が埋うめ込まれ、それが脳の中心へと痛覚を圧おし出す。血流が激しくなれば、それはもっとひどくなる。息も切れ、喉のどがひび割れたように痛んだ。骨の髄ずいが鉛なまりに変わったみたいに重々しい。路面も、今朝方まで続いた雨に濡ぬれたままで、何度も足を滑すべらしそうになった。付け加えるべき事はいくらでもあるが、とにかく──最悪だった。

　一時間遅おくれで待ち合わせ場所に辿たどり着くと、僕が捜さがす間もなく、ミオが早足でやって来た。唇くちびるがむっとしたように上向きになり、切れ長の眼めが細められていよいよ鋭するどくなっていた。

「……私のことなんて、どうでも良くなったのかと思ったわ」

「ご、めっ……ん……っはぁ」

　途と切ぎれ途切れに謝ったが、ミオは顔を横に逸そらしてしまった。僕が息を整える間も、彼女は背中を向けて押おし黙り、溜ため息いき一つこぼさなかった。

「……ひとまず喫きつ茶さ店てんにでも行って、休きゆう憩けいしましょう」

　少しだけ首を動かして僕を見て、彼女は硬かたい口調で言った。何かを我が慢まんした為ための、平へい坦たんな調子の声だった。たぶん……僕への苛いら立だちを抑おさえているのだろう。

　手近な喫きつ茶さのチェーン店に入って、飲み物だけを注文した。朝食を抜ぬいていたが、食欲は欠片かけらもなかった。胃は石が詰つまった様に重かった。

　中ちゆう途と半はん端ぱな時間の為か、店内は空きが目立っていた。適当な席を選ぶと、ミオは座りもせずに化け粧しよう室しつへ向かった。再び戻もどってきた時には、僕はすでにアイスティーを飲み終え、彼女の注文したカフェ・ラテは見た目にも温ぬるくなっていた。

「……何かあった？」

　ミオが、ようやくいつもの調子に戻って問い掛かけて来た。

「うん。我わが家の子こ猫ねこが瀕ひん死しの状態で妹は大泣きだし、僕は君を一度殺した男の夢を見て寝ね不ぶ足そくなんだ」なんて話すわけにもゆかず、水を飲みながら「別に」と力なく呟つぶやいた。なんてことない様に装いたかったが、肉体的にも精神的にも疲ひ弊へいしてしまってどうしようもなかった。

「……そう」

　案の定、ミオは顔を俯うつむけて僕の顔を視界から外し、温くなったカフェ・ラテを無表情に啜すすった。

　すでに僕とミオの間には、雨をたっぷりと吸った落ち葉みたいな沈ちん黙もくが、堆うずたかく覆おおい被かぶさっていた。



　喫茶店を出ても、どこか目的地があるわけでもなく、僕らは当て所どなく歩き始めた。申し合わせたわけでもなく、自然とそうなった。そうなってしまった。

　ミオが僕の二歩半前を歩き、僕はミオのうなじを眺ながめながら歩いた。髪かみを結い上げている事に、今いま更さら気付いた。彼女の長い黒くろ髪かみを留めるバレッタは、前に付けていた物とも同じ物かどうか思い出そうとした。けれど頭痛がひどく、思い出そうとした像は細切れになって散らばった。

　七月に一いつ緒しよに行った筈はずの映画館を通り過ぎ、杉すぎ野のらと立ち寄ったコーヒーショップの緑色の看板が後ろへ流れ、良雨と三人で昼ごはんを食べた個人喫茶を通り抜けた。いつの間にかぐるりと駅前の商業区画を一周してしまった。昼に近づき、人ごみも慌あわただしくなってきていた。

　ほんの一時間ほど前に待ち合わせたばかりの公園の中を歩きながら、僕はだんだん理り不ふ尽じんであるように思えてきた。葛峰姉弟らが勝手に僕らを観察したいと言って来たのも、ミオが僕に苛いら立だっているのも、スサノオが怪け我がをさせられて入院しているのも、こうして歩いている事も、あれやこれや総てが理不尽に思えてしょうがなかった。

　どれもこれも、僕の思いを斟しん酌しやくせずに押し付けられたものに感じられた。僕の気き遣づかいなんか下らないんだと言われている気がした。それが僕の思い込みに過ぎず、世の中なんてそんなものだと分かっていても、どうする事もできなかった。湧わき上がる感情おもいはどうしようもなかった。

「……君は、僕が嫌きらいになった？」

　感情の潮流に立ち止まる事をやめて思考を放ほう棄きした時、そんな問いが自然と口を衝ついて出た。別の誰かが喋しやべったみたいに冷ややかな声だった。そんな声で喋った事なんてないんじゃないかってくらい、無機質で柔やわらかさに欠けた声だった。

「……」

　ミオが歩みをぴたりと止めた。僕も一歩遅れて立ち止まった。僕とミオとの距きよ離りは一歩半になった。この世で最も遠い一歩半だった。

　目の前は車が行き交かう、大きな交差点だった。斜ななめ向かいのビルには、最新機種の携けい帯たい電話の広告が、でかでかと貼はり付けられていた。その横断歩道の手前で、ミオは立ち止まった。

「……何な故ぜ？」

　ミオの声も平坦で抑よく揚ように掛けていた。何の感情も篭こもっていない声に、僕には思えた。

「さっきから、一言も喋っていないじゃないか」

「何故、そんな事を言うの？」

「君が怒おこってるからだ」

「何故、私が怒ってると思うの？」

「僕が葛峰聖と会っていたからだろう？　君の同類と、君に黙だまって会っていたのが気に入らなかったんだろう？　仲間はずれにされているようで、僕に無視されてるように思ったから、君は怒ったんだろう？」

「何故──」

「何故かなんてのはもうたくさんだ！」

　自制を忘れて僕は叫さけんだ。信号待ちをする周りの人々が、ぎょっとして僕を見た。けれど頭に血が昇のぼった僕は、そんな周りの状じよう況きようを忘れ去った。

　先せん輩ぱいの忠告も忘れた。

　莫ば迦かになれ？

　僕が莫迦なのはとっくに判わかってる。けど、莫迦だって莫迦なりに考えるんだ。良かれと思って、僕だっていろいろ考える。ちぐはぐな自分を抱かかえながらも思い悩なやんだ事を、そんな簡単に、紙かみ屑くずみたい捨てられるものか！

「僕は君を知りたかった！　僕の方こそ『何故』と問いたかった！　だけど、君を傷つけたくなかった。僕の一方的な想いを押おし付けて、君を傷付けたくなかったんだ！　だから黙ってたんだよ！　だから君に隠かくれてたんだ！　なのになんで、こんな風に毛け嫌ぎらいされなきゃならないんだ！」

　最低だ、と思う。

　最悪だ、と思う。

　身勝手、と思う。

　それが分かっていてもどうしようもなかった。

　ミオは、叫び続ける僕に、相変わらず背中を向けたままだった。何とか言えと、彼女の肩かたに手を掛かけ、無理やり僕の方へと顔を向けさせた。

「…………違ちがう。あなた、何も分かってない……」

　ミオの瞳ひとみから、涙なみだが一筋流れ落ちた。その姿に、僕は言葉もなく立ち竦すくんだ。

「私は、騙だまされたとか、黙ってたとか、そんな事に怒ってるんじゃない！　そんな事で悔くやしがっているんじゃない！　私に何も聞いてくれなかった事が一番嫌いやなの！」

　──何？

　予想もしないミオの科白せりふを受け、頭に浮うかんだのはその一文字だけだった。それ以外は全部真っ白になった。

「私は──訊きいて欲しかった。たとえどんなに痛みを覚える質問だろうと何だろうと、あなたに問い掛けて欲しかった。知って欲しかった。直接私を知って欲しかった！　私が欲しいのは癒いやしや慰なぐさめなんかじゃない！」

　愕がく然ぜんとした。

　絶句した。

「曖あい昧まいなままでいたくなかった……だから、どんなに辛つらくて痛くても、私を知って欲しかった。私のカタチを、一いつ緒しよに確かめて欲しかった。その為ための痛みだったら、喜んで受け容いれようと思っていた…………」

　ミオの口から漏もれるのは、涙に震ふるえた弱々しい声だけだった。さっきまでの平へい坦たんな口調は、ただ泣くのを我が慢まんしていただけなのだと、ようやく理解できた。

　真っ白になった僕の中に、さっきまでの怒いかりなんか目じゃないくらいの後こう悔かいが押し寄せてきた。目の前が真っ暗になった。

　独り善がりだったのだ。

　彼女を傷付けたくないのは、単なる僕の自己満足だった。その想おもいは間ま違ちがってはいなかった。間違ってはいなかったが、唯一つの正解でもなかったのだ。

　僕は知っていた筈はずじゃなかったのか？

　僕は思い知った筈じゃなかったのか？

　ほんの二ヶ月前に目まの当たりにした筈じゃなかったのか？

　人が他ひ人とを識しる為には、痛みを伴ともなわなければならない事を。心と躯からだの境界すら曖昧になる激痛の中で思い知った筈じゃなかったのか？

「あっ────」

　涙を流し続けるミオに、謝らなければと思う。けれど自分の愚おろかしさでいっぱいで、それすらおこがましいのではないかと恐おそれ戦おののいた。僕はどうしようもなく、ミオを傷付けてしまった。それも、彼女が負う必要のなかった傷を、だ。

「────っ！」

　信号が変わって、ミオは僕に背を向けて一目散に駆かけ出した。僕から──逃にげ出した。

「まっ──！」

　車道を渡わたりきって、さらに速度を上げようとするミオに追いすがり、すんでのところでその手を掴つかんだ。傷の刻まれた左ひだり腕うでを、力の加減もなく握にぎり締しめた。

「待ってくれ、ミオ！」

「いやっ！　放して！　お願い！」

「一人になんてできるか！」

　今一人にしたら、きっとミオは自分を切りつけるだろう。僕が掴むこの腕に、新しい傷を刻むだろう。それが分かってて、一人にすることなんて出来ない。彼女がそうしなければならなくしたのは僕なのに……！

　手を振ふり回して離はなれようとするミオの腕を、より力を込めて放すまいと掴んだ。そうしなければ、あっという間に振りほどかれてしまいそうだった。

「痛っ──！」

　ミオの顔が痛みで歪ゆがみ、僕は反射的に手に込める力を緩ゆるめた────それが間違いだった。もしくは、それが唯一の救いだった。

　まだ自由だったミオの右手が、僕の胸を押した。俄にわかにバランスを崩くずし、雨で濡ぬれた路面がそれを後あと押おしする。

　ミオの腕を放してしまう。力を緩めた為、ミオの腕はなんとも容易たやすく僕の手からすり抜ぬけていった。



「────え？」



　驚おどろいて目を見開いた、呆ぼう然ぜんとしたミオの顔が目に入り──断ち切られた。

　横から襲おそってきた強きよう烈れつな衝しよう撃げきが僕の身体を吹ふき飛ばし、様々な光景がコマ送りに焼き付けられる。

　驚いた顔でハンドルを握る中年男性。

　雲の切れ間から覗のぞく青空。

　ぽかんとした顔の横断歩道待ちの人々。

　迫せまり来る粗あらい路面。

　ぐしゃっ、と湿しめった何かが潰つぶれる音が、内な側かから聞こえた。

　え？

　あれ？

　なんで？

　そんな断続的な驚きが、痙けい攣れんとともに身体を駆け巡めぐる。



「いやぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああアああああああああああああアあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」



　何ど処こかで誰かが、この世の終わりみたいな悲鳴を上げていた。

















　　　Inter Cut



　……時間はしばし遡さかのぼる。



　葛峰聖と葛峰昂は、開店したばかりの喫きつ茶さ店てんの店内を突つき進んでいた。喫茶店とは言っても、彼らの住むヴァインズタワーの展望フロアに設置された、コーヒー一いつ杯ぱいが千円近くする店だった。一面のガラス窓からの景色は、まさに雲上からの眺ながめだ。

　特等席の窓まど際ぎわの席に陣じん取どる人ひと影かげを見つけ、姉弟は似通った顔を正反対の色に染めた。

　一方は憂うれいに。

　もう一方は嫌けん悪おに。

　厚い雲のせいでモノクロ映画みたいに作り物めいた街の俯ふ瞰かんを、頬ほお杖づえをついて座る少女はつまらなそうに眺めていた。その眺ちよう望ぼうゆえに加算されたばか高い値段の割には普ふ通つうのコーヒーを、冷ますままに任せていた。

「──ごきげんよう、真まな部べの放ほう蕩とう娘むすめさん」

「ごきげんよう、葛峰の変態姉弟」

　唾つばを吐はきかねない口調の聖の挨あい拶さつに、沙姫部みさきは剣けん呑のんな雰ふん囲い気きを薫くゆらせる静かな声で答えた。窓から移動させたみさきの視線は、相坂カズヤが見たら驚くほどの凄すごみがあった。

　聖はわずかに気け圧おされたものの、みさきの視線で己おのれの瞳ひとみをさらに鋭するどく研とぎ澄すませた。昂はそんな姉の姿を見て、ほんの数秒だけ瞼まぶたを下ろした。

「まだ生き恥はじをさらしていたの。ようやくきっちりと死んでくれたのかと思ってたのに」

　席に着くや否いなや、聖は敵意と侮ぶ蔑べつで紡つむがれた言葉を投げ放った。歩み寄る余地を一ミリメートルたりとも与あたえぬ喋しやべり方かただった。

「ご期待に添そえなくてどうも。稀け有うなこの人生を、まだまだ味わい尽つくしていないからね」

　みさきの口調もまた、聖の言葉を真っ向から打ち返す構えだった。鼻で笑うような気配を存分に滲にじみこませた台詞せりふを叩たたき付けた。

「親友を見殺しにしておいて、よくもまぁそんな口が叩けるわね。あんたは最初に死んだ時、飛び降りなんかじゃなく岩でも括くくり付けて東とう京きよう湾わんに沈しずめばよかったのよ」

「ああ、なるほどね。今度試ためしてみるよ」

　二人の少女の首筋が寒くなる罵ば倒とうの連続に、新たに二人分のコーヒーを運んできたウェイターが、顔を青くして去って行った。小走り気味の歩調なのに背中がやけに真まっ直すぐなのは、背筋にまで悪お寒かんを感じているからだろう。

「……お久しぶりです。真部みさき様」

「はい、久しぶり。姉貴に振り回されて大変だね、あんたも」

　あえて事務的に努めた昂の挨拶に、みさきも淡たん々たんとした返事をする。ごく普通のなんてことない挨拶だが、その前までの挨拶には苛か烈れつすぎる言葉の応おう酬しゆうがあったので、相対的にとても平和なものに感じられた。

「コウ。この女に敬語なんて不要よ。唾でも吐きかけてやればいいわ」

　そんなささやかな平和が許せないのか、舌ぜつ鋒ぽうするどい聖が、ほんのわずかながら緩んだ空気に硝子ガラス片へんを塗まぶしてゆく。息をするだけで、喉のどや肺が血を流しそうだった。

「──で？　何の用？　あんたの半径一〇メートルの空気なんて、金輪際吸いたくもないんだけど」

「私もあんたの姿を見るだけで眼めが潰れそうでたまらないよ。まぁ、いい。言いたいのは、たった一言で済む────相坂カズヤと西周ミオに関わるな」

　一言で十分だった。

　一言で済ますのに、十分なだけの殺気が篭こもっていた。

　先ほどのウェイターは、さっさと逃にげていって正解だった。この場にいたら、体感温度が確実に下がって、全身隈くまなく凍こおり付いたことだろう。

『…………！』

　聖も昂も、血の気の引いた顔を強こわ張ばらせた。それでも何とか口を開いたのは、曲がりなりにも社会の裏側を知り、世界の裏側を垣かい間ま見みる、この国を代表する企き業ぎようの嫡ちやく子しの意地か。それともその殺気に対たい抗こうできるだけの、殺さつ伐ばつとした地じ獄ごくを抱かかえているからか。

「……ずいぶんと、お気に入りなのね、あの少年が」

　聖は口くちの端はしを歪いびつながらも持ち上げて、巨虎めいた鬼き気きを発す少女の形をした何かに笑いかけて見せた。

「だとすればあなたも、あの“〝観察者”〟たちのシナリオに含ふくまれているのかしら？」

「何？」

　みさきの眼力が緩ゆるみ、わずかな戸と惑まどいを表出させた。

「面おも白しろい事のためなら、どんな手の掛かかる事もやってのける連中よ。あなたはどうか知らないけど、西周ミオがこの街に越こしてきたのは──この学業都市化構想の中心にやってきたのに、まったく理由がないと、本気で思う？」

「…………」

　みさきは、目を凝こらして聖を見た。さらに絞しぼり込んで聖の瞳を。

「無む駄だよ」

　聖が余よ裕ゆうを持って言った。

「そんな掠かすめ取ったようなモノじゃ、わたしたちを覗くなんて出来はしない。心を鎖とざすのなんて、コツがつかめればなんて事はないもの」

「……ちっ」

　顔を顰しかめるのは、今度はみさきの番だった。彼女は飲み物には結局手をつけず、くしゃくしゃの五千円札をテーブルに放り投げて立ち上がった。

「……あんたらの気持ちが分からんではないがな」

　立ち去ろうとしたみさきは、片足を引いて半分だけ振ふり返り、ずっと黙だまっていた昂へと語り掛けた。

「そんな関係は、いつまでも続かん。そんな事は分かってるんだろう？　どんな家族よりも近しいんだからな」

「……僕は、姉さんが良いと思うなら、それで良いんです。それがたとえ、どれだけ病やんでいて、どれほど歪ゆがんでいて、どうしようもなく残ざん酷こくでも」

　静かで透とう明めいな笑えみを浮うかべる葛峰昂を、沙姫部みさきは鼻で笑った。

「あんた、器用すぎるな。私が一番、嫌きらいなタイプだ」

　その一言を最後に、彼女は足音すら立てずにその場を後にした。この場に気配すら残したくないと言わんばかりの立ち去り方だった。

「──ふん。相変わらず尊大で高飛車な女。何様のつもりよ」

　聖が声を張り上げてウェイターを呼び、ありったけの塩を撒まけと命じた。

「…………」

　昂はそんな姉を、微笑ほほえんだままに見守り続けた。








Last Cut

　　───契約








　血が急速に失われると、ひどく寒く感じるという。それは実際の感覚というより、外気温の低下で血管が収縮するのと近い状態に陥おちいる為ために脳が寒いと“〝誤認”〟することに拠よるらしい。その事を今、僕は実際に実感している所だ。けれど、やはり体感しないと分からない事がある。寒さを感じた次の瞬しゆん間かんには、その寒ささえ感じ取れなくなる。まるで自分の身体が、四し肢しの先から分解してゆくようだった。

「きゅっ、救急車を呼べ！」

「わ、私は悪くないぞ！　あっちが勝手に倒たおれこんで来たんだ！」

　遠くで、様々な人間が叫さけんでいる。本当に遠くだ。まるで現実感のない、風の囁ささやきみたいなささやかな喧けん騒そうだった。

「…………」

　嗚あ呼あ、と溜ため息いきを吐つく。吐いた気がしたがしかし、本当に僕は溜息を吐けただろうか。自分に関する何もかもが、どうでも良い事に思えてくる。だいたい、僕は何で道路の真ん中に倒れ、アスファルトに頬ほおを擦すり付けているんだ？

「──カズヤ──！」

　僕の視界が回転し、灰色の空が目に入る。そして一人の少女が僕を覗き込んだ。とても綺き麗れいな少女だ。けど、今は痛みか苦しみか、もしくはその両方で歪んでいた。切れ長の瞳ひとみから、涙なみだが次から次へと零こぼれ落ち、僕の頬を洗っていった。

「あ、あの娘むすめだ！　あの娘が彼を突つき飛ばしたんだ！」

　ヒステリックな声が、彼女を糾きゆう弾だんするように張り上げられた。冷えてゆく心が、その声に対する怒いかりでわずかに熱くなる。

　彼女は何も悪くない。ミオは、何にも悪くないんだ。

　そう叫んで彼女の無実を訴うつたえたいのに、声帯はなんら反応してくれなかった。呼い吸きすら、満足に出来なくなっていた。

「──い……ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめん、な、さ──」

　ミオは途と切ぎれる事のない謝罪の言葉を繰くり返していた。顔がくしゃくしゃになって、涙はますます止まらなくなっている。

　泣かないでくれ、と思った。

　謝らないでくれ、と願った。

　悪いのは僕の方だ。独り善がりで自分勝手な僕だった。ミオに、直接問えばよかったんだ。たとえその問いが残酷なもので、彼女の塞ふさがらぬ傷に触ふれるものであっても、いつか彼女の手首の傷に触れたように、その傷の形を触れて確かめるべきだった。それで彼女が痛みを感じて血を流すなら──それを背負う為にも直接触れるべきだったのだ。

　彼女の涙を拭ふいてあげたいと思った。けれど、指先の感覚はすでになく、そもそも腕うでがあるのかすら分からなかった。

　死ぬ。

　それが分かる。死んで逝いくのが判わかる。肉体の感覚が消えてゆくとともに、精神と感情も霞かすんでゆく。

　死にたくない。

　自分が死にそうな顔をするミオを見て、僕の心に湧わき上がる思いは最早それだけだった。

　死にたくない。此こ処こで僕が死んだら、ミオはどうなるんだ。彼女はまたひとつ負い目を背負わなきゃならなくなる。そんなのはいやだ。死んだって嫌だ！

　死にたくない！

　死にたくない！

　僕は死にたくない！

　生への渇かつ望ぼうは、ミオの泣く姿が霞んでゆくのに合わせて、砂が零れるように霞んでゆく。

　視界が真っ暗になって、それでも僕に残った最後の願いは、

　──生きていられるのなら悪あく魔まに魂たましいを売り渡わたしても構わない！

　そんな言葉にすらならぬ想おもいに、未知の闇やみの向こうから、

　──叶かなえてあげましょうか？

　とんでもなく薄うすっぺらで裏打ちのない声が響ひびいてきた。

　闇の中に、仮面が浮うかび上がった。非道く軽けい薄はくで、酷ひどく楽しそうな顔をしていた。黒い眼めが、真まっ直すぐ僕を見み据すえていた。僕の死に逝く魂を見て笑うその顔は、まるで契けい約やくを取り付けたばかりの悪魔みたいだった。

　仮面が小さく口を開き、何事かを言った。



──Welcome to the crazy world!







THE CUTTING COMPLEX ～Case of Mio Nishiamane～

FILE No.2〈Entanglement〉closed.

To be continued……










　　　あとがき～独白烏のモノローグ～





　感情というのは、本当に厄やつ介かいです。時として歯止めが利きかなくなるのですから。

　理性というのも、また性た質ちが悪い。他者はおろか自分すら騙だませてしまえるのですから。

　どちらか一方でも扱あつかいに困るのに、どちらもが人間には必要であることが、きっと矛む盾じゆんのはじまりなのでしょうね。



　オムニバス形式で進めていくかと思いきや、ここでまたカズヤとミオの話に。ある意味意表を突いたのではないかと思いますが、読んでいくと更さらなる驚おどろきが……

『ミオ編へん』は書き上げた当初、続きはまったく考えていませんでした。けれど投とう稿こうしてしばらくして読んだ漫まん画がで「これだ！」とインスピレーションを得え、急速に次の話が膨ふくらんでいきました。その構こう想そうが落らく選せんしたものと考えて書き直していた《Case of Mio》の別バージョンと結び付き、こうして『ミオ編』の続編となりました。

　とはいうものの、見通しがまったく立たないうちから、二巻も三巻も続くような話が書けるほど、この業ぎよう界かいも甘あまくありません。いつ打ち切ってもいいようにオムニバス形式で進めようという事になったのですが、それなりに評ひよう判ばんも良いようで、なんとかこうにかこの作品が世に出ることとなりました。編へん集しゆう、絵師、読者の方々には、ただただ感かん謝しやするばかりです。

『出で逢あい』の物語は、果たして何ど処こへと流れ着くのでしょうか。少年たちも少女らも、著者ですら把は握あくできかねる茨の道み程ち。ですが“〝視みて”〟くれる方が一人でもいれば、必要十分な追い風となるでしょう。傷を負い血を流しながら、それでも歩む力となります。

　強い感情を持ちながら、努めて理性的に振ふる舞まおうとしてしまう、なんとも不器用な少年たちの物語。温かく見守ってくだされば幸いです。



二〇〇八年春　翅田大介
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